


I１　水循環について

未来へつなぐ
水は私たちにとって特別なもの。

飲み水をはじめ、日々の暮らしのあらゆる場面で水を使っている。

小さい頃の水遊びや花火の楽しい思い出は、水辺の風景とともにあり、

それは今も鮮明に覚えている。

私たちが使う水、使った水をたどってみると、水が循環していることに気づく。

そして、この循環には意外にも多くの人が関わっており、

さらに過去をたどってみると、水と付き合うための先人の営々とした努力も伺い知れる。

これからの持続可能な社会を考えると、

水の循環が健全である必要があるが、これに取り組む効果は、

実は水に関することだけにとどまらない。

水に関する取組は、街のもつ美しさや本来の魅力を引き出し、人を守り、

自然と人をつないで地域を元気にしていく。

この水の循環を誇れるものとして次の世代につないでいきたい。
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本書に掲載した我が国の地図は必ずしも、
我が国の領土を包括的に示すものではない。

マザーレイクフォーラムが
つなげる琵琶湖の仲間
びわ活で地域を活性化

p.42琵琶湖流域　滋賀県　
4

Case

郷土の湧水文化を再生する
地域一丸となった地下水保全活動

p.38大野市　福井県　Case

3

水・みどり・生きものの豊かな
里川のまちづくり
PDCAサイクルで重点施策の進捗管理

p.34岡崎市　愛知県　
2

Case

“OUR（あわ）の水”を未来へ紡ぐ
県民総ぐるみで流域水管理を推進

p.52徳島県　
6

Case

子どもたちの笑顔を育む仁淀川
住民・企業・行政で清流を再生

p.56

p.60

仁淀川流域　高知県
7

Case

世界に誇る地下水を未来に伝える
市民・事業者・行政協働による地下水保全対策

熊本地域11市町村　熊本県
8

Case

部局横断と地域連携で
水循環を再生する
治水・利水・環境・土地利用の水行政を一元化

p.48奈良県
5

Case

Case

1 健全化会議で恵みの沼を取り戻す
流域にかかわる人々の知恵を集積

p.29印旛沼流域　千葉県　
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06１　水循環について

1-1
水
循
環
と
は

　

地
球
は
水
の
惑
星
、
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
、

地
球
の
表
面
の
約
70
％
は
海
洋
に
覆
わ
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
宇
宙
か
ら
見
た
地
球

は
、
他
の
惑
星
と
異
な
り
青
く
美
し
く
輝
い

て
い
ま
す
。

　

こ
の
地
球
上
の
水
の
総
量
は
、
14
億
㎦
と

推
定
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
内
訳
は
、
海
水
な

ど
の
塩
水
が
97
・
47
％
、
淡
水
が
2
・
53
％

と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
淡
水
の
ほ
と
ん
ど

が
南
極
・
北
極
等
の
氷
や
氷
河
と
し
て
存
在

す
る
水
や
地
下
水
で
あ
り
、
人
が
容
易
に
利

用
で
き
る
河
川
や
湖
沼
等
の
水
と
し
て
存
在

す
る
淡
水
は
、
地
球
上
に
存
在
す
る
水
の
量

の
わ
ず
か
0
・
0
0
8
％
、
お
よ
そ
１
万
分

の
１
に
し
か
す
ぎ
ま
せ
ん
。

地
球
上
に
あ
る
水
の
量

地球上の水の量と構成比
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た
だ
し
、
地
球
上
の
水
は
、
海
水
や
河
川

の
水
と
し
て
常
に
同
じ
場
所
に
留
ま
っ
て

い
る
の
で
は
な
く
、
太
陽
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に

よ
っ
て
海
水
や
地
表
面
の
水
が
蒸
発
し
、
上

空
で
雲
に
な
り
、
や
が
て
雨
や
雪
に
な
っ
て

地
表
面
に
降
り
、
そ
れ
が
次
第
に
集
ま
り
川

と
な
っ
て
海
に
至
る
と
い
う
よ
う
に
、
絶
え

ず
循
環
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
水
循
環
に
よ
っ
て
塩
分
を
含
む
海

水
も
蒸
発
す
る
際
に
淡
水
化
さ
れ
、
私
た
ち

が
利
用
可
能
な
淡
水
資
源
が
常
に
つ
く
り

出
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
の
た

め
、
持
続
的
に
使
う
こ
と
が
で
き
る
水
の
量

は
、
あ
る
瞬
間
に
河
川
や
湖
沼
等
の
水
と
し

て
存
在
す
る
淡
水
の
量
で
は
な
く
、
絶
え
ず

「
循
環
す
る
水
」の
一
部
と
い
う
こ
と
に
な
り
、

こ
の
水
循
環
を
健
全
に
保
つ
こ
と
が
持
続
的

な
社
会
を
築
く
上
で
極
め
て
重
要
に
な
り
ま

す
。

循
環
す
る
水

水循環
水が、蒸発、降下、流下または浸透により、
海域等に至る過程で、地表水または地下水
として河川の流域を中心に循環すること。

水循環の目指す姿
「健全な水循環」とは、人の活動と環境保全に果たす
水の機能が適切に保たれた状態をいいます。



08１　水循環について

私たちと水との関わり

2

心癒される景観

地域のコミュニケーション

農業、工業などへの利用

水源かん養機能の発揮

水辺空間の活用自然とふれあう機会の創出

住民を守るための施策湧水や地下水に代表される水文化

健
全
な
水
循
環
へ

　

私
た
ち
は
、
毎
日
さ
ま
ざ
ま
な
形
で
水
を

利
用
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
利
用
す
る
だ
け

で
な
く
、
美
し
い
水
の
景
観
に
癒
や
さ
れ
た

り
、
水
辺
の
自
然
と
の
ふ
れ
あ
い
に
よ
っ
て

豊
か
な
感
性
を
育
ん
だ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
形

で
水
か
ら
恩
恵
を
受
け
て
い
ま
す
。

　

近
年
で
は
、
水
辺
を
活
か
し
た
ま
ち
づ
く

り
や
、
水
を
活
か
し
た
地
域
ブ
ラ
ン
ド
化
な

ど
、
地
域
を
よ
り
豊
か
に
す
る
取
組
に
も
注

目
が
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
水
に
関
わ
る
取
組
は
そ
れ
だ
け
に

留
ま
ら
ず
、
地
域
の
つ
な
が
り
を
強
く
し
、

防
災
力
を
向
上
さ
せ
る
な
ど
、
地
域
全
体
の

あ
る
べ
き
姿
に
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。
こ

の
よ
う
に
、
水
の
あ
る
生
活
を
中
心
と
し
て

地
域
を
よ
り
健
全
な
も
の
と
し
、
そ
の
価
値

を
高
め
て
い
け
る
こ
と
も
水
循
環
に
取
り
組

む
魅
力
と
言
え
ま
す
。

私
た
ち
と
水
と
の
関
わ
り

1-2
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水循環に関する課題

1

給水車

洪水

渇水

水源林の荒廃

閉鎖系水域の水質

湧水の枯渇や地下水位の低下

水インフラの老朽化 都市化の進展による都市型水害

　

こ
れ
ま
で
洪
水
や
渇
水
、
水
質
汚
染
、
地

盤
沈
下
な
ど
、
水
循
環
に
関
す
る
深
刻
な
課

題
に
つ
い
て
は
一
定
程
度
改
善
が
な
さ
れ
て

き
た
も
の
の
、
依
然
と
し
て
課
題
は
残
さ
れ

て
い
ま
す
。
ま
た
、
今
後
、
温
暖
化
に
よ
る

異
常
少
雨
や
降
水
量
の
変
動
幅
の
増
大
な
ど

の
影
響
に
よ
っ
て
、
渇
水
や
洪
水
の
リ
ス
ク

が
高
ま
る
可
能
性
や
、
新
た
な
課
題
が
発
生

す
る
こ
と
も
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。　

　

ま
た
、
水
が
循
環
す
る
過
程
に
お
い
て
、

一
つ
の
施
策
を
行
う
と
そ
れ
が
他
の
環
境
に

影
響
す
る
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
施
策
の
効
果
と
影
響
に

つ
い
て
明
ら
か
に
し
な
が
ら
、
流
域
に
関
わ

る
さ
ま
ざ
ま
な
立
場
の
人
々
が
地
域
の
水
循

環
の
あ
り
方
を
考
え
、
総
合
的
か
つ
一
体
的

に
取
り
組
む
こ
と
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

水
循
環
に
関
す
る
課
題



10１　水循環について

水
循
環
基
本
法
の
施
行

水
循
環
基
本
法

1-3

　

水
循
環
に
関
わ
る
施
策
に
つ
い
て
は
、
こ

れ
ま
で
幅
広
い
分
野
に
及
ぶ
多
種
多
様
な
個

別
の
施
策
が
講
じ
ら
れ
て
き
ま
し
た
が
、
こ

れ
か
ら
は「
健
全
な
水
循
環
の
維
持
ま
た
は

回
復
」と
い
う
目
標
を
共
有
し
、
こ
れ
ら
個

別
の
施
策
を
相
互
に
連
携
・
調
整
し
な
が
ら

進
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
政
府
全

体
で
総
合
的
に
施
策
を
進
め
る
必
要
が
あ
る

と
い
っ
た
議
論
が
深
ま
っ
て
き
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
２
０
１
４
年
4
月
に
、
水
循
環

に
関
す
る
施
策
に
つ
い
て
、
そ
の
基
本
理
念

を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
こ
れ
を
総
合

的
か
つ
一
体
的
に
推
進
す
る
た
め
、「
水
循

環
基
本
法
」が
公
布
さ
れ
、
同
年
7
月
に
施

行
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
水
循
環
基
本
法
の
施
行
と
同
時
に
、

水
循
環
に
関
す
る
施
策
を
推
進
す
る
た
め
、

内
閣
総
理
大
臣
を
本
部
長
、
す
べ
て
の
国
務

大
臣
を
本
部
員
と
す
る「
水
循
環
政
策
本
部
」

が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

第１回水循環政策本部会合で挨拶する安倍内閣総理大臣（当時）
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12１　水循環について

水
循
環
基
本
計
画

1-4

水
循
環
基
本
計
画
の
概
要

　

水
循
環
基
本
法
施
行
の
約
１
年
後
、

２
０
１
５
年
７
月
に
、
わ
が
国
の
水
循
環
施

策
の
道
し
る
べ
と
な
る「
水
循
環
基
本
計
画
」

が
閣
議
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
２
０
２
０
年
６
月
に
は
、
こ
の
水

循
環
基
本
計
画
に
基
づ
く
水
循
環
施
策
の
効

果
に
関
す
る
評
価
結
果
や
、
有
識
者
・
地
方

公
共
団
体
等
の
各
方
面
か
ら
の
頂
い
た
意
見

を
踏
ま
え
、
新
た
な「
水
循
環
基
本
計
画
」が

閣
議
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

新
た
な
水
循
環
基
本
計
画
で
は
、
現
在
の

課
題
に
対
応
す
る
取
組
や
、
健
全
な
水
循
環

の
維
持
ま
た
は
回
復
に
対
し
て
一
層
効
果
が

見
込
ま
れ
る
取
組
を
中
心
に
、
と
り
わ
け
次

の
３
本
柱
を
重
点
的
に
取
り
組
む
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。

①　

�

流
域
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
よ
る
水
循
環
イ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

②　

�

健
全
な
水
循
環
へ
の
取
組
を
通
じ
た
安

全
・
安
心
な
社
会
の
実
現

③　

�

次
世
代
へ
の
健
全
な
水
循
環
に
よ
る
豊

か
な
社
会
の
継
承

水循環基本計画の概要（2020年6月閣議決定）
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流
域
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
取
組
に
よ
り
、
流
域
に

お
け
る
一
体
感
の
創
出
、
流
域
に
応
じ
た
課
題
へ

の
解
決
策
の
効
率
的
な
実
施
、
流
域
の
ブ
ラ
ン
ド

力
の
向
上
に
よ
る
地
域
の
活
性
化
な
ど
、
様
々
な

効
果
を
生
み
出
す
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

　

全
国
各
地
の
流
域
に
お
け
る
流
域
水
循
環
計

画
の
更
な
る
策
定
と
内
容
の
充
実
な
ど
質
の
高

い
流
域
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
取
組
を
全
国
的
に
展

開
す
る
た
め
に
は
、
流
域
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
主
体

で
あ
る
地
方
公
共
団
体
等
の
流
域
の
関
係
者
が

取
組
の
目
的
、
効
果
、
課
題
等
を
理
解
、
共
有
し
、

流
域
全
体
の
自
然
条
件
や
社
会
条
件
を
十
分
把

握
し
た
上
で
、
課
題
に
応
じ
た
施
策
を
効
果
的
か

つ
効
率
的
に
実
施
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

こ
の
た
め
、
流
域
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
関
す
る

技
術
的
な
助
言
や
ノ
ウ
ハ
ウ
の
提
供
等
に
よ
る

地
方
公
共
団
体
等
へ
の
支
援
を
充
実
し
ま
す
。

ま
た
、
地
下
水
を
含
む
水
循
環
の
実
態
解
明
に

関
す
る
調
査
研
究
、
流
域
に
お
け
る
水
循
環
の

健
全
性
や
流
域
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
取
組
の
効
果

等
を「
見
え
る
化
」す
る
評
価
指
標
・
評
価
手
法

の
確
立
等
を
推
進
し
ま
す
。
こ
の
際
、
学
識
経

験
者
等
の
協
力
を
仰
ぎ
、
調
査
研
究
を
推
進
し

て
い
き
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
取
組
に
よ
り
、
流
域
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
の
全
国
展
開
と
質
の
向
上
を
図
り
、
流
域
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
に
よ
る
水
循
環
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

手引きや事例集による流域マネジメントの支援

水循環アドバイザー制度の概要

３本柱
その１

流
域
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
よ
る
水
循
環
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン

　
　

～
流
域
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
更
な
る
展
開
と
質
の
向
上
～



14１　水循環について

　

我
が
国
で
は
、
そ
の
国
土
の
地
理
的
、
地
形
的
、

気
象
的
な
特
性
に
よ
り
、
水
災
害
、
地
震
災
害
等

の
数
多
く
の
自
然
災
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。
特

に
、
近
年
、
地
球
温
暖
化
に
伴
う
気
候
変
動
の
影

響
等
に
よ
り
水
災
害
が
頻
発
・
激
甚
化
す
る
と

と
も
に
、
水
災
害
リ
ス
ク
の
増
大
が
懸
念
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
、
大
規
模
自

然
災
害
等
に
対
し
て
人
命
・
財
産
や
重
要
な
水

イ
ン
フ
ラ
の
被
害
を
防
止
又
は
最
小
化
し
、
水
災

害
、
地
震
災
害
等
に
強
く
し
な
や
か
な
国
土
・
地

域
・
経
済
社
会
を
構
築
す
る
こ
と
が
一
層
重
要

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
大
規
模
な
水
災
害
、
地
震
災
害
等

に
備
え
る
べ
く
、
災
害
リ
ス
ク
や
地
域
の
状
況
等

に
応
じ
て
、
政
府
一
体
と
な
っ
て
、
重
要
な
水
イ

ン
フ
ラ
の
ハ
ー
ド
対
策
と
ソ
フ
ト
対
策
を
適
切

に
組
み
合
わ
せ
て
効
果
的
に
防
災
・
減
災
、
国
土

強
靱
化
の
た
め
の
対
策
を
推
進
し
ま
す
。
ま
た
、

現
行
の
用
水
供
給
整
備
水
準
を
超
え
る
危
機
的

な
渇
水
を
想
定
し
、
渇
水
リ
ス
ク
の
評
価
に
関
す

る
調
査
研
究
、「
リ
ス
ク
管
理
型
」の
水
の
安
定
供

給
、
渇
水
へ
の
適
応
策
等
に
取
り
組
み
ま
す
。
さ

ら
に
、
地
域
の
自
然
条
件
や
社
会
条
件
に
応
じ

て
、
広
域
連
携
や
官
民
連
携
も
活
用
し
つ
つ
、
水

イ
ン
フ
ラ
の
戦
略
的
な
維
持
管
理
・
更
新
及
び

耐
震
化
を
推
進
し
ま
す
。
リ
ス
ク
評
価
等
に
当

た
っ
て
は
、
人
工
衛
星
等
に
よ
る
監
視
・
観
測
情

報
や
気
候
変
動
予
測
な
ど
の
科
学
的
知
見
に
基

づ
く
検
討
が
重
要
で
す
。

　

ま
た
、
流
域
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
取
組
を
推
進
す

る
こ
と
に
よ
り
、
洪
水
や
地
球
温
暖
化
の
防
止
に

寄
与
す
る
森
林
、
河
川
、
農
地
、
都
市
等
の
貯
留
・

か
ん
養
機
能
の
持
続
的
な
発
揮
や
持
続
可
能
な

地
下
水
の
保
全
と
利
用
等
を
図
る
た
め
の
取
組

を
総
合
的
に
推
進
し
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
取
組
に
よ
り
、
安
全
・
安
心
な
社
会

の
実
現
を
加
速
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

３本柱
その2

健
全
な
水
循
環
へ
の
取
組
を
通
じ
た
安
全
・
安
心
な
社
会
の
実
現　

　
　

～
気
候
変
動
や
大
規
模
自
然
災
害
等
に
よ
る
リ
ス
ク
へ
の
対
応
～

更生工法による長寿命化（下水道）

令和元年東日本台風による被害（千曲川）水田湛水（福井県大野市）
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令和2年「水の日」ポスター

　

我
が
国
の
国
土
は
、
水
循
環
と
極
め
て
密
接

な
関
係
の
下
に
形
成
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
恩
恵

を
大
い
に
享
受
し
、
長
い
歴
史
を
経
て
、
豊
か
な

社
会
と
独
自
の
文
化
を
作
り
上
げ
て
き
ま
し
た
。

こ
う
し
た
中
、
我
が
国
が
育
ん
で
き
た
健
全
な

水
循
環
を
次
世
代
に
継
承
す
る
た
め
に
は
、
流

域
の
多
様
な
主
体
が
連
携
し
つ
つ
、
子
ど
も
か

ら
大
人
ま
で
幅
広
い
世
代
の
国
民
が
水
と
触
れ

合
う
機
会
を
維
持
及
び
創
出
し
、
水
循
環
に
関

す
る
認
識
、
意
識
を
醸
成
す
る
こ
と
が
重
要
で

す
。
ま
た
、
官
民
一
体
と
な
り
、
我
が
国
の
水
循

環
に
関
す
る
経
験
、
知
見
及
び
、
技
術
を
海
外
に

展
開
す
る
と
と
も
に
、
各
国
政
府
や
国
際
機
関

等
と
の
協
調
や
国
際
協
力
を
通
じ
て
、
水
循
環

の
重
要
性
を
訴
求
し
つ
つ
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
目
標

６（
水
・
衛
生
）「
す
べ
て
の
人
々
の
水
と
衛
生

の
利
用
可
能
性
と
持
続
可
能
な
管
理
を
確
保
す

る
。」や
目
標
13（
気
候
変
動
）「
気
候
変
動
及
び

そ
の
影
響
を
軽
減
す
る
た
め
の
緊
急
対
策
を
講

じ
る
。」等
を
達
成
し
、
ま
た
、
農
村
に
お
け
る
水

管
理
の
改
善
等
を
含
む
世
界
の
水
問
題
の
解
決

に
貢
献
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

　

こ
の
た
め
、
産
学
官
に
住
民
を
加
え
た
産
学
官

民
が
連
携
し
て
、
健
全
な
水
循
環
に
関
す
る
普
及

啓
発
、
広
報
、
教
育
及
び
人
材
育
成
に
戦
略
的
に

取
り
組
む
と
と
も
に
、
国
民
の
間
に
広
く
健
全
な

水
循
環
の
重
要
性
に
つ
い
て
の
理
解
と
関
心
が

深
ま
る
よ
う
に
す
る
た
め
、「
水
の
日
」や「
水
の

週
間
」の
認
知
度
の
向
上
等
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

ま
た
、
水
問
題
に
関
す
る
国
際
会
議
等
に
お
け

る
情
報
発
信
や
意
見
交
換
、
開
発
協
力
、
我
が
国

の
技
術
、
人
材
、
規
格
等
の
活
用
を
通
じ
て
、
国

際
協
調
や
国
際
協
力
を
一
層
加
速
さ
せ
る
と
と

も
に
、
官
民
一
体
と
な
っ
た
水
ビ
ジ
ネ
ス
の
海
外

展
開
を
促
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
我
が
国
が
リ
ー

ダ
シ
ッ
プ
を
発
揮
し
、
世
界
の
水
問
題
の
解
決
及

び
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
達
成
に
貢
献
し
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
取
組
に
よ
り
、
健
全
な
水
循
環
の
維

持
又
は
回
復
に
よ
る
豊
か
な
社
会
を
次
世
代
へ

継
承
し
て
い
き
ま
す
。

３本柱
その3

次
世
代
へ
の
健
全
な
水
循
環
に
よ
る
豊
か
な
社
会
の
継
承

　
　

～
健
全
な
水
循
環
に
関
す
る
普
及
啓
発
、
広
報
及
び
教
育
と
国
際
貢
献
～

利き水体験の様子（ぐんまウォーターフェア） 水と災害ハイレベルパネルの様子



16１　水循環について

流
域
水
循
環
計
画

「流域水循環計画」を策定

流域水循環計画で設定する項目

水循環基本計画では、流域水循環計画において以下の項目
を地域の実情に応じて段階的に設定するとしています。

　①現在及び将来の課題
　②理念や将来目指す姿
　③健全な水循環の維持又は回復に関する目標
　④目標を達成するために実施する施策
　⑤健全な水循環の状態や計画の進捗状況を表す指標

○○○○○○○○○○。

御中

流域水
循環計

画

○○○
○○

○　　
　○

　

水
循
環
基
本
計
画
で
は
、
流
域
単
位
を
基

本
と
し
て
、
目
的
に
応
じ
た
範
囲
に
お
い
て
、

「
流
域
水
循
環
協
議
会
」を
設
置
し
、「
流
域

水
循
環
計
画
」を
策
定
す
る
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。

　

流
域
水
循
環
計
画
に
は
、
①
現
在
及
び
将

来
の
課
題
、
②
理
念
や
将
来
目
指
す
姿
、
③

健
全
な
水
循
環
の
維
持
又
は
回
復
に
関
す
る

目
標
、
④
目
標
を
達
成
す
る
た
め
に
実
施
す

る
施
策
、
⑤
健
全
な
水
循
環
の
状
態
や
計
画

の
進
捗
状
況
を
表
す
指
標
等
を
地
域
の
実
情

に
応
じ
て
段
階
的
に
設
定
し
、
森
林
、
河
川
、

農
地
、
都
市
、
湖
沼
、
沿
岸
域
等
の
水
循
環

に
関
す
る
施
策
に
つ
い
て
は
、
同
計
画
で
示

さ
れ
る
流
域
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
基
本
方
針
の

下
に
有
機
的
な
連
携
が
図
ら
れ
る
よ
う
、
流

域
水
循
環
協
議
会
に
お
い
て
関
係
者
は
相
互

に
協
力
し
、
実
施
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

流
域
水
循
環
計
画
の
策
定

1-5
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水循環基本計画に基づく「流域水循環計画」に該当する計画の策定状況（2020年10月現在）



18１　水循環について

流
域
水
循
環
協
議
会

1-6

流域の関係者による協議会を設置

流域水循環協議会の構成例

水循環基本計画では、地方公共団体、国等は、地域の実情に
応じて、以下のようなメンバー等から構成される流域水循
環協議会の設置を推進するよう努めるものとしています。
　・地方公共団体、国の地方支分部局
　・有識者
　・利害関係者
　　　（上流の森林から下流の沿岸域までの流域において
　　　��利水、水の涵養、水環境に関わる事業者、団体、住民等）

　

水
循
環
基
本
計
画
に
は
、
流
域
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
を
進
め
る
に
当
た
っ
て
は
、
流
域
ご
と

に「
流
域
水
循
環
協
議
会
」を
設
置
し
、『
関

係
者
の
連
携
・
協
力
の
下
、
水
量
、
水
質
、

水
利
用
、
地
下
水
の
状
況
、
環
境
、
文
化
、
水

災
害
の
状
況
等
の
水
循
環
に
関
す
る
様
々
な

情
報
を
共
有
』す
る
と
と
も
に
、
流
域
の
特

性
や
既
存
の
他
の
計
画
等
を
十
分
に
踏
ま
え

つ
つ
、
当
該
流
域
の
流
域
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の

具
体
的
内
容
を
定
め
る「
流
域
水
循
環
計
画
」

を
策
定
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

流
域
水
循
環
協
議
会
は
、
流
域
に
お
い
て

健
全
な
水
循
環
を
維
持
ま
た
は
回
復
さ
せ
る

取
組
を
推
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
体

制
整
備
の
重
要
な
一
環
と
し
て
設
立
し
ま

す
。
流
域
水
循
環
協
議
会
は
、
地
方
公
共
団

体
、
国
の
地
方
支
分
部
局
、
有
識
者
、
利
害

関
係
者
等
の
参
画
主
体
か
ら
構
成
さ
れ
る
こ

と
が
一
般
的
で
す
。

流
域
水
循
環
協
議
会
の
設
置
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流
域
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

1-7

　

こ
れ
ま
で
の
水
に
関
す
る
施
策
は
、
そ
れ

ぞ
れ
個
別
の
目
的
や
目
標
を
持
ち
つ
つ
、
そ

の
目
的
達
成
に
関
し
て
は
一
定
の
効
果
を
発

揮
し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ

を
推
進
す
る
関
係
者
間
で
必
ず
し
も
共
有
が

十
分
で
は
な
い
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
し
た
。
こ

の
よ
う
な
状
況
を
踏
ま
え
、
各
分
野
を
横
断

す
る
施
策
に
つ
い
て
関
係
者
が
連
携
し
て

効
率
的
、
効
果
的
な
実
施
が
図
ら
れ
る
よ
う
、

流
域
の
総
合
的
か
つ
一
体
的
な
管
理
を
軸
と

し
て
施
策
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
と

な
り
ま
す
。

　

水
循
環
基
本
計
画
で
は
、
森
林
、
河
川
、

農
地
、
都
市
、
湖
沼
、
沿
岸
域
等
に
お
い
て
、

人
の
営
み
と
水
量
、
水
質
、
水
と
関
わ
る
自

然
環
境
を
良
好
な
状
態
に
保
つ
、
ま
た
は
改

善
す
る
た
め
水
循
環
に
関
す
る
施
策
を
通
じ
、

流
域
に
お
い
て
関
係
者
が
連
携
し
て
活
動
す

る
こ
と
を「
流
域
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
」と
し
、
こ

れ
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

流
域
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
推
進

2

1

給水車

流域における健全な水循環への取組のイメージ

水辺の活用

水質汚濁

湧水の復活

湧水の枯渇

森林の整備

森林の荒廃

洪水

インフラの健全化

インフラの老朽化

水資源の確保

渇水

治水



20１　水循環について

地
方
公
共
団
体
や
事
業
者
、
団
体
、
住
民
等
が

お
互
い
の
活
動
を
理
解
し
、
共
通
の
認
識
を
持

つ
こ
と
で
地
域
に
一
体
感
が
生
ま
れ
、
施
策
を

推
進
し
や
す
い
環
境
が
形
成
さ
れ
ま
す
。

施
策
の
重
要
性
や
他
の
施
策
と
の
関
係
が
明
ら

か
に
な
り
、
地
域
と
し
て
注
力
し
て
取
り
組
む

べ
き
こ
と
を
効
率
的
に
実
行
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。

地
域
の
取
組
が
注
目
さ
れ
る
こ
と
で
地
域
ブ

ラ
ン
ド
力
が
向
上
、
観
光
客
数
増
加
や
住
民

の
自
発
的
活
動
に
つ
な
が
り
、
地
域
が
活
性

化
し
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

「健全な水循環」の“実現”

流
域
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
効
果

効
果
1

共
通
の
認
識
に
よ
り
地
域
に
一
体
感

が
生
ま
れ
る

地
域
ブ
ラ
ン
ド
力
が

向
上
す
る

効
果
3

資金

例：湧水の復活など

名水で育てたブランド野菜など

効
果
2

資金

例：湧水の復活など

地域にあった解決策

地
域
に
合
っ
た
解
決
策
を
効
率
的
に

実
行
で
き
る

資金

例：湧水の復活など

お互いの活動の理解

1-8

流
域
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
取
り
組
む
こ
と
に
よ
り
、
全
国
各
地
で
様
々
な
効
果
が
生

み
出
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
取
組
に
よ
っ
て
得
ら
れ
る
効
果
を
紹
介
し
ま
す
。
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地
域
の
重
要
な
施
策
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る

こ
と
で
、予
算
の
確
保
が
し
や
す
く
な
っ
た
り
、

助
成
や
寄
付
が
受
け
や
す
く
な
り
ま
す
。

総
合
的
か
つ
一
体
的
な
取
組
に
よ
り
、
地
域

が
抱
え
て
い
た
課
題
や
懸
念
が
解
消
さ
れ
、

安
心
・
安
全
に
つ
な
が
り
ま
す
。

湧水の復活

観光客の増加

1.4 倍

0

500,000

1,000,000

1,500,000

2,000,000

人

1,433,800

1,523,100

2006 2007

1,514,800

2008

1,477,400

2009

1,826,500

2010

1,533,400

2011

1,536,500

2012

1,543,200

2013

1,935,500

2014

2,072,000

2015

2,129,800

2016 年

複数主体の情報共有・施策の理解生態系の保全

ブランド力の向上

住民の自発的な活動

効
果
4

効
果
5

資金

例：湧水の復活など

活動資金の確保 資金

例：湧水の復活など

地域の発展・生活の安定向上

活
動
資
金
の
確
保
に

有
利
と
な
る

地
域
の
発
展
・
生
活
の
安
定

向
上
に
つ
な
が
る

流域における総合的かつ一体的な取組　　地域の課題も効率的に解決



22１　水循環について

総合的かつ一体的な取組
○協議会の開催
○流域水循環計画の策定
○計画の積極的な推進
○定期的な取組状況と
　目標達成状況の評価
○情報の共有と発信
○計画の見直し

※地域によっては、公的機関
　などが協議会の役割を果た
　しているところもあります。

流域水循環協議会

活動への協力 自発的活動
○生態系の保全 ○森林や河川の保全
　（清掃活動など） 　（間伐や清掃活動など）
○地下水保全活動 ○地域活動への協賛
○財政的協力 ○地下水の保全と利用
　（地下水保全への協力金等） 

 

事業者

調査・研究 学術的活動
○水循環のメカニズム等の ○学会・協会等への論文発表
　調査・研究 ○施策や取組へのアドバイス
○河川等の調査、データ収集 ○講演会 

有識者

施策への協力 意見・提案
○施策への参画 ○アンケート　など
　（地下水位、水温計測など） ○パブリックコメント　など
○学習会等への参加
 自発的活動
活動への参加 ○河川の清掃活動
○イベント、学習会への参加 ○シンポジウム等の開催
○ボランティアへの参加 ○節水

住民・団体

施策の実施・促進 普及啓発、教育
○水害、土砂災害、渇水への対応 ○教育（環境学習等）
　（ダムの運用など） ○イベント
○水インフラの整備・更新 ○情報発信（パンフレットなど）
　（上下水道など） 　
○条例等の制定

総合調整 
○各種施策の企画立案 
○広域調整 

モニタリング
○各種観測
○データ蓄積・分析

公的機関
国・県・市町村

連携

連携

連携

連携

連携・協働

連携・協働

連
携
・
協
働

連
携
・
協
働

体験学習会への参加 市民による水源林保全活動

河川の調査 シンポジウムでの講演

流
域
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
取
組
イ
メ
ー
ジ

流
域
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
で
は
、
流
域
に
関
わ
る
多
様
な
主
体
が
連
携
し
、

総
合
的
か
つ
一
体
的
な
取
組
を
行
う
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
は
、
多
様
な
主
体
の
連
携
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

1-9
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総合的かつ一体的な取組
○協議会の開催
○流域水循環計画の策定
○計画の積極的な推進
○定期的な取組状況と
　目標達成状況の評価
○情報の共有と発信
○計画の見直し

※地域によっては、公的機関
　などが協議会の役割を果た
　しているところもあります。

流域水循環協議会

活動への協力 自発的活動
○生態系の保全 ○森林や河川の保全
　（清掃活動など） 　（間伐や清掃活動など）
○地下水保全活動 ○地域活動への協賛
○財政的協力 ○地下水の保全と利用
　（地下水保全への協力金等） 

 

事業者

調査・研究 学術的活動
○水循環のメカニズム等の ○学会・協会等への論文発表
　調査・研究 ○施策や取組へのアドバイス
○河川等の調査、データ収集 ○講演会 

有識者

施策への協力 意見・提案
○施策への参画 ○アンケート　など
　（地下水位、水温計測など） ○パブリックコメント　など
○学習会等への参加
 自発的活動
活動への参加 ○河川の清掃活動
○イベント、学習会への参加 ○シンポジウム等の開催
○ボランティアへの参加 ○節水

住民・団体

施策の実施・促進 普及啓発、教育
○水害、土砂災害、渇水への対応 ○教育（環境学習等）
　（ダムの運用など） ○イベント
○水インフラの整備・更新 ○情報発信（パンフレットなど）
　（上下水道など） 　
○条例等の制定

総合調整 
○各種施策の企画立案 
○広域調整 

モニタリング
○各種観測
○データ蓄積・分析

公的機関
国・県・市町村

連携

連携

連携

連携

連携・協働

連携・協働

連
携
・
協
働

連
携
・
協
働

協議会の開催

教育（環境学習）

地下水保全の取組 イベントへの協力

広域調整



24１　水循環について

○�モニタリングによって地域の水に関するデー
タを継続して取得し、分析することによって
「水循環」を知る
○�有識者も加わった科学的アプローチが重要
○	「見える化」された研究成果は、具体的施策に
つながる

継続する
方法を考える 地

域
の「
水
循
環
」を

知
る

「
目
指
す
姿
」を
共
有
す
る

○�

水
循
環
施
策
の
プ
ラ
イ
オ
リ
テ
ィ
を
上
げ
る

○�

補
助
金
・
交
付
金
な
ど
、
活
用
で
き
る
制
度
を
チ
ェ
ッ
ク

○�地域ならではの「水循環」を描く
○�先人の努力を知り、地域の物語
を知る

○�水の恵みとともに、将来の水の
リスクも考慮する

多様な主体
が連携する

○�まず行政における連携を
○�トップと住民が参画する仕組みが重要
○�適切な役割分担は、自覚と責任を生み出す

流
域
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
取
り
組
む
ポ
イ
ン
ト

1-10
ポイント

1

ポイント

2

ポイント

3

ポイント

4
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○�地域を誇りに思える活動を
○�SNSなどで魅力ある発信を
○�発想を変えてみる

○�まず「できる」と思うこと
○�自分の目で見る、やってみる
○�将来は、世界に紹介するくらいの意気込みを

熱い思いで
のぞむ

学び・行動する
○�小さい頃の水辺の体験は一生もの
○�学校教育は、やがて地域共通の認識に育つ
○�水について考える場をつくる

新
た
な
価
値
を
つ
く
る

○	水のイメージは、地域の
価値を引き上げる

○�新たな価値のヒントは、
他分野にもある

○�水に関する貢献は、自ら
を輝かせる

普
及
啓
発
・ 

広
報
に
努
め
る

ポイント

5

ポイント

7

ポイント

6
ポイント

8



262　多様な主体による連携体制の事例紹介

多
様
な
主
体
に
よ
る

連
携
体
制
の
事
例
紹
介

2



27

2



282　多様な主体による連携体制の事例紹介

健全化会議で恵みの沼を取り戻す
流域にかかわる人々の知恵を集積

p.29印旛沼流域　千葉県　
1
Case

水・みどり・生きものの豊かな里川のまちづくり
PDCAサイクルで重点施策の進捗管理

p.34

2
岡崎市　愛知県　Case

郷土の湧水文化を再生する
地域一丸となった地下水保全活動

p.38

3
大野市　福井県　Case

マザーレイクフォーラムがつなげる琵琶湖の仲間
びわ活で地域を活性化

p.42

4
琵琶湖流域　滋賀県　Case

部局横断と地域連携で水循環を再生する
治水・利水・環境・土地利用の水行政を一元化

p.48

5
奈良県　鹿児島県　Case

“OUR（あわ）の水”を未来へ紡ぐ
県民総ぐるみで流域水管理を推進

p.52

6
徳島県Case

子どもたちの笑顔を育む仁淀川
住民・企業・行政で清流を再生

p.56

7
仁淀川流域　高知県　Case

世界に誇る地下水を未来に伝える
市民・事業者・行政協働による地下水保全対策

p.60

8
熊本地域11市町村　熊本県　Case

健全化会議で恵みの沼を取り戻す
流域にかかわる人々の知恵を集積

p.29印旛沼流域　千葉県　
1
Case

水・みどり・生きものの豊かな里川のまちづくり
PDCAサイクルで重点施策の進捗管理

p.34

2
岡崎市　愛知県　Case

郷土の湧水文化を再生する
地域一丸となった地下水保全活動

p.38

3
大野市　福井県　Case
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びわ活で地域を活性化

p.42

4
琵琶湖流域　滋賀県　Case

部局横断と地域連携で水循環を再生する
治水・利水・環境・土地利用の水行政を一元化

p.48

5
奈良県　鹿児島県　Case

“OUR（あわ）の水”を未来へ紡ぐ
県民総ぐるみで流域水管理を推進

p.52

6
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子どもたちの笑顔を育む仁淀川
住民・企業・行政で清流を再生

p.56

7
仁淀川流域　高知県　Case

世界に誇る地下水を未来に伝える
市民・事業者・行政協働による地下水保全対策

p.60

8
熊本地域11市町村　熊本県　Case

健全化会議で恵みの沼を取り戻す
流域にかかわる人々の知恵を集積

p.29印旛沼流域　千葉県　
1
Case

水・みどり・生きものの豊かな里川のまちづくり
PDCAサイクルで重点施策の進捗管理

p.34

2
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郷土の湧水文化を再生する
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県民総ぐるみで流域水管理を推進

p.52

6
徳島県Case

子どもたちの笑顔を育む仁淀川
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びわ活で地域を活性化

p.42

4
琵琶湖流域　滋賀県　Case
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5
奈良県　鹿児島県　Case

“OUR（あわ）の水”を未来へ紡ぐ
県民総ぐるみで流域水管理を推進

p.52

6
徳島県Case

子どもたちの笑顔を育む仁淀川
住民・企業・行政で清流を再生

p.56

7
仁淀川流域　高知県　Case

世界に誇る地下水を未来に伝える
市民・事業者・行政協働による地下水保全対策

p.60

8
熊本地域11市町村　熊本県　Case
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1
case

印旛沼流域（千葉県）

健全化会議で恵みの沼を取り戻す
流域にかかわる人々の知恵を集積

雲の映りこむ印旛沼

印
旛
沼
は
、「
恵
み
の
沼
」と
し
て
、地
域
の
人
々
が

畏
敬
の
念
を
持
っ
て
接
し
、印
旛
沼
文
化
と
い
う
独
特

の
生
活
文
化
を
形
成
し
て
き
ま
し
た
。
県
民
を
は
じ

め
印
旛
沼
に
関
わ
る
全
て
の
人
た
ち
の
心
の
拠
り
所

で
あ
り
、財
産
で
あ
り
、命
の
水
の
源
で
も
あ
り
ま
す
。

一
方
、
今
日
の
印
旛
沼
は
、
近
年
の
急
激
な
都
市

化
に
よ
る
生
活
環
境
の
変
化
や
社
会
経
済
活
動
等

の
影
響
に
よ
り
、
水
質
が
悪
化
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

印
旛
沼
の
水
源
を
か
ん
養
す
る
流
域
の
台
地
、
里

山
、
谷
津
の
環
境
が
変
容
し
、
多
く
の
在
来
動
植

物
が
消
滅
す
る
な
ど
生
態
系
が
悪
化
す
る
と
と
も

に
、
土
地
利
用
の
変
化
は
洪
水
流
量
の
増
加
を
招

き
、
浸
水
等
の
水
害
も
発
生
し
て
い
ま
す
。

「
印
旛
沼
流
域
水
循
環
健
全
化
計
画
」は
印
旛
沼

の
水
質
を
浄
化
し
、
健
全
な
生
態
系
を
保
全
・
再

生
す
る
と
と
も
に
、
水
害
の
軽
減
を
図
る
こ
と
に
よ

り
、
印
旛
沼
と
共
生
す
る
こ
と
を
目
標
と
す
る
も
の

で
す
。
水
清
く
、
自
然
の
恵
み
に
あ
ふ
れ
、
穏
や
か

で
豊
か
な
印
旛
沼
・
流
域
を
再
生
す
る
こ
と
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

【課　題】� 総合的取組
【主　体】� 千葉県・流域市町など
【連絡先】� 千葉県��県土整備部
　　　　　�河川環境課

Profile

千葉県

茨城県

東京都 印旛沼流域印旛沼流域
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地
域
の
特
徴
と
計
画
の
策
定
経
緯

印
旛
沼
は
、
千
葉
県
の
北
西
部
に
位
置

し
、
北
印
旛
沼
と
西
印
旛
沼
に
分
か
れ
て

い
ま
す
。
流
域
面
積
は
千
葉
県
の
面
積
の

約
10
%
に
相
当
し
、
流
域
人
口
は
約
76
万

人
で
、
千
葉
県
総
人
口
の
約
12
%
を
占
め

て
い
ま
す
。

印
旛
沼
流
域
で
は
、
か
つ
て
は
台
地
に

枝
状
に
入
り
組
ん
だ
地
形
で
あ
る
谷
津
の

効
果
で
斜
面
か
ら
の
豊
富
な
湧
水
が
湧
出

し
、
豊
か
な
自
然
環
境
が
多
く
の
生
物
を

育
ん
で
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
現
在
で
は

か
つ
て
の
湧
水
量
や
生
物
多
様
性
が
失
わ

れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

千
葉
県
で
は
、
印
旛
沼
の
水
質
の
改
善
、

流
域
の
自
然
環
境
の
再
生
、
水
害
被
害
の

軽
減
を
目
的
に
、
2
0
0
1
年
に
、
印
旛

沼
の
関
係
者
に
よ
り
構
成
さ
れ
る「
印
旛

沼
流
域
水
循
環
健
全
化
会
議
」を
立
ち
上

げ
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
や
取
組
の
検
討
を
始

め
ま
し
た
。
そ
し
て
、
2
0
0
4
年
に
は

「
印
旛
沼
流
域
水
循
環
健
全
化
緊
急
行
動

計
画
」が
策
定
さ
れ
ま
し
た
。

緊
急
行
動
計
画
の
策
定
以
降
、
流
域
各

地
で
多
く
の
取
組
が
行
わ
れ
て
き
ま
し
た

が
、
2
0
0
7
年
度
の
印
旛
沼
の
水
質
は

全
国
湖
沼
水
質
ワ
ー
ス
ト
で
あ
り
、
改
善

に
は
至
っ
て
い
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
緊
急
行

動
計
画
に
よ
っ
て
得
ら
れ
た
成
果
を
基
に

新
た
な
取
組
を
追
加
し
、
2
0
3
0
年
度

を
目
標
年
次
と
す
る「
印
旛
沼
流
域
水
循

環
健
全
化
計
画
」が
策
定
さ
れ
ま
し
た
。

印
旛
沼
流
域
水
循
環
健
全
化
計
画

印
旛
沼
流
域
に
と
っ
て「
健
全
な
水
循

環
」と
は
、
か
つ
て
の
よ
う
な
豊
富
な
わ
き

水
が
湧
き
、
流
域
や
沼
に
す
む
在
来
の
生

き
物
が
豊
か
で
、
水
に
親
し
む
こ
と
が
で

き
る
と
と
も
に
、流
域
で
生
活
を
営
む
人
々

が
生
き
生
き
と
暮
ら
し
、
印
旛
沼
・
水
の

恵
み
を
享
受
で
き
る
状
態
を
示
し
ま
す
。

「
印
旛
沼
流
域
水
循
環
健
全
化
計
画
」は

「
水
循
環
」を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
、
印
旛

沼
に
関
わ
る
全
て
の
関
係
者
が
、
様
々
な

取
組
を
協
働
し
て
行
う
た
め
の
計
画
で
す
。

計
画
の
目
標
達
成
に
よ
っ
て
印
旛
沼
の
水

質
改
善
、
自
然
環
境
の
保
全
・
再
生
と
と

も
に
、地
域
の
活
性
化
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

本
計
画
の
特
徴
と
し
て
は
、
緊
急
行
動

計
画
を
ベ
ー
ス
に
モ
デ
ル
地
域
を
選
定
し
、

取
組
に
よ
る
効
果
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と

で
新
た
な
取
組
を
生
み
出
し
て
い
る
こ
と

や
、
水
循
環
健
全
化
の
取
組
・
計
画
に
関

し
て
住
民
と
行
政
と
で
意
見
交
換
を
行
い
、

出
て
き
た
意
見
を
計
画
に
反
映
し
て
い
る

事
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
特
に
、
住
民
と
行

政
の
意
見
交
換
の
場
と
し
て
開
催
さ
れ
た

「
印
旛
沼
わ
い
わ
い
会
議
」で
出
さ
れ
た
約

5
0
0
も
の
意
見
が
、
本
計
画
に
取
り
入

れ
ら
れ
て
い
ま
す
。

９つの推進テーマ及び強化対策と支援の仕組

土
地
利
用
と
水
循
環
の
変
化

1970年
代
前
半

水
質
悪
化
・
谷
津
・
里
山
の
環
境
悪
化
・
生
態
系
の

悪
化

1970年
代
後
半

こ
れ
ま
で
の
取
組

2020 2010 2000 1980 1970

人
と
水
の
関
わ
り
の
希
薄
化

「
第
２
期
行
動
計
画
」策
定

2017.3

印
旛
沼
開
発
事
業　

竣
工

1960年
代
後
半

「
印
旛
沼
流
域
水
循
環
健
全
化
会
議
」立
ち
上
げ

2001

「
印
旛
沼
流
域
水
循
環
健
全
化
緊
急
行
動

計
画
」策
定

2004.2

「
印
旛
沼
流
域
水
循
環
健
全
化
計
画
」・�

「
第
１
期
行
動
計
画（
案
）」策
定

2010.1

34
の
対
策
群

取
組
を
流
域
全
体
へ

み
た
め
し
行
動
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印
旛
沼
流
域
水
循
環
健
全
化

会
議
を
要
に
活
動
を
展
開

「鍵」
その1印

旛
沼
は
、1
9
8
8
年
度
か
ら
国

に
よ
っ
て
利
根
川
・
印
旛
沼
総
合
開
発

事
業
の
実
施
計
画
調
査
が
行
わ
れ
て
き

ま
し
た
が
、
国
の
事
業
の
見
直
し
に
よ
り
、

2
0
0
0
年
に
、
利
水
を
伴
っ
た
総
合
開

発
と
し
て
の
事
業
の
中
止
が
決
定
さ
れ
ま

し
た
。

し
か
し
、
県
で
は
、
今
後
と
も
印
旛
沼
の

水
質
浄
化
、
治
水
対
策
は
急
務
で
あ
る
と

の
考
え
に
よ
り
、
中
・
長
期
的
観
点
か
ら

流
域
の
健
全
な
水
循
環
を
考
慮
し
た
印
旛

沼
の
水
環
境
改
善
策
、
治
水
対
策
を
検
討

す
る
た
め
、
2
0
0
1
年
に
印
旛
沼
流
域

水
循
環
健
全
化
会
議
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

2
0
0
4
年
に「
緊
急
行
動
計
画
」が
策

定
さ
れ
て
以
降
、
様
々
な
取
組
が
展
開
さ

れ
て
き
ま
し
た
が
、
こ
れ
ま
で
の
最
大
の

問
題
点
は
、
健
全
化
の
取
組
の
意
義
と
内

容
が
、
流
域
住
民
の
方
々
や
市
町
、
そ
し
て

県
の
行
政
部
局
で
も
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て

い
な
い
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
そ
こ
で
、
こ

れ
ま
で
の
取
組
の
レ
ビ
ュ
ー
と
新
た
な
社

会
的
課
題
を
踏
ま
え
て
策
定
さ
れ
た「
第

2
期
行
動
計
画
」の
中
で
、「
人
を
つ
な
ぎ
、

地
域
を
つ
な
ぎ
、
未
来
を
つ
な
ぎ
～
水
循

環
健
全
化
の
環
を
広
げ
、
印
旛
沼
流
域
創

生
の
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
に
つ
な
げ
る
」と
い
う

基
本
的
理
念
が
掲
げ
ら
れ
ま
し
た
。
様
々

な
取
組
に
対
し
て「
共
感
を
広
げ
、
多
様
な

主
体
と
の
連
携
・
協
働
を
推
進
す
る
」こ
と

を
共
通
の
努
力
目
標
と
し
て
い
ま
す
。

印
旛
沼
ル
ー
ル
で
水
循
環
の

心
構
え
を
地
域
に
浸
透

「鍵」
その2

　

「
印
旛
沼
流
域
に
お
け
る
雨
水
浸
透
施

設
及
び
雨
水
貯
留
施
設
の
設
置
を
推
進

す
る
た
め
の
ル
ー
ル
」（
通
称
:
印
旛
沼

ル
ー
ル
）は
、
印
旛
沼
流
域
に
お
け
る
雨

水
浸
透
施
設
・
雨
水
貯
留
施
設
の
設
置

を
推
進
す
る
た
め
に
、
す
べ
て
の
関
係
者

の
心
構
え
を
示
し
た
ル
ー
ル
で
す
。
印

旛
沼
流
域
は
都
市
化
が
進
み
、
地
面
が

コ
ン
ク
リ
ー
ト
や
ア
ス
フ
ァ
ル
ト
に
覆

わ
れ
、
雨
水
が
地
下
に
浸
み
込
み
に
く
く

な
っ
て
お
り
、
道
路
冠
水
等
の
水
害
の
危

険
性
が
高
ま
っ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
雨

水
を
地
下
に
浸
透
さ
せ
る「
雨
水
浸
透

ま
す
」や
雨
水
を
一
時
的
に
貯
め
る「
雨

水
貯
留
タ
ン
ク
」の
設
置
を
推
奨
し
て

い
ま
す
。（
2
0
1
9
年
度
末
時
点
の
印

旛
沼
流
域
の
雨
水
浸
透
施
設
設
置
数
は

1
4
5
0
1
1
基
）

千
葉
市
、
船
橋
市
、
佐
倉
市
、
成
田
市
、

酒
々
井
町
で
は
、「
雨
水
浸
透
ま
す
」や

「
雨
水
貯
留
タ
ン
ク
」を
設
置
す
る
際
、
一

定
の
基
準
を
満
た
し
た
場
合
に
、
設
置
費

用
の
一
部
を
市
町
が
助
成
す
る
補
助
制

度
が
あ
り
ま
す
。

流域マネジメント、ここが「鍵」

印旛沼流域水循環健全化会議の運営体制と取組例

印旛沼ルール普及のパンフレット
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産
官
学
民
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

﹁
ナ
ガ
エ
ツ
ル
ノ
ゲ
イ
ト
ウ

協
働
駆
除
作
戦
﹂

﹁
印
旛
沼
流
域
環
境
・
体
験
フ
ェ
ア
﹂

「鍵」
その3ナ

ガ
エ
ツ
ル
ノ
ゲ
イ
ト
ウ
は
、
南
米
原

産
の
水
草
で
特
定
外
来
生
物
に
指
定
さ
れ

て
い
ま
す
。
繁
殖
力
が
強
く
、
生
態
系
を
脅

か
す
だ
け
で
な
く
、
施
設
の
排
水
運
転
が

困
難
に
な
り
、
洪
水
対
策
に
悪
影
響
を
及

ぼ
す
恐
れ
も
あ
る
な
ど
、
私
た
ち
の
暮
ら

し
の
安
全
に
も
深
刻
な
影
響
を
与
え
ま
す
。

現
在
の
印
旛
沼
は
、
多
く
の
在
来
動
植

物
が
減
少
し
て
い
る
一
方
、
外
来
種
が
多

く
侵
入
し
、
特
に
ナ
ガ
エ
ツ
ル
ノ
ゲ
イ
ト

ウ
は
、
印
旛
沼
周
辺
に
広
く
生
育
し
、
在

来
の
生
物
に
影
響
を
与
え
、
時
に
は
排
水

機
場
の
運
転
を
妨
げ
て
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
新
川
を
通
じ
て
印
旛
沼
に

流
れ
込
む
桑
納
川
と
神
崎
川
で
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
国
際
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
学
生
協
会
等
と

連
携
し
、
ナ
ガ
エ
ツ
ル
ノ
ゲ
イ
ト
ウ
の
駆

除
作
戦
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
水
・
食
・
観
光
な
ど
の
幅
広

い
視
点
か
ら
印
旛
沼
と
そ
の
流
域
の
多

彩
な
魅
力
を
発
信
す
る
イ
ベ
ン
ト
と
し

て
、
２
０
０
５
年
か
ら「
印
旛
沼
流
域
環

境
・
体
験
フ
ェ
ア
」が
実
施
さ
れ
て
い
ま

す
。（
２
０
０
９
年
ま
で
は「
環
境
フ
ェ
ア
」

の
名
称
で
開
催
）

企
画
の
一
部
を
地
域
住
民
の
有
志
団
体

が
担
い
、
ブ
ー
ス
出
展
に
は
企
業
・
行
政

機
関
・
大
学
・
市
民
団
体
等
が
多
数
参
加

し
、
流
域
圏
の
人
々
と
印
旛
沼
と
の
つ
な

が
り
を
強
め
る
き
っ
か
け
と
な
っ
て
い
ま

す
。（
２
０
１
９
年
は
大
雨
に
よ
り
環
境
・

体
験
フ
ェ
ア
が
、
２
０
２
０
年
は
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め
駆

除
作
戦
及
び
環
境
・
体
験
フ
ェ
ア
が
中
止

と
な
り
ま
し
た
。）

会場の様子 Ｅボート体験 流域市町キャラクター撮影会

印旛沼流域環境・体験フェアの様子

2019年度のナガエツルノゲイトウ協働駆除作戦の様子

流域マネジメント、ここが「鍵」

川を塞ぐ巨大群落 土嚢に積込み・集積した様子

陸揚げ作業の様子水中での駆除の様子
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関
係
機
関
と
連
携
し
た
治
水
対
策

﹁
印
旛
沼
の
予
備
排
水
﹂

「鍵」
その4印

旛
沼
で
は
、
治
水
対
策
を
は
じ
め
と

し
、
農
業
用
水
、
工
業
用
水
、
水
道
用
水

が
安
定
的
に
取
水
で
き
る
よ
う
、
時
期
に

よ
り
適
切
な
水
位
を
設
定
し
、
水
門
や
機

場
を
操
作
し
た
水
位
管
理
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。

2
0
1
3
年
の
台
風
26
号
に
よ
る
被
害

を
契
機
に
、
洪
水
対
策
と
し
て
、
大
雨
の

前
に
あ
ら
か
じ
め
水
位
を
低
下
さ
せ
、
利

水
容
量
の
一
部
を
治
水
容
量
に
振
り
替
え

る
予
備
排
水
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
利
水
者
、
河
川
管
理
者
、
関

係
市
町
等
で
構
成
す
る「
印
旛
沼
に
係
る

浸
水
被
害
軽
減
に
向
け
た
調
整
会
議
」に

お
い
て
、
予
備
排
水
の
効
果
的
な
運
用
方

法
に
つ
い
て
関
係
機
関
が
連
携
し
、調
整
・

検
証
を
行
い
、
決
定
し
た
も
の
で
す
。

現
在
は
、
流
域
の
予
測
総
雨
量
が

1
0
0
ミ
リ
を
超
え
る
場
合
に
予
備
排
水

を
開
始
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

目
標
と
達
成
状
況

印
旛
沼
流
域
水
循
環
健
全
化
計
画
で
は
、

5
つ
の
目
標
が
掲
げ
ら
れ
、
こ
の
達
成
状

況
を
評
価
す
る
た
め
の
9
つ
の
目
標
評
価

指
標
と
目
標
値
が
設
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

5
つ
の
目
標

1�

「
良
質
な
飲
み
水
の
源
」

2�

「
遊
び
、
泳
げ
る
」

3�

「
ふ
る
さ
と
の
生
き
物
は
ぐ
く
む
」

4�

「
水
害
に
強
い
」

5�

「
人
が
集
い
、
人
と
共
生
す
る
」

活動の�
効　果

印旛沼縦断概要図

第10回調整会議の様子

9
つ
の
評
価
指
標
と

達
成
状
況（
2
0
1
9
年
度
末
時
点
）

①��

水
質（
C
O
D
、ク
ロ
ロ
フ
ィ
ル
a
）

…
目
標
値
よ
り
高
い
値
が
多
く
見

ら
れ
る
。

②��

ア
オ
コ
…
発
生
は
確
認
さ
れ
た
が
、

回
数
は
減
少
傾
向
。

③��

清
澄
性
…
観
測
回
に
よ
り
変
動
は

あ
る
が
、
改
善
傾
向
。

④��

に
お
い
…
過
年
度
と
同
程
度
あ
る

い
は
減
少
傾
向
。

⑤��

水
道
に
適
し
た
水
質（
2
‐
M
I
B
、

ト
リ
ハ
ロ
メ
タ
ン
生
成
能
）
…
悪
化

は
見
ら
れ
ず
過
年
度
と
同
等
の
状
況
。

⑥��

利
用
者
数
…
佐
倉
ふ
る
さ
と
広
場

を
始
め
印
旛
沼
・
流
域
を
訪
れ

る
人
は
増
加
傾
向
。（
花
火
大
会
、

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
・
コ
ス
モ
ス
祭
り
、

サ
イ
ク
リ
ン
グ
、
環
境
・
体
験
フ
ェ

ア
、
清
掃
活
動
等
）

⑥��

湧
水
…
観
測
点（
加
賀
清
水
湧
水
）

で
枯
渇
は
な
し
。

⑧��

生
き
物
…
特
定
外
来
生
物
の
繁
茂

が
確
認
さ
れ
、
排
水
へ
の
支
障
も

懸
念
。

⑨��

水
害
…
流
域
河
川
の
河
道
整
備
や

印
旛
沼
の
計
画
堤
防
高
さ
の
維
持
、

予
備
排
水
を
行
う
な
ど
、
治
水
安

全
度
を
向
上
さ
せ
る
取
組
を
推
進
。
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2
case

岡崎市（愛知県）

水・みどり・生きものの豊かな里川のまちづくり
PDCAサイクルで重点施策の進捗管理

「水とみどりの森の駅」～くらがり渓谷～

　

愛
知
県
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
し
県
内
有
数
の

中
核
市
で
あ
る
岡
崎
市
で
は
、
矢
作
川
、
乙
川
の

清
流
が
、魅
力
あ
る
景
観
を
醸
し
出
し
て
い
ま
す
。

　

乙
川
の
上
流
の
旧
額
田
町
で
は
古
く
か
ら

林
業
が
盛
ん
で
、
下
流
の
旧
岡
崎
市
は
文
化
・

経
済
の
中
心
地
と
し
て
栄
え
て
き
ま
し
た
。

２
０
０
６
年
に
そ
の
２
市
町
が
合
併
し
た
こ
と

を
契
機
に
、
２
０
０
８
年
に「
岡
崎
市
水
環
境
創

造
プ
ラ
ン
」が
策
定
さ
れ
、
将
来
に
向
け
た
水
環

境
を
創
造
す
る
取
組
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　
「
岡
崎
市
水
環
境
創
造
プ
ラ
ン
」は
、
環
境
、
治

水
、
利
水
の
面
か
ら
岡
崎
市
の
水
環
境
を
総
合

的
に
見
て
、
行
政
、
市
民
、
学
識
経
験
者
な
ど
で

意
見
を
出
し
合
い
、
将
来
の
望
ま
し
い
水
環
境

の
あ
り
方
を
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
と
し
て
取
り
ま

と
め
た
も
の
で
す
。
ま
た
、
そ
れ
ら
を
実
現
す
る

た
め
の
具
体
的
な
行
動
を
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン

と
し
て
ま
と
め
、
目
標
年
次
を
定
め
て
進
捗
管

理
を
行
っ
て
い
ま
す
。

【課　題】� 総合的取組
【主　体】� 岡崎市
【連絡先】� 岡崎市�環境部�環境政策課

愛知県

岐阜県

静岡県

Profile

岡崎市
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計
画
の
策
定
経
緯

乙
川
の
下
流
域
に
位
置
す
る
旧
岡
崎
市

は
、
西
三
河
地
方
の
拠
点
都
市
と
し
て
発

展
し
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
高
度
経
済

成
長
期
の
都
市
へ
の
人
口
や
産
業
の
集
中

に
よ
っ
て
、
川
や
た
め
池
の
水
が
汚
れ
た

り
、
川
の
流
量
が
減
っ
た
り
、
水
辺
に
親

し
み
に
く
く
な
っ
た
り
し
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
乙
川
の
上
流
に
位
置
す
る
旧
額

田
町
は
、
豊
か
な
水
と
緑
を
も
ち
、
こ
れ
ら

に
基
づ
く
林
業
や
農
業
が
盛
ん
で
し
た
が
、

働
き
手
の
減
少
や
高
齢
化
で
山
林
の
手
入

れ
が
間
に
合
わ
な
く
な
っ
た
り
、
農
業
が

営
ま
れ
な
い
田
畑
が
増
え
た
り
し
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
下
、
２
０
０
６
年

１
月
１
日
に
旧
岡
崎
市
と
旧
額
田
町
が
合

併
し
、
乙
川
の
上
流
域
と
下
流
域
が
す
べ

て
岡
崎
市
に
含
ま
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。
こ
れ
を
機
に
、
行
政
、
市
民
、
学
識
経

験
者
な
ど
で
意
見
を
出
し
合
い
、
環
境
、
治

水
、
利
水
等
、
岡
崎
市
の
水
環
境
を
総
合
的

に
見
て
、
将
来
の
望
ま
し
い
水
環
境
の
あ

り
方
と
、
そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
の
取
組

を
ま
と
め
た
の
が「
岡
崎
市
水
環
境
創
造
プ

ラ
ン
」（
以
下
、「
プ
ラ
ン
」と
い
う
）で
す
。

プ
ラ
ン
は
、
岡
崎
市
全
域
を
対
象
と
し
、

身
の
回
り
の
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
の
う
ち

「
水
」に
関
係
の
あ
る
こ
と
全
て
を
含
み
ま

す
。
ま
た
、
横
断
的
な
連
携
の
下
、
将
来

の
岡
崎
市
の
水
環
境
の
あ
り
方
に
つ
い
て
、

上
流
域
の
山
林
荒
廃
や
耕
作
放
棄
地
の
増
加
な
ど

下
流
域
の
都
市
へ
の
人
口
や
産
業
の
集
中
に
よ
る
水

質
汚
濁
な
ど

次
期
プ
ラ
ン
改
定
へ
着
手

こ
れ
ま
で
の
取
組

2020 2010 2000

流
域
水
循
環
計
画
に
認
定

2017.1

岡
崎
水
を
守
り
育
む
条
例
制
定

岡
崎
市
水
環
境
創
造
プ
ラ
ン
策
定

2008.3

岡
崎
市
水
環
境
創
造
プ
ラ
ン
検
討
開
始

2006.4

水
循
環
検
討
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
発
足

2011.10

岡
崎
市
水
循
環
推
進
協
議
会
発
足

2008.8

緑
の
ダ
ム
部
会
を
設
立

2015.6

旧
岡
崎
市
と
旧
額
田
町
の
合
併

2006.1

共
通
の
姿
を
描
い
て
い
ま
す
。

多
様
な
主
体
で
進
め
る
体
制
づ
く
り

岡
崎
市
で
は
、
プ
ラ
ン
策
定
の
た
め
に

「
検
討
委
員
会
」、「
行
政
部
会
」、「
乙
川
部

会
」、「
市
民
懇
談
会
」を
設
置
し
て
検
討

を
進
め
ま
し
た
。
プ
ラ
ン
策
定
後
は
進
捗

管
理
を
行
う
主
体
と
し
て
、
学
識
経
験
者
、

関
係
団
体
、
公
募
市
民
な
ど
で
構
成
さ
れ

る「
岡
崎
市
水
循
環
推
進
協
議
会
」を
設
立

し
ま
し
た
。

基
本
方
針

プ
ラ
ン
の
基
本
方
針
は
、「
水
量
」、「
水

質
」、「
災
害（
洪
水
・
渇
水
）」、「
水
辺
環

境
」、「
水
と
の
関
わ
り
」の
項
目
別
に
設

定
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
項
目

は
独
立
し
て
い
る
も
の
で
は
な
く
、
互
い

に
密
接
に
関
連
し
て
い
ま
す
。
岡
崎
の
水

環
境
を
良
く
し
て
い
く
た
め
に
は
、
全
て

の
基
本
方
針
に
沿
っ
て
総
合
的
に
取
組
を

進
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

P
D
C
A
サ
イ
ク
ル
の
実
現
を
目
指
し
て

重
点
施
策
毎
に
実
施
状
況
や
課
題
を
確

認
し
、
年
次
報
告
書
を
作
成
し
て
翌
年
の

活
動
に
活
か
し
て
い
ま
す
。

年次報告書の表紙

基本方針の関連イメージ 水環境創造プランの概要



362　多様な主体による連携体制の事例紹介

決
意
を
形
に
！

岡
崎
市
水
を
守
り
育
む
条
例

「鍵」
その1岡

崎
市
で
は
、
プ
ラ
ン
を
よ
り
強
固
に

推
進
す
る
た
め
、
プ
ラ
ン
の
制
定
と
併
せ

て「
岡
崎
市
水
を
守
り
育
む
条
例
」を
定
め

ま
し
た
。

こ
の
条
例
は
、「
健
全
な
水
循
環
を
確

保
し
、
創
造
す
る
た
め
に
、
水
に
関
す
る

基
本
理
念
を
定
め
、
市
、
市
民
、
事
業
者

の
責
務
を
明
ら
か
に
す
る
と
と
も
に
、
水

循
環
総
合
計
画
の
策
定
等
に
つ
い
て
必
要

な
事
項
を
定
め
る
こ
と
に
よ
り
、
水
施
策

の
総
合
的
な
推
進
を
図
り
、
現
在
及
び
将

来
の
市
民
の
健
康
で
快
適
な
生
活
を
確
保

す
る
こ
と
」を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

こ
の
条
例
に
則
っ
て
、
岡
崎
市
長
は
健

全
な
水
循
環
に
関
す
る
総
合
的
な
計
画

（
プ
ラ
ン
）を
策
定
す
る
こ
と
と
な
っ
て
お

り
、
プ
ラ
ン
に
お
け
る
健
全
な
水
循
環
の

た
め
の
施
策
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

● 

水
源
の
か
ん
養

● 

雨
水
貯
留
浸
透
及
び
雨
水
利
用
の
促
進

● 

汚
濁
負
荷
量
の
削
減

● 

水
中
及
び
水
辺
の
生
態
系
の
保
全

●�

水
と
の
関
わ
り

施
策
を
推
進
す
る
た
め
、
条
例
で
は
、

水
循
環
総
合
計
画
に
関
す
る
事
項
、
健
全

な
水
循
環
に
関
す
る
基
本
的
事
項
及
び
重

要
事
項
を
水
循
環
推
進
協
議
会
に
お
い
て

調
査
、
審
議
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

市
と
市
民
が
連
携
し
自
然
と

人
が
交
流
す
る
場
を
創
出

「鍵」
その2

　

岡
崎
市
で
は
、「
人
が
集
い
、
自
然
と
交

流
で
き
る
場
の
創
出
」を
市
と
市
民
が
一

体
と
な
っ
て
進
め
て
い
ま
す
。

上
流
域
の「
水
を
は
ぐ
く
む
豊
か
な
森
」

で
は
、「
水
と
み
ど
り
の
森
の
駅
」事
業
が

進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

乙
川
リ
バ
ー
フ
ロ
ン
ト
地
区
で
は「
安

全
で
安
心
し
て
歩
き
、
楽
し
め
る
水
辺
空

間
」の
整
備
も
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

【
森
で
の
取
組（
上
流
）】

「
水
と
み
ど
り
の
森
の
駅
」は
、
豊
か
な

水
源
の
森
を
守
り
、
未
来
へ
つ
な
げ
て
い

く
た
め
に
、
自
然
体
験
や
保
全
活
動
の
場

と
し
て
市
民
が
交
流
す
る
拠
点
で
す
。

「
お
か
ざ
き
自
然
体
験
の
森
」で
は
、
市

民
活
動
団
体
が
主
催
す
る
、
炭
焼
き
体
験
、

森
づ
く
り
体
験
教
室
等
、
季
節
に
応
じ
た

様
々
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
通
じ
て
、
自
然
環

境
の
多
様
な
役
割
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
ま

す
。
講
師
の
育
成
も
し
て
い
ま
す
。

【
川
で
の
取
組（
下
流
）】

「
お
と
が
ワ
！
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド
」は
、
乙

川
河
川
敷
の
活
用
の
可
能
性
を
見
出
す
、

実
験
的
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。

乙
川
が
河
川
敷
地
占
用
許
可
準
則
に
基

づ
く
都
市
・
地
域
再
生
等
利
用
区
域
に

指
定
さ
れ
、
民
間
の
営
業
活
動
が
可
能
と

な
っ
た
た
め
、
ナ
イ
ト
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
河

川
敷
で
の
キ
ャ
ン
プ
な
ど
、
ま
ち
の
活

性
化
の
た
め
の
河
川
敷
や
水
上
に
お
け

る
様
々
な
活
動
が
展
開
さ
れ
て
い
ま
す
。

２
０
１
６
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
こ
の
取
組

は
、
年
々
来
場
者
数
や
売
り
上
げ
を
伸
ば

し
て
い
ま
す
。

流域マネジメント、ここが「鍵」

くらがり渓谷自然観察会

乙川でのキャンプの様子

岡崎市水循環推進協議会の審議の仕組

岡崎市水循環推進協議会
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森
と
地
域
経
済
を
元
気
に
す
る
活
動

～
額
田
木
の
駅
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
～

「鍵」
その3岡

崎
市
は
、
面
積
の
お
よ
そ
６
割
が
森

林
で
す
。
特
に
、
乙
川
の
上
流
に
位
置
す

る
額
田
地
域
で
は
古
く
か
ら
林
業
が
盛
ん

で
、
品
質
の
良
い
木
材
が
高
値
で
取
引
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
時
代
の
変
化

と
と
も
に
木
材
の
価
格
は
低
迷
し
、
森
は

放
置
さ
れ
、
土
が
や
せ
て
保
水
力
も
落
ち
、

土
砂
災
害
や
洪
水
を
引
き
起
こ
す
原
因
と

な
っ
て
い
ま
す
。

そ
こ
で
、
森
林
の
再
生
と
地
域
活
性
化

を
目
指
す
活
動
と
し
て
、
２
０
１
５
年
に

「
額
田
木
の
駅
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」が
発
足

し
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
間
伐
し
た
木
材
を
、

通
常
よ
り
少
し
高
く
買
い
取
る
こ
と
で
森

林
整
備
を
推
進
す
る
仕
組
で
す
。

木
の
駅
で
は
、
木
材
の
買
い
取
り
代
金

を
現
金
で
な
く
地
域
通
貨「
森
の
健
康
券
」

で
支
払
い
ま
す
。
山
の
恵
み
が
通
貨
と

な
っ
て
地
元
の
商
店
を
め
ぐ
る
こ
と
で
地

域
経
済
の
活
性
化
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

川
を
き
れ
い
に
す
る
活
動
を
支
援

～
河
川
愛
護
活
動
報
奨
金
制
度
～

「鍵」
その4河

川
愛
護
活
動
報
奨
金
制
度
は
、
地
元

町
内
会
を
中
心
に
組
織
さ
れ
た
10
人
以
上

か
ら
成
る
河
川
愛
護
団
体
に
、
岡
崎
市
が

管
理
す
る
河
川
の
草
刈
り
、
ご
み
拾
い
等

の
活
動
を
実
施
、
報
告
書
を
提
出
し
て
も

ら
い
、
そ
の
活
動
に
対
し
て
市
が
報
奨
金

を
支
給
す
る
制
度
で
す
。

２
０
０
２
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
こ
の

制
度
は
、
２
０
１
９
年
度
に
は
、
22
団
体
、

延
べ
６
２
１
９
人
が
活
動
に
参
加
し
、
参

加
団
体
、
参
加
者
と
も
に
年
々
増
加
し
て

い
ま
す
。

河
川
が
美
し
く
保
た
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
だ
け
で
な
く
、
地
元
住
民
の
河
川
へ
の

愛
着
や
関
心
が
生
ま
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

市
と
し
て
も
、
業
者
に
委
託
す
る
場
合
と

比
べ
て
公
費
の
支
出
を
安
く
抑
え
る
こ
と

が
で
き
て
い
ま
す
。少

し
ず
つ
広
が
る

取
組
の
輪

「
河
川
愛
護
活
動
報
奨
金
制
度
」へ
の
参

加
者
数
及
び
参
加
団
体
数
は
徐
々
に
増
加

傾
向
に
あ
り
、
活
動
の
輪
が
広
が
っ
て
い

ま
す
。
地
元
住
民
の
河
川
へ
の
愛
着
や
関

心
が
生
ま
れ
た
こ
と
も
、
大
き
な
効
果
と

言
え
ま
す
。

ま
た
、
２
０
１
６
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
、

「
お
と
が
ワ
！
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド
」の
取
組
は
、

来
場
者
数
が
年
々
増
加
し
、
売
り
上
げ
も

大
き
く
伸
び
て
い
ま
す
。
プ
ロ
グ
ラ
ム
数

は
若
干
減
少
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
、
前

年
度
集
客
に
苦
戦
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
見

送
っ
た
り
、
複
合
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
集
約
さ

れ
た
こ
と
に
よ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

取
組
は
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
す
が
、
乙

川
河
川
敷
の
豊
か
さ
や
魅
力
を
発
掘

し
、
水
辺
空
間
を
よ
り
活
用
す
る
た
め
に
、

様
々
な
工
夫
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。
イ
ベ

ン
ト
参
加
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
か
ら

も
、
今
後
の
取
組
継
続
が
期
待
さ
れ
て
い

る
こ
と
が
伺
え
ま
す
。

活動の�
効　果

額田木の駅プロジェクト

おとがワ！ンダーランドのイベント風景

河川愛護活動報奨金を活用した取組

河川愛護活動報奨金制度への参加者数及び参加団体数

0
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0
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参
加
団
体
（
団
体
）

参
加
者
数
（
人
）

参加者数 参加団体数

地域通貨券「森の健康券」
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【課　題】� 地下水保全
【主　体】� 大野市
【連絡先】� �大野市産経建設部建設整備

課湧水再生対策室

Profile

3
case

大野市（福井県）

郷土の湧水文化を再生する
地域一丸となった地下水保全活動

市民の生活に不可欠である豊富で良質な地下水は観光資源としても活用されている

　

地
形
や
気
候
な
ど
の
自
然
環
境
に
恵
ま
れ
た

福
井
県
大
野
市
は
水
資
源
が
豊
か
な
地
域
で
す
。

古
く
は
城
下
町
と
し
て
栄
え
、
各
所
に
湧
き
出

る
豊
富
な
湧
水
を
上
手
に
利
用
し
人
々
の
生
活

は
成
り
立
っ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
が
高
度
経
済

成
長
を
期
に
、
多
く
の
家
庭
で
井
戸
枯
れ
を
経

験
し
た
こ
と
か
ら
、
市
民
は
真
剣
に
地
下
水
保

全
に
取
り
組
み
は
じ
め
ま
す
。

　

行
政
に
よ
る
水
の
循
環
を
維
持
す
る
た
め
の

環
境
整
備
等
、
市
民
や
事
業
所
に
よ
る
節
水
行

動
、
未
来
を
担
う
こ
ど
も
た
ち
へ
の
水
保
全
教

育
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
が
で
き
る
こ
と
を
実
践
し

て
い
く
こ
と
で
、
地
域
社
会
全
体
が
地
下
水
を

豊
か
に
し
、
越
前
お
お
の
特
有
の
湧
水
文
化
を

再
生
す
る
、
と
い
う
一
つ
の
目
標
へ
む
か
っ
て

進
み
始
め
た
の
で
す
。
こ
の
行
政
と
市
民
が
協

力
し
あ
っ
て
進
め
る
活
動
が
大
野
の
ま
ち
全
体

を
盛
り
上
げ
て
い
ま
す
。

福井県
大野市
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イ
ト
ヨ
が
生
息
す
る「
本
願
清
水
」な
ど
の

湧
水
地
を
貴
重
な
地
域
資
源
と
し
観
光
地

と
し
て
ア
ピ
ー
ル
す
る
な
ど
、
地
下
水
保

全
活
動
の
機
運
の
醸
成
に
向
け
た
ま
ち
お

こ
し
活
動
も
進
ん
で
い
ま
す
。

豊
富
な
湧
水
、
清
ら
か
な
地
下
水
の
ま
ち

越
前
お
お
の

　

山
々
に
囲
ま
れ
た
大
野
盆
地
は
古
く
か

ら
湧
水
が
豊
富
で
良
質
な
地
下
水
に
恵
ま

れ
た
地
域
で
し
た
。
年
間
降
水
量
は
全
国

平
均
を
大
き
く
上
回
り
、
そ
の
う
ち
の
３

分
の
２
は
地
域
内
を
流
れ
る
河
川
に
流
出

し
、
そ
の
一
部
が
地
中
に
浸
透
し
て
地
下

水
と
な
り
人
々
の
暮
ら
し
を
支
え
て
き
ま

し
た
。

　

約
４
４
０
年
前
に
つ
く
ら
れ
た
城
下
町

の
時
代
よ
り
、
市
民
の
地
域
共
有
財
産
と

し
て
様
々
な
用
途
に
利
用
さ
れ
る
地
下
水

は
、
現
在
も
多
く
の
家
庭
で
ホ
ー
ム
ポ
ン

プ
を
使
っ
て
汲
み
上
げ
ら
れ
、
飲
料
水
や

生
活
用
水
と
し
て
そ
の
ま
ま
利
用
さ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
農
業
や
工
業
、
水
を
利

用
し
た
食
品
加
工
業
な
ど
に
も
利
用
さ
れ
、

水
と
共
生
す
る
生
活
様
式
が
越
前
お
お
の

特
有
の
湧
水
文
化
を
創
り
出
し
、
地
域
を

発
展
さ
せ
て
き
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
環
境
変
化
や
時
代
と
と
も
に
、

井
戸
の
枯
渇
を
は
じ
め
と
し
て
、
古
く
か

ら
受
け
継
が
れ
て
き
た
湧
水
文
化
の
継
続

が
困
難
な
状
況
に
な
り
は
じ
め
ま
す
。
そ

こ
で
地
域
一
丸
と
な
っ
て
地
下
水
の
メ

カ
ニ
ズ
ム
の
調
査
や
、
河
川
や
ダ
ム
の
管

理
・
整
備
な
ど
に
も
積
極
的
に
取
り
組
み
、

個
々
で
活
動
す
る
の
で
は
な
く
、
地
域
社

会
で
役
割
分
担
を
行
い
、
地
下
水
保
全
活

動
を
通
じ
た
地
域
づ
く
り
を
ス
タ
ー
ト
す

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
角
度
か
ら
の
再
生
活
動

　

湧
水
再
生
に
お
い
て
は
、
市
民
一
人
一

人
が
地
域
特
有
の
水
循
環
を
理
解
し
、
限

り
あ
る
資
源
と
そ
の
保
全
対
策
を
国
・
県
・

市
な
ど
の
行
政
や
企
業
、
団
体
な
ど
と
協

力
・
連
携
し
具
体
的
・
積
極
的
に
行
動
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

地
下
水
保
全
へ
の
ハ
ー
ド
施
策
と
し
て
、

真
名
川
で
の
自
然
出
水
再
現
放
流
や
河
岸

形
状
再
生
な
ど
に
よ
る
河
川
環
境
の
改
善

や
水
田
湛
水
等
で
地
下
水
流
入
量
を
増
や

し
、
ま
た
、
節
水
に
向
け
た
量
水
器
や
節

水
器
の
導
入
、
消
雪
に
地
下
水
を
利
用
し

な
い
よ
う
市
民
の
行
動
徹
底
を
促
す
こ
と

で
地
下
水
流
出
量
の
減
少
を
実
現
し
て
い

ま
す
。

　

一
方
で
は
、
ソ
フ
ト
施
策
と
し
て
、
水

の
循
環
講
座「
ス
イ
ス
イ
課
外
授
業
」な
ど

の
市
民
向
け
講
座
を
年
に
複
数
回
開
催
。

地
域
住
民
の
意
識
啓
発
の
場
と
な
っ
て
い

ま
す
。ま
た
、地
域
活
動
を
指
導
す
る
リ
ー

ダ
ー
の
育
成
や
地
下
水
や
湧
水
に
関
す
る

情
報
発
信
等
行
う
こ
と
で
市
民
の
地
下
水

へ
の
関
心
を
深
め
、
節
水
や
保
全
へ
の
意

識
啓
発
を
強
化
し
て
い
ま
す
。

　

名
水
百
選
に
選
定
さ
れ
た「
御
清
水
」や

水の循環講座スイスイ課外授業 天然記念物のいとよ生息地・本願清水

こ
れ
ま
で
の
取
組

１
９
７
１
年
頃�

井
戸
枯
れ
発
生

２
０
１
２
頃
～�

地
下
水
位
上
昇
傾
向

１
９
８
０
頃
～�

湧
水
復
活
傾
向

2020 2010 2000

「
大
野
市
地
下
水
対
策
審
議
会
」設
置

1973
「
地
下
水
保
全
基
金
」設
立

2000.12

「
大
野
市
森
・
水
管
理
条
例
」制
定

2012

「
大
野
市
地
下
水
保
全
条
例
」制
定

1977.11

「
大
野
市
地
下
水
総
合
調
査
」実
施

2001～
2002

第
15
回
日
本
水
大
賞
環
境
大
臣
賞
受
賞

2013.4

「
越
前
お
お
の
湧
水
文
化
再
生
計
画
」策
定

2011.10

「
大
野
市
地
下
水
保
全
管
理
計
画
」策
定

2006.1

C
arrying�W

ater�P
roject

ス
タ
ー
ト

2015.5

流
域
水
循
環
計
画
に
認
定

2017.1

湧
水
文
化
再
生
推
進
連
絡
協
議
会
発
足

2012.2
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大
野
市
地
下
水
保
全
条
例
の

制
定

「鍵」
その1

　

　

古
く
か
ら
地
下
水
を
生
活
用
水
や
農

業
用
水
、
工
業
用
水
と
し
て
利
用
し
て
き

た
大
野
市
で
す
が
、
１
９
７
０
年
代
に
入

る
と
市
街
地
で
の
井
戸
枯
れ
や
湧
水
の
枯

渇
を
経
験
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ

の
た
め
１
９
７
３
年
、
地
下
水
を
保
全
す

る
た
め
に
地
下
水
対
策
審
議
会
が
設
置
さ

れ
、
１
９
７
６
年
に
は
市
民
の
手
に
よ
る

地
下
水
観
測
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。
翌
年

に
は
市
民
の
生
活
用
水
を
確
保
す
る
こ
と

を
目
的
と
し
て
全
国
で
も
２
番
目
と
な
る

地
下
水
保
全
条
例
が
制
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

条
例
で
は
地
下
水
位
の
低
下
に
影
響
を
お

よ
ぼ
す
お
そ
れ
の
あ
る
抑
制
地
域
を
指
定

し
、
そ
の
地
域
内
で
の
地
下
水
採
取
に
は

届
出
が
必
要
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
採
取

量
の
多
い
施
設
で
の
地
下
水
利
用
に
は
毎

月
の
採
取
量
の
報
告
が
義
務
付
け
ら
れ
ま

し
た
。
条
例
を
制
定
し
た
当
時
は
地
下
水

を
融
雪
に
使
用
す
る
こ
と
が
一
般
的
で
し

た
が
、
冬
季
の
融
雪
の
た
め
の
地
下
水
の

使
用
に
つ
い
て
も
条
例
で
制
限
し
て
い
ま

す
。
各
家
庭
で
の
井
戸
水
利
用
に
つ
い
て

は
、
給
水
量
の
制
限
は
か
け
ら
れ
な
い
た

め
、
広
報
な
ど
で
節
水
を
呼
び
か
け
て
い

ま
す
。
２
０
０
５
年
に
策
定
さ
れ
た
大
野

市
地
下
水
保
全
管
理
計
画
で
市
内
に
３
ヵ

所
の
基
準
観
測
井
が
指
定
さ
れ
、
そ
の
中

の
春
日
公
園
基
準
観
測
井
の
水
位
に
よ
り

地
下
水
注
意
報
・
警
報
を
発
令
し
て
い
ま
す
。

地
下
水
保
全
の
た
め
に

基
金
を
設
立

「鍵」
その2

　

大
野
市
は
地
下
水
保
全
事
業
の
活
性
化

を
図
る
た
め
、
２
０
０
０
年
に
大
野
市
地

下
水
保
全
基
金
を
設
置
し
、
市
民
や
市
内

の
団
体
が
行
う
地
下
水
保
全
に
関
す
る
啓

発
活
動
、
調
査
研
究
事
業
、
地
下
水
の
合

理
的
利
用
の
た
め
の
施
設
整
備
な
ど
へ
の

助
成
や
地
下
水
か
ん
養
事
業
、
か
ん
養
源

（
森
林
）の
保
全
活
動
等
に
活
用
し
て
い
ま

す
。
基
金
は
趣
旨
に
賛
同
し
た
企
業
や
団

体
か
ら
の
寄
付
金
を
原
資
と
し
て
お
り
、

設
立
時
に
は
ニ
チ
コ
ン
株
式
会
社
よ
り

１
０
０
０
万
円
の
寄
付
を
受
け
、
そ
の
後

も
毎
年
１
０
０
万
円
の
寄
付
を
受
け
て
い

ま
す
。
基
金
へ
の
寄
付
は
、
２
０
２
０
年

度
は
22
件
、
総
額
約
１
７
０
万
円
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
寄
付
総
額
は
約
４
千
３
万

円
に
達
し
、
寄
付
者
や
基
金
の
残
高
、
活
用

事
例
は
広
報
誌
や
大
野
市
地
下
水
年
次
報

告
書
に
詳
細
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま

た
地
下
水
保
全
の
取
組
と
し
て
ブ
ナ
林
保

護
を
目
的
と
し
た「
森
づ
く
り
の
基
金
」で
は
、

銀
行
等
か
ら
寄
付
を
受
け
、
森
づ
く
り
団
体

の
運
営
費
と
し
て
活
用
し
て
い
ま
す
。

　

大
野
市
農
業
林
業
振
興
課
が
中
心
で
行

う「
み
ん
な
で
森
づ
く
り
事
業
」で
は
、
地

下
水
の
か
ん
養
地
で
あ
る
森
を
守
る
た
め

の
活
動
が
市
民
に
よ
り
実
施
さ
れ
て
お
り
、

年
間
７
～
８
団
体
、
各
十
万
円
の
補
助
を

出
し
、
山
道
の
整
備
や
ブ
ナ
林
へ
の
植
樹

に
よ
る
水
源
か
ん
養
機
能
の
維
持
を
図
っ

て
い
ま
す
。

流域マネジメント、ここが「鍵」

自然環境保全を目的に大野市が購入したブナ林

地下水注意報発令中（春日公園観測井）

地下水位の経年変化（1976年～ 2020年）
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地
下
水
の
か
ん
養
対
策
と
し
て
の

水
田
湛
水
事
業

「鍵」
その3

　

大
野
市
で
は
、
市
街
地
に
お
け
る
冬
期

間
の
地
下
水
位
低
下
を
緩
和
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
、
１
９
７
８
年
か
ら
現
在
に

至
る
ま
で
、
毎
年
10
月
か
ら
２
月
ま
で
の

非
か
ん
が
い
期
に
お
い
て
約
30
ヘ
ク
タ
ー

ル
の
水
田
湛
水
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

水
田
に
張
ら
れ
た
水
は
重
要
な
地
下
水

の
か
ん
養
源
で
あ
り
、
湛
水
し
た
水
田
は
、

雑
草
の
抑
草
効
果
が
期
待
で
き
る
ほ
か
、

サ
ギ
な
ど
の
鳥
類
、
メ
ダ
カ
な
ど
の
魚
類
、

カ
エ
ル
な
ど
の
両
生
類
、
ト
ン
ボ
な
ど
の

昆
虫
類
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
生
き
物
の
採

餌
や
繁
殖
の
場
と
な
る
た
め
、
豊
か
な
生

態
系
保
全
に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す

越
前
お
お
の
エ
コ
フ
ィ
ー
ル
ド

管
理
・
運
営
協
議
会

「鍵」
その4

　
「
越
前
お
お
の
エ
コ
フ
ィ
ー
ル
ド
管
理
・

運
営
協
議
会
」は
大
野
市
内
を
中
心
と
し

た
約
30
事
業
所
・
団
体
で
組
織
さ
れ
て
お

り
、
森
づ
く
り
の
活
動
を
実
施
し
て
い
ま

す
。
市
内
の
小
学
生
に
毎
年
ど
ん
ぐ
り
か

ら
苗
木
を
育
て
て
も
ら
い
、
育
っ
た
苗
木

を
山
に
植
樹
し
ま
す
。
２
０
０
３
年
に
大

野
市
が
自
然
環
境
の
保
全
と
市
民
の
憩
い

の
場
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
購
入
し
た
約
３
万
平
米
の
広
場「
ど
ん

グ
リ
ー
ン
広
場
」は
、
苗
木
の
育
成
や
自

然
体
験
・
観
察
等
の
森
林
環
境
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
実
施
、
交
流
・
憩
い
の
場
と
し
て
利

用
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
２
０
０
９
年
に

は
大
野
市
の
農
林
業
の
発
展
と
地
域
社
会

経
済
の
活
性
化
の
た
め
に
、
一
般
財
団
法

人
越
前
お
お
の
農
林
樂
舍
が
設
立
さ
れ
環

境
保
全
の
啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

か
つ
て
の
姿
を
取
り

戻
し
た
湧
水

　

し
ば
ら
く
枯
れ
て
い
た
湧
水
も
、
市
民

の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
取
り
組
む
年
数
回
の

清
掃
活
動
を
は
じ
め
と
し
た
保
全
活
動
の

継
続
に
よ
り
、
み
ご
と
に
復
活
を
遂
げ
ま

し
た
。

　

き
れ
い
な
冷
た
い
湧
き
水
で
し
か
生
息

で
き
な
い「
イ
ト
ヨ
」。
お
お
の
を
代
表
す

る
湧
水
、
本
願
清
水
は
淡
水
型
イ
ト
ヨ
生

息
地
の
南
限
と
し
て
、
国
の
天
然
記
念
物

に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
本
願
清
水
に
隣

接
す
る「
イ
ト
ヨ
の
里
」で
は
イ
ト
ヨ
の
保

護
活
動
を
通
じ
た
湧
水
の
保
全
活
動
も

継
続
し
て
お
り
、
２
０
１
１
年
に
は
豊
か

な
生
態
系
を
証
明
す
る
か
の
よ
う
に
、
カ

ル
ガ
モ
の
姿
も
み
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
ま
た
、
水
を
利
用
し
た
国
内
外
へ

の
情
報
発
信
と
し
て
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
な

ど
で
の
積
極
的
な
啓
発
活
動
の
実
施
や
東

テ
ィ
モ
ー
ル
へ
の
水
資
源
確
保
の
支
援
事

業
な
ど
を
実
施
し
た
こ
と
に
よ
り
地
方
創

生
活
動
に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

越前おおのエコフィールドでのどんぐりの植付け

ボランティアによる湧水清掃

市民の憩いの場ともいえる
「本願清水イトヨの里」

11月頃の水田湛水状況

1月頃の水田湛水状況

活動の�
効　果
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4
case

琵琶湖流域（滋賀県）

マザーレイクフォーラムがつなげる琵琶湖の仲間
びわ活で地域を活性化

マザーレイクフォーラム体制図

【課　題】� 総合的取組
【主　体】� 滋賀県
【連絡先】� �滋賀県琵琶湖環境部琵琶湖

保全再生課

Profile

滋賀県

わ
が
国
の
湖
の
中
で
最
大
の
面
積
と
貯
水
量

を
誇
る
琵
琶
湖
で
は
、
戦
後
の
高
度
経
済
成
長
期

以
降
、
水
質
悪
化
な
ど
の
環
境
問
題
、
さ
ら
に
は
、

外
来
魚
に
よ
る
生
態
系
へ
の
影
響
と
い
っ
た
問

題
に
も
直
面
し
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な
問
題
に
取

り
組
み
、
琵
琶
湖
の
素
晴
ら
し
い
自
然
環
境
を
次

世
代
に
引
き
継
ぐ
た
め
、
滋
賀
県
で
は「
琵
琶
湖

総
合
保
全
整
備
計
画（
マ
ザ
ー
レ
イ
ク
21
計
画
）」

を
２
０
０
０
年
に
策
定
し
、
計
画
に
基
づ
い
た
流

域
保
全
の
た
め
の
幅
広
い
活
動
を
、
住
民
、
企
業
、

研
究
機
関
等
と
連
携
し
て
実
施
し
て
い
ま
す
。

活
動
の
中
心
で
あ
る
市
民
参
加
の「
マ
ザ
ー
レ

イ
ク
フ
ォ
ー
ラ
ム
」は
様
々
な
活
動
の
連
携
基
盤

と
な
っ
て
お
り
、
自
然
環
境
の
保
全
活
動
の
み
な

ら
ず
、
各
種
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
事
業
の
推
進
に

も
寄
与
し
、
住
民
の
幅
広
い
参
加
を
促
し
、
地
域

の
活
性
化
に
も
貢
献
し
て
い
ま
す
。

フ
ォ
ー
ラ
ム
活
動
に
は
、
事
業
者
か
ら
の
寄
付

を
早
期
か
ら
受
け
入
れ
、
琵
琶
湖
の
保
全
活
動
の

財
政
基
盤
と
し
て
効
果
的
に
利
用
し
て
き
ま
し
た
。
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琵
琶
湖
の
総
合
保
全
を
目
指
す

日
本
最
大
の
湖
で
あ
る
琵
琶
湖
は
、
本

州
の
ほ
ぼ
中
央
に
位
置
し
、
万
葉
集
で
は

「
淡
海
の
海（
あ
ふ
み
の
う
み
）」と
呼
ば
れ
、

古
来
よ
り
農
業
、
漁
業
の
中
心
、
そ
し
て

重
要
交
通
路
と
し
て
地
域
の
要
で
し
た
。

現
在
で
も
淀
川
水
系
を
介
し
て
、
下
流
域

の
大
阪
を
始
め
と
し
た
都
市
部
の
重
要
な

水
資
源
と
な
っ
て
い
ま
す
。

琵
琶
湖
で
は
、
高
度
経
済
成
長
期
の

近
畿
圏
の
水
需
要
増
大
に
応
え
る
た
め

１
９
７
２
年
よ
り「
琵
琶
湖
総
合
開
発
事

業
」が
実
施
さ
れ
、
地
域
の
社
会
基
盤
が

格
段
に
整
備
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
こ
の

地
域
の
経
済
発
展
は
琵
琶
湖
の
水
質
環
境

を
悪
化
さ
せ
、
さ
ら
に
、
ブ
ラ
ッ
ク
バ
ス

等
の
外
来
魚
に
よ
っ
て
琵
琶
湖
の
生
態
系

も
大
き
く
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
背
景
の
下
で
、
水
資
源
・

自
然
環
境
保
全
等
の
包
括
的
観
点
か
ら

琵
琶
湖
総
合
保
全
整
備
計
画（
マ
ザ
ー

レ
イ
ク
21
計
画
）が
２
０
０
０
年
３
月
に

策
定
さ
れ
ま
し
た
。
琵
琶
湖
で
は
現
在
、

こ
の
計
画
に
基
づ
き
、
市
民
参
加
の「
マ

ザ
ー
レ
イ
ク
フ
ォ
ー
ラ
ム
」が
軸
と
な
っ

た
様
々
な
活
動
が
行
わ
れ
、
地
域
活
性
化

に
も
貢
献
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
台
風
災
害
を
契
機
に
２
０
１
４

年
に
策
定
・
施
行
さ
れ
た「
流
域
治
水
推

進
条
例
」は
、
治
水
の
面
か
ら
琵
琶
湖
の

流
域
保
全
を
支
え
て
い
ま
す
。

マ
ザ
ー
レ
イ
ク
21
計
画

琵
琶
湖
の
総
合
保
全
を
目
指
し
、
21
世
紀

に
お
け
る
湖
沼
総
合
保
全
の
モ
デ
ル
に
す

べ
く
策
定
さ
れ
た
こ
の
計
画
で
は
、
琵
琶
湖

の
現
状
と
課
題
を「
水
質
保
全
」、「
水
源
か

ん
養
」及
び「
自
然
的
環
境
・
景
観
保
全
」の

３
つ
の
視
点
か
ら
明
確
に
し
、
さ
ら
に
は
そ

れ
ら
に
直
接
的
な
影
響
を
与
え
る
河
川
流

域
の「
土
地
利
用
の
あ
り
方
」ま
で
踏
み
込
み

ま
し
た
。
そ
し
て
、
市
民
・
事
業
者
の
具
体

的
な
取
組
内
容
と
と
も
に
、
２
０
５
０
年
度

ま
で
の
短
中
長
期
の
段
階
的
計
画
目
標
・
あ

る
べ
き
姿
を
定
め
て
い
ま
す
。

計
画
は
第
１
期
の
見
直
し
を
経
て

２
０
１
１
年
度
か
ら
第
２
期
と
し
て
再
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
第
２
期
で
は
、
①
琵

琶
湖
流
域
生
態
系
の
保
全
・
再
生
、
②
暮

ら
し
と
湖
の
関
わ
り
の
再
生
、
の
二
つ
の

施
策
の
柱
を
設
定
し
、
三
つ
の
場（
湖
内
、

湖
辺
域
、
集
水
域
）と
三
つ
の
つ
な
が
り

（
個
人
・
家
庭
、
生
業
、
地
域
）に
つ
い
て
、

そ
の
達
成
状
況
を
定
量
的
に
把
握
す
る
た

め
、
環
境
や
社
会
の
状
態
を
表
す
指
標
を

設
定
し
、
施
策
と
進
捗
状
況
と
を
合
わ
せ

て
目
標
達
成
度
を
評
価
す
る
進
行
管
理
を

行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
目
標
管
理
と
計
画
の
実
効
性
を
確

保
す
る
た
め
の
受
け
皿
と
し
て
、「
マ
ザ
ー

レ
イ
ク
フ
ォ
ー
ラ
ム
」が
２
０
１
２
年
に

新
た
に
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

マザーレイク21計画第2期改定版の計画目標

１
９
７
０
～
９
０
年
代
、
琵
琶
湖
の
水
質
悪
化
な
ど
の

湖
沼
環
境
へ
の
影
響
が
表
面
化

こ
れ
ま
で
の
取
組

2020 2010 2000 1990 1970

「
琵
琶
湖
の
総
合
的
な
保
全
の
た
め
の
計
画
調
査
」

（
国
）

1997～
1998

「
マ
ザ
ー
レ
イ
ク
21
計
画（
第
１
期
計
画

（
１
９
９
９
～
２
０
１
０
）」策
定

2000.3

「
マ
ザ
ー
レ
イ
ク
フ
ォ
ー
ラ
ム
」設
立

「
び
わ
コ
ミ
会
議
」開
始

2012.3

「
滋
賀
県
流
域
治
水
の
推
進
に
関
す
る

条
例
」制
定

2014.3

「
琵
琶
湖
の
総
合
的
保
全
の
た
め
の
課
題

と
今
後
の
取
り
組
み（
中
間
取
り
ま
と
め
）

作
成
」

1996.4

「
琵
琶
湖
総
合
開
発
事
業
」

（
１
９
７
２
～
１
９
９
７
）（
国
）

1972

「
第
２
期
計
画（
２
０
１
１
～
２
０
２
０
）」開
始

2011.10
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多
様
な
セ
ク
タ
ー
参
加
の

た
め
の
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
存
在

「鍵」
その1

　
　

マ
ザ
ー
レ
イ
ク
21
計
画
の
理
念
の
下
で

設
立
さ
れ
た
マ
ザ
ー
レ
イ
ク
フ
ォ
ー
ラ

ム
は
、
琵
琶
湖
へ
の「
思
い
」や「
課
題
」に

「
ゆ
る
や
か
に
つ
な
が
る
場
」で
す
。
設
立

以
来
、
様
々
な
人
や
団
体
が「
つ
な
が
り
」

を
築
い
て
い
く
た
め
の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
づ
く
り
を
続
け
て
き
ま
し
た
。
こ
の

フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
産
官
学
及
び
市
民
団

体
の
代
表
者
か
ら
な
る
運
営
委
員
会
が
組

織
さ
れ
、
計
画
達
成
の
た
め
の
具
体
的
活

動
内
容
に
関
す
る
意
思
決
定
と
そ
の
運
営
、

進
捗
管
理
、評
価
、提
言
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
フ
ォ
ー
ラ
ム
の
主
な
活
動
と
し

て
次
の
３
つ
が
あ
り
ま
す
。

【
び
わ
コ
ミ
会
議
】　

県
民
の
互
い
の
思
い

や
取
組
状
況
を
共
有
し
、
琵
琶
湖
の
現
状

や
将
来
に
つ
い
て
話
し
合
う
行
事
を
運
営
。

【
地
域
・
分
野
別
フ
ォ
ー
ラ
ム
】　

地
域
別
・

分
野
別
に
存
在
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
組
織
の
活
動
を「
マ
ザ
ー
レ
イ
ク

フ
ォ
ー
ラ
ム
連
携
事
業
」と
し
て
承
認
し
、

他
の
事
業
と
の
効
果
的
な
連
携
・
交
流
促

進
を
図
る
と
と
も
に
、Ｐ
Ｒ
活
動
等
を
支
援
。

【
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
】　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
通
じ
て
多
様
な
主
体
が
分
野
を
超
え

た
つ
な
が
り
を
育
み
、
新
た
な
活
動
を
展

開
す
る
こ
と
を
支
援
し
普
及
啓
発
を
実
施
。

多
様
な
セ
ク
タ
ー
が
一
堂
に

集
う﹁
び
わ
コ
ミ
会
議
﹂

「鍵」
その2マ

ザ
ー
レ
イ
ク
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
運
営
、

毎
年
開
催
す
る「
び
わ
コ
ミ
会
議
」は
、
流

域
の
保
全
に
関
わ
る
関
係
者
が
一
堂
に
集

ま
っ
て
、
お
互
い
の
立
場
や
経
験
、
意
見

の
違
い
を
尊
重
し
つ
つ
、
思
い
や
課
題
を

共
有
し
、
琵
琶
湖
の
将
来
に
つ
い
て
話
し

合
い
、
さ
ら
に
は
マ
ザ
ー
レ
イ
ク
21
計
画

の
進
捗
管
理
も
行
う
と
い
っ
た
、
計
画
上

重
要
な
一
大
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

２
０
１
２
年
よ
り
毎
年
８
月
下
旬
に
開

催
さ
れ
、
９
回
目
と
な
る
２
０
１
９
年
の

テ
ー
マ
は
、「
び
わ
湖
の
こ
れ
ま
で
、
そ
し

て
こ
れ
か
ら
」、
92
団
体
、
約
２
０
０
名
の

参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

び
わ
コ
ミ
会
議
に
先
立
ち
、
滋
賀
県
が

中
心
と
な
っ
て
、
各
指
標
値
の
推
移
を
ま

と
め
た
レ
ポ
ー
ト「
び
わ
湖
な
う
」が
取
り

ま
と
め
ら
れ
ま
す
。
そ
し
て
こ
の
レ
ポ
ー

ト
に
基
づ
い
て
、
学
識
経
験
者
に
よ
る
取

組
の
評
価
の
場
と
し
て「
学
術
フ
ォ
ー
ラ

ム
」が
開
催
さ
れ
ま
す
。
び
わ
コ
ミ
会
議

で
は
、
こ
れ
ら
の
事
前
の
活
動
成
果
を
効

果
的
に
取
込
み
、
多
様
な
セ
ク
タ
ー
が
効

率
的
に
、
琵
琶
湖
の
現
在
、
そ
し
て
将
来

に
つ
い
て
話
し
合
う
場
を
提
供
し
て
い
ま

す
。
会
議
の
具
体
的
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
次

の
通
り
で
す
。

【
第
１
部
】こ
れ
ま
で
の
コ
ミ
ッ
ト
メ
ン
ト

を
確
認
、
レ
ポ
ー
ト
や
各
団
体
報
告
に
よ

り
当
該
年
度
の
評
価
を
共
通
認
識
。

【
第
２
部
】グ
ル
ー
プ
討
論
を
通
じ
て
課

題
・
今
後
の
取
組
を
確
認
、
そ
の
結
果
を

ま
と
め
、
参
加
者
で
コ
ミ
ッ
ト
。

企
業
と
の
連
携
し
た
保
全
活
動

﹁
お
茶
で
琵
琶
湖
を
美
し
く
﹂

「鍵」
その3滋

賀
県
で
は
琵
琶
湖
の
総
合
保
全
の
た

流域マネジメント、ここが「鍵」

マザーレイクフォーラムの主な役割

びわコミ会議の様子

マザーレイクフォーラムによる計画の進行管理
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め
に
、
企
業
と
の
多
角
的
な
取
組
を
行
っ

て
い
ま
す
。
そ
の
１
つ
が
株
式
会
社
伊
藤

園
と
２
０
０
８
年
よ
り
取
り
組
ん
で
い

る「
お
茶
で
琵
琶
湖
を
美
し
く
。」キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
で
す
。
こ
の
取
組
は
、
企
業
の
製

品
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に「
マ
ザ
ー
レ
イ
ク
」の

ロ
ゴ
マ
ー
ク
を
表
示
、
琵
琶
湖
の
環
境
保

全
の
必
要
性
を
訴
求
す
る
と
と
も
に
、
企

業
か
ら
製
品
売
上
の
一
部
が
滋
賀
県
の
推

進
す
る
琵
琶
湖
環
境
保
全
活
動
に
寄
付
さ

れ
る
も
の
で
す
。

県
で
は
、
こ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
寄
付

金
を
活
用
し
て
、
保
全
指
標
の
ヨ
シ
群
落

育
成
事
業（
ヨ
シ
帯
の
維
持
管
理
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
へ
の
助
成
）や
ヨ
シ
の
保

全
に
関
す
る
啓
発
事
業（
博
物
館
で
の
ヨ

シ
展
示
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
）を
実
施
し
て

い
ま
す
。

琵
琶
湖
と
関
わ
る
活
動（
び
わ
活
）推
進
に

向
け
た
親
子
向
け
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
の
発
行

「鍵」
その4滋

賀
県
で
は
、
条
例
で
定
め
た
７
月
１

日
の「
び
わ
湖
の
日
」を
中
心
に
、
市
民
が

保
全
活
動
に
関
心
を
持
ち
、
理
解
を
深
め

て
も
ら
う
た
め
の
新
し
い
取
組
と
し
て
、

２
０
１
８
年
よ
り「
こ
の
夏
！
び
わ
活
！

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
」を
発
行
し
て
い
ま
す
。

こ
の
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
、
よ
り
多
く
の
方

が
琵
琶
湖
と
関
わ
り
、
環
境
保
全
活
動
へ

の
関
心
を
よ
り
高
め
る
た
め
、
フ
ォ
ー
ラ

ム
と
も
連
携
し
て
い
ま
す
。

ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
で
は
、
夏
に
琵
琶
湖
及

び
そ
の
流
域
で
開
催
さ
れ
る
、
環
境
保
全

活
動
、
体
験
型
セ
ミ
ナ
ー
、
お
祭
り
や
釣

り
な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
と
い
っ
た
各
種
イ
ベ
ン
ト
情
報
の
他
、

保
全
活
動
へ
の
寄
付
金
付
き
商
品
、
地
元

農
水
産
物
を
使
っ
た
料
理
の
レ
シ
ピ
な
ど

が
網
羅
的
に
紹
介
さ
れ
て
い
ま
す
。

健
全
な
生
態
系
の

バ
ラ
ン
ス
に
向
け
た

よ
り
総
合
的
な
ア
プ

ロ
ー
チ
を
目
指
し
て

マ
ザ
ー
レ
イ
ク
21
計
画
で
は
、
琵
琶
湖

の
総
合
的
保
全
の
達
成
に
向
け
、
水
質
の

他
、
在
来
魚
介
類
の
漁
獲
量
、
ヨ
シ
群
落
と

い
っ
た
生
物
の
生
息
域
な
ど
の
指
標
値
に

よ
る
数
値
目
標
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ヨ
シ
群
落
の
面
積
や
外
来
魚
に
関
す
る

取
組
は
、
指
標
値
か
ら
見
た
場
合
、
着
実

に
進
ん
で
い
ま
す
。
ま
た
、
富
栄
養
化
を

示
す
赤
潮
の
発
生
も
近
年
ほ
と
ん
ど
あ
り

ま
せ
ん
。
そ
の
一
方
で
、
在
来
魚
介
類
の

漁
獲
量
の
減
少
や
ヨ
シ
群
落
の
植
生
構
成

な
ど
は
悪
化
傾
向
に
あ
る
な
ど
、
項
目
に

よ
り
状
況
や
傾
向
が
異
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
原
因
は
、
は
っ
き
り
と
わ
か
っ
て

い
ま
せ
ん
が
、
琵
琶
湖
は「
生
態
系
の
バ

ラ
ン
ス
が
崩
れ
て
き
た
」状
態
に
あ
る
と

い
え
ま
す
。
そ
の
解
決
の
た
め
に
は
、
水
、

物
質
、
生
き
物
、
そ
し
て
そ
れ
を
取
り
巻

く
社
会
の
つ
な
が
り
を
踏
ま
え
た
、
よ
り

総
合
的
な
視
野
に
基
づ
く
ア
プ
ロ
ー
チ
が

求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

活動の�
効　果

マザーレイクフォーラムの主な役割

「お茶で琵琶湖を美しく」キャンペーンホームページ

「この夏！びわ活！ガイドブック2019」表紙

琵琶湖の主な外来魚の推定生息量

琵琶湖のヨシ群落面積の推移

単位：ha
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茨城県の森林湖沼環境税による湖沼の水質保全
丁寧に伝えて県民の協力を得る

森
林
湖
沼
環
境
税
と
は
?

　

茨
城
県
の
森
林
湖
沼
環
境
税
は
、
県
民
の
理

解
と
協
力
の
も
と
に
、
森
林
や
湖
沼
、
河
川
の

環
境
保
全
に
寄
与
す
る
施
策
の
一
層
の
推
進
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
2
0
0
8
年
度
に

導
入
さ
れ
ま
し
た
。
県
内
の
個
人
・
法
人
と
も

県
民
税（
均
等
割
）に
上
乗
せ
し
て
負
担
す
る
も

の
で
、
個
人
は
1
年
あ
た
り
1
0
0
0
円
、
法

人
は
1
年
あ
た
り
法
人
県
民
税
均
等
割
額
の

10
%
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
大
切
な
税
金
は
、

茨
城
県
内
の
森
林
の
保
全
・
整
備
、
湖
沼
・
河

川
の
水
質
保
全
の
た
め
の
事
業
な
ど
に
活
用
さ

れ
て
い
ま
す
。

森
林
湖
沼
環
境
税
の
導
入
経
緯

　

霞
ヶ
浦
の
水
質
浄
化
と
い
う
大
き
な
課
題
を

抱
え
る
中
、
水
質
改
善
に
関
わ
る
事
業
を
充
実

さ
せ
る
た
め
に
ど
の
よ
う
に
財
源
を
求
め
て
い

く
か
の
検
討
が
2
0
0
3
年
か
ら
本
格
的
に
始

ま
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
県
民
へ
の
ア
ン
ケ
ー

ト
調
査
な
ど
を
経
て
、
全
て
の
県
民
の
公
平
な

負
担
に
よ
り
、
県
北
地
域
の
森
林
、
県
南
地
域

の
湖
沼
両
方
の
環
境
改
善
に
活
用
す
る
こ
と
と

な
り
、
2
0
0
7
年
に
県
議
会
の
承
認
を
経
て

導
入
さ
れ
ま
し
た
。
導
入
前
に
実
施
し
た
パ
ブ

リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
で
は
、
肯
定
的
な
意
見
が
約

7
割
を
占
め
、
県
民
が
い
か
に
霞
ヶ
浦
の
水
質

に
対
す
る
問
題
意
識
を
有
し
て
い
る
か
が
明
ら

か
と
な
り
、
県
議
会
や
市
町
村
、
経
済
団
体
等

か
ら
の
賛
同
の
後
押
し
と
な
り
ま
し
た
。

森
林
湖
沼
環
境
税
の
仕
組

　

森
林
湖
沼
環
境
税
の
う
ち
、
個
人
県
民
税
へ

の
上
乗
せ
分
は
市
町
村
を
経
由
し
て
県
の
歳

入
に
な
り
、
法
人
県
民
税
へ
の
上
乗
せ
分
は
直

接
県
の
歳
入
に
な
り
ま
す
。
こ
の
貴
重
な
税
金

は
茨
城
県
森
林
湖
沼
環
境
基
金
に
積
立
て
、
そ

こ
か
ら
各
種
事
業
を
実
施
し
ま
す
。
実
施
し
た

事
業
の
成
果
は
、
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表

し
、
県
議
会
や
環
境
審
議
会
へ
報
告
さ
れ
ま
す
。

税
収
は
毎
年
度
17
億
円
程
度
を
見
込
ん
で
お

り
、
2
0
1
8
年
度
は
、
個
人
分
が
14
・
6
億
円
、

法
人
分
が
2
・
8
億
円
で
合
計
17
・
4
億
円
と

な
っ
て
い
ま
す
。

コラム

1

茨城県の森林湖沼環境税の仕組
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森
林
湖
沼
環
境
税
を
活
用
し
た
取
組

　

森
林
湖
沼
環
境
税
を
活
用
し
た
霞
ヶ
浦
や
そ

の
流
入
河
川
で
の
水
質
保
全
に
関
す
る
取
組
と

し
て
は
、
生
活
排
水
対
策
と
し
て
窒
素
や
り
ん

を
取
り
除
く
高
度
処
理
型
浄
化
槽
の
設
置
促
進

や
そ
の
補
助
、
ま
た
、
農
地
・
畜
産
対
策
と
し

て
家
畜
排
せ
つ
物
の
農
外
利
用
促
進
、
さ
ら
に

は
ア
オ
コ
抑
制
装
置
の
設
置
、
河
川
や
湖
内
の

水
質
直
接
浄
化
施
設
の
設
置
、
そ
の
他
市
民
団

体
活
動
へ
の
補
助
な
ど
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

森
林
湖
沼
環
境
税
を
活
用
し
た
取
組
の
効
果

と
県
民
の
評
価

　

森
林
湖
沼
環
境
税
を
導
入
し
た
前
後
の
霞
ヶ

浦
の
水
質
の
経
年
変
化
を
見
る
と
、
税
導
入
の

2
0
0
8
年
以
降
は
C
O
D
が
減
少
傾
向
に
あ

り
ま
す
。

　

こ
の
森
林
湖
沼
環
境
税
に
つ
い
て

は
、
2
0
1
7
年
の
3
月
に
、
県
民
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
に
よ
り
意
見
を
収
集
し
、

次
の
よ
う
な
回
答
を
得
て
い
ま
す
。

●
8
割
以
上
が
税
の
継
続
に
賛
成

●�

負
担
額
に
つ
い
て
は
約
7
割
が
現
行

の
維
持
が
適
当
で
あ
る
と
回
答

　

税
の
認
知
度
に
つ
い
て
も
増
え
て
き

て
お
り
、
引
き
続
き
県
民
に
対
し
取
組

と
成
果
の
見
え
る
化
を
し
て
い
く
こ
と

が
今
後
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

森林湖沼環境税を活用した水質保全の取組

霞ヶ浦におけるCOD経年変化（全水域）



482　多様な主体による連携体制の事例紹介

5
case

奈良県

部局横断と地域連携で水循環を再生する
治水・利水・環境・土地利用の水行政を一元化

リバーウォッチでザルを使って川の生き物さがし

【課　題】� 水環境
【主　体】� 奈良県
【連絡先】� �奈良県水循環・森林・景観
���������������環境部水資源政策課

Profile

奈
良
県
で
は
、
森
林
の
機
能
低
下
や
都
市
化
進

展
に
伴
う
保
水
力
の
低
下
、
河
川
の
水
質
悪
化
や

豊
か
な
水
辺
環
境
の
減
少
、
水
需
要
の
減
少
に
伴

う
需
給
バ
ラ
ン
ス
の
問
題
な
ど
、
様
々
な
水
問
題

が
長
年
に
渡
り
発
生
し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
中
、
2
0
1
0
年
に
は「
な
ら
水
循

環
ビ
ジ
ョ
ン
」が
策
定
さ
れ
、
環
境
と
共
存
す
る

持
続
可
能
な
健
全
な
水
循
環
を
構
築
す
る
た
め
の

様
々
な
施
策
が
始
ま
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
2
0
1
7
年
に
は
、
社
会
情
勢
や
気
象

状
況
等
の
変
化
に
対
応
す
る
た
め
、
県
内
で
も
多

く
の
課
題
を
抱
え
る
大
和
川
流
域
に
お
け
る
総
合

治
水
の
推
進
に
関
す
る
条
例
も
制
定
さ
れ
、
県
民

の
安
全
や
安
心
に
向
け
て
支
川
流
域
の
上
下
流
市

町
村
が
連
携
し
て
一
体
的
に
取
り
組
む
仕
組
が
つ

く
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
他
、
多
く
の
面
積
を
占
め
る
森
林
の
機
能

を
保
全
す
る
た
め
の
財
源
と
し
て「
森
林
環
境
税
」

が
導
入
さ
れ
る
な
ど
、
先
進
的
な
取
組
も
行
わ
れ

て
い
ま
す
。

奈良県
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奈
良
県
内
の
水
と
森
林
の
保
全

奈
良
県
内
は
、
大
和
川
水
系
、
淀
川
水

系
、
紀
の
川（
吉
野
川
）水
系
、
新
宮
川
水

系
の
4
つ
の
水
系
に
大
別
さ
れ
ま
す
。
こ

れ
ら
は
す
べ
て
一
級
河
川
の
水
系
で
あ

り
、
県
が
管
理
す
る
一
級
河
川
は
全
部
で

3
5
8
河
川
に
な
り
ま
す
。
中
で
も
、
大

和
川
水
系
は
、
水
源
と
な
る
山
地
が
浅
い

た
め
水
量
が
乏
し
く
、
降
雨
量
が
少
な
い

こ
と
も
重
な
っ
て
、
古
く
か
ら
水
不
足
に

悩
ま
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
そ
こ
で
人
々
は

川
の
水
を
有
効
に
使
う
た
め
、
川
に
堰
を

設
け
、
多
く
の
た
め
池
を
築
き
、
さ
ら
に

井
戸
を
掘
っ
て
水
を
確
保
し
、
現
在
は
宇

陀
川
、
吉
野
川
か
ら
は
大
和
川
平
野
へ
の

送
水
も
実
現
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
奈
良
県
は
県
土
面
積
の
約
8
割

を
森
林
が
占
め
て
お
り
、
こ
の
豊
か
な
森

林
は
県
土
の
保
全
、
水
源
か
ん
養
な
ど
多

様
な
公
益
的
機
能
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
近
年
、
森
林
の
荒
廃
が
進
み
つ

つ
あ
り
、
今
後
様
々
な
影
響
が
懸
念
さ
れ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
奈
良
県
内
の
森
林
を

保
全
す
る
た
め
、
2
0
0
6
年
に「
森
林

環
境
税
」が
導
入
さ
れ
て
い
ま
す
。

従
来
の
水
行
政
は
、
治
水
対
策
、
水
資

源
対
策
、
農
林
漁
業
対
策
、
環
境
保
全
対

策
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
行
政
分
野
で
対
策

を
講
じ
て
き
ま
し
た
が
、
奈
良
県
で
は
水

と
森
林
の
保
全
を
水
循
環
の
視
点
で
一
体

的
に
保
全
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

水
質
改
善
と
水
循
環
へ
の
取
組

2
0
0
8
年
に
は
、
山
と
川
の
環
境
保

全
、
再
生
及
び
適
正
な
利
用
を
図
る
た
め
、

7
月
の
第
3
月
曜
日
を「
奈
良
県
山
の
日
・

川
の
日
」と
す
る
条
例
が
制
定
さ
れ
る
と

と
も
に
、
大
和
川
の
水
質
を
改
善
す
る
取

組
と
し
て
、「
大
和
川
清
流
復
活
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
」が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
背
景
の
も
と
、
水
を
と
り

ま
く
現
状
と
課
題
に
対
し
、
水
循
環
の
視

点
で
、
部
局
横
断
で
一
体
的
に
取
り
組
む

と
と
も
に
、
地
域
住
民
、
N
P
O
等
活
動

団
体
、
企
業
、
行
政
の
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
、

側
面
か
ら
連
携
・
協
働
し
、
環
境
と
共
存

す
る
持
続
可
能
な
健
全
な
水
循
環
を
構
築

す
る
た
め
、
2
0
1
0
年
に「
な
ら
水
循

環
ビ
ジ
ョ
ン
」が
策
定
さ
れ
ま
し
た
。

同
ビ
ジ
ョ
ン
で
は
4
つ
の
基
本
目
標

（
①
保
水
力
の
向
上
、
②
水
利
用
の
適
正

化
、
③
水
質
の
保
持
と
排
水
の
浄
化
、
④

地
域
力
に
よ
る
水
循
環
の
再
生
）が
設
定

さ
れ
て
い
ま
す
。
ビ
ジ
ョ
ン
③
で
は
、「
大

和
川
水
系
の
全
国
ワ
ー
ス
ト
上
位
か
ら

の
脱
却
、
紀
の
川
、
他
2
水
系
に
つ
い
て

の
清
澄
な
水
質
の
維
持
」が
取
組
方
針
に

掲
げ
ら
れ
、
例
え
ば
大
和
川
で
は
、
地
域

ぐ
る
み
の
生
活
排
水
対
策
、
下
水
道
整
備
、

合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
促
進
や
重
点
的
な

啓
発
活
動
に
よ
り
、
B
O
D
の
経
年
変
化

を
見
て
も
着
実
に
減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

大和川本川のＢＯＤ経年変化（本川８地点の平均値）

こ
れ
ま
で
の
取
組

2020 2010 2000

「
大
和
川
清
流
復
活
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」�

設
立

2008.11

「
な
ら
水
循
環
ビ
ジ
ョ
ン
」�

策
定

2010.6

「
大
和
川
流
域
に
お
け
る
総
合
治
水
の

推
進
に
関
す
る
条
例
」�

制
定

2017.10

「
奈
良
県
山
の
日
・�

川
の
日
条
例
」�
制
定

2008.7

「
森
林
環
境
税
」�
ス
タ
ー
ト

2006.4

「
地
域
の
河
川
サ
ポ
ー
ト
事
業
」�

ス
タ
ー
ト

2016.4
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﹁
大
和
川
流
域
総
合
治
水

推
進
条
例
﹂が
後
押
し

「鍵」
その1

　
　

奈
良
県
で
は
、
大
和
川
流
域
に
お
い
て
、

1
9
8
2
年
の
大
和
川
大
水
害
を
契
機
に
、

河
道
改
修
、
ダ
ム
の
整
備
等
の
治
水
対
策
、

た
め
池
の
治
水
利
用
、
雨
水
貯
留
浸
透
施

設
の
整
備
等
の
流
域
対
策
を
中
心
と
す
る

総
合
治
水
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。
し

か
し
、
社
会
情
勢
、
気
象
状
況
等
の
変
化

に
よ
り
、
新
た
な
課
題
が
発
生
し
て
き
た

こ
と
か
ら
、
課
題
を
克
服
す
る
た
め
の
総

合
治
水
の
取
組
を
一
層
強
化
す
る
と
と
も

に
、
総
合
治
水
の
取
組
を
体
系
的
に
実
施

す
る
こ
と
が
必
要
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
治
水
対
策
、
流
域
対
策
及
び
土

地
利
用
対
策
の
3
つ
の
対
策
を
中
心
と
す

る
大
和
川
流
域
に
お
け
る
総
合
治
水
を
推

進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
県
民
が
安
全
に
安

心
し
て
暮
ら
せ
る
社
会
を
実
現
す
る
た
め
、

2
0
1
7
年
に「
大
和
川
流
域
に
お
け
る

総
合
治
水
の
推
進
に
関
す
る
条
例
」が
制

定
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
条
例
で
は
、
降
っ
た
雨
を
河
川
に

安
全
に
流
す
た
め
の
河
川
整
備
や
維
持
管

理（
治
水
対
策
）、
降
っ
た
雨
が
一
気
に
流

れ
出
な
い
よ
う
に
、
防
災
調
整
池
、
雨
水

貯
留
浸
透
施
設
、
た
め
池
治
水
利
用
施
設
、

水
田
貯
留
施
設
な
ど
で
一
時
的
に
雨
を
貯

め
る
対
策（
流
域
対
策
）、
浸
水
の
お
そ
れ

の
あ
る
区
域
で
の
市
街
化
抑
制（
土
地
利

用
対
策
）に
取
り
組
む
こ
と
、
支
川
流
域

の
上
下
流
市
町
村
が
連
携
し
て
一
体
的
に

取
り
組
む
仕
組（
総
合
治
水
の
推
進
体
制
）

を
つ
く
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

大
和
川
清
流
復
活
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
で
流
域
連
携

「鍵」
その2大

和
川
は
、
か
つ
て
は
、
人
々
が
泳
い

だ
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
魚
が
生
息
す
る
奈
良

県
民
の
憩
い
の
場
で
し
た
が
、
高
度
経
済

成
長
と
と
も
に
劣
悪
な
水
質
と
な
り
、
全

国
の
河
川
水
質
ラ
ン
キ
ン
グ
ワ
ー
ス
ト
上

位
を
占
め
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

そ
こ
で
、
こ
の
状
況
を
改
善
し
清
流
を
取

り
戻
す
た
め
、
行
政
と
民
間
団
体
、
企
業

に
よ
る
清
流
復
活
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
開
始

さ
れ
、
2
0
0
8
年
に
大
和
川
清
流
復
活

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
本

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
は
、
水
質
改
善
の
た
め
、

次
の
よ
う
な
取
組
を
行
っ
て
い
ま
す
。

●�

水
質
の
現
状
調
査
と
水
質
汚
濁
負
荷

削
減
対
策
の
検
討
）

●
県
民
へ
の
情
報
発
信（
水
質
マ
ッ
プ
や

生
活
排
水
マ
ッ
プ
の
作
成
、
下
水
道
の

役
割
の
P
R
な
ど
）

●
支
川
ご
と
の
水
質
に
応
じ
た
取
組（
下

水
道
の
接
続
促
進
や
合
併
処
理
浄
化
槽

へ
の
転
換
促
進
、
浄
化
槽
設
置
整
備
補

助
の
促
進
な
ど
）

こ
れ
に
関
連
し
て
、
県
民
へ
の
生
活
排

水
対
策
の
呼
び
か
け
、大
和
川
一
斉
清
掃
・

佐
保
川
清
掃
等
の
イ
ベ
ン
ト
開
催
、
地
域

の
河
川
サ
ポ
ー
ト
事
業
、
浄
化
セ
ン
タ
ー

を
利
用
し
た
環
境
学
習
な
ど
様
々
な
活
動

を
行
っ
て
お
り
、
大
和
川
本
川
及
び
支
川

の
水
質
改
善
は
年
々
進
ん
で
き
て
い
ま
す
。

流域マネジメント、ここが「鍵」

大和川流域総合治水推進条例の概要

大和川清流ネットワークのウェブサイト及び一斉清掃案内チラシ



51 奈良県

﹁
地
域
の
河
川
サ
ポ
ー
ト
事
業
﹂で

川
づ
く
り
の
担
い
手
を
支
援

「鍵」
その3奈

良
県
で
は
、
2
0
1
6
年
度
に「
地

域
の
河
川
サ
ポ
ー
ト
事
業
」が
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。
県
が
管
理
し
て
い
る
河
川
で
、

草
刈
り
・
花
の
植
栽
・
清
掃
等
の
河
川
美

化
活
動
を
行
っ
て
い
る
団
体
に
対
し
、
報

償
金
等
を
通
じ
て
活
動
を
支
援
し
、
よ
り

良
い
河
川
空
間
を
創
出
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
い
ま
す
。

本
事
業
で
は
、3
つ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム（
憩

い
の
川
づ
く
り
プ
ロ
グ
ラ
ム
・
彩
り
花
づ

つ
み
プ
ロ
グ
ラ
ム
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援

プ
ロ
グ
ラ
ム
）に
よ
り
活
動
が
行
わ
れ
て

お
り
、
活
動
区
域
の
面
積
等
に
応
じ
た
報

償
金
の
支
給
、
障
害
・
賠
償
責
任
保
険
加

入
手
続
き
と
そ
の
費
用
の
負
担
、
サ
イ
ン

（
活
動
の
看
板
）の
設
置
な
ど
の
支
援
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

水
循
環
の
源
を

﹁
森
林
環
境
税
﹂で
保
全

「鍵」
その4近

年
、
森
林
の
荒
廃
が
進
み
つ
つ
あ
る

中
で
、
森
林
の
も
つ
公
益
的
機
能
に
関
す

る
様
々
な
影
響
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

森
林
環
境
を
保
全
す
る
た
め
に
は
、
新
た

な
施
策
を
行
う
必
要
が
あ
り
、
そ
の
た
め

の
新
た
な
財
源
と
し
て「
森
林
環
境
税
」が

導
入
さ
れ
ま
し
た
。

森
林
は
県
民
全
体
に
対
し
幅
広
い
公
益

的
機
能
を
果
た
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
県

民
全
体
に
幅
広
く
負
担
し
て
い
た
だ
く
と

い
う
考
え
方
に
基
づ
き
、
既
存
の
税
で
あ

る「
県
民
税
均
等
割
」に
上
乗
せ
す
る「
超

過
課
税
」と
い
う
方
法
に
よ
り
課
税
さ
れ

ま
す
。
税
収
は
、
山
村
地
域
の
森
林
環
境

の
保
全
と
と
も
に
、
平
野
部
あ
る
い
は
そ

の
周
辺
に
お
け
る
里
山
林
な
ど
の
身
近
な

森
林
の
保
全
な
ど
の
た
め
に
活
用
さ
れ
て

い
ま
す
。

大
和
川
の
水
質
が

着
実
に
改
善

水
循
環
ビ
ジ
ョ
ン
に
お
け
る
取
組
の
一

つ
に
も
な
っ
て
い
る
大
和
川
の
水
質
改
善

活
動
の
効
果
に
つ
い
て
、
2
0
1
7
年
度

時
点
で
、
大
和
川
で
は
、
21
の
環
境
基
準

点
の
う
ち
、
19
地
点
で
環
境
基
準
を
達
成

し
ま
し
た
。

ま
た
、
重
点
対
策
支
川
と
し
て
選
定
さ

れ
た
8
つ
の
支
川
の
う
ち
、
4
河
川
で
は

目
標
を
達
成
し
ま
し
た
が
、
他
の
4
河
川

で
は
未
達
成
と
な
り
ま
し
た
。
大
和
川
清

流
復
活
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
は
、
今
後
の
水

質
改
善
に
向
け
た
対
策
に
つ
い
て
、
支
川

部
会
を
設
立
し
て
、
流
域
・
地
域
別
の
特

徴
を
把
握
し
た
う
え
で
、
効
果
的
な
対
策

を
検
討
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

（
大
和
川
清
流
復
活
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
第

14
回
会
議
資
料
よ
り
）

活動の�
効　果

「地域の河川サポート事業」による取組例

「森林環境税」の仕組

目標達成河川（菩提川）と未達成河川（葛城川）の例
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6
case

徳島県

“OUR（あわ）の水”を未来へ紡ぐ
県民総ぐるみで流域水管理を推進

とくしま協働の森づくり事業

【課　題】� 総合的取組
【主　体】� 徳島県
【連絡先】� �徳島県県土整備部
　　　　　水管理政策課

Profile

近
年
、
人
口
構
造
の
変
化
や
気
候
変
動
等
の
多

様
な
要
因
が
河
川
流
域
の
水
循
環
に
変
化
を
生
じ

さ
せ
、
更
に
深
刻
な
水
災
害
の
発
生
が
懸
念
さ
れ

て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、
徳
島
県
で
は
２
０
１
６
年

に「
徳
島
県
治
水
及
び
利
水
等
流
域
に
お
け
る
水

管
理
条
例
」を
制
定
、
ま
た
こ
の
条
例
に
基
づ
き

「
と
く
し
ま
流
域
水
管
理
計
画
」を
２
０
１
８
年
に

策
定
し
ま
し
た
。

計
画
の
推
進
に
あ
た
っ
て
は
、
県
民
総
ぐ
る
み

で
取
り
組
む
た
め
に
、
協
議
会
、
委
員
会
、
懇
談

会
な
ど
多
様
な
会
議
体
か
ら
な
る「
未
来
へ
紡
ぐ

Ｏ
Ｕ
Ｒ（
あ
わ
）の
水
会
議
」を
設
置
し
、
県
民
、
事

業
者
、
教
育
機
関
、
行
政
等
の
多
様
な
主
体
が
メ

ン
バ
ー
と
な
り
、
連
携
強
化
を
図
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
多
様
な
主
体
と
連
携
し
た
取
組
を
推
進

す
る
た
め
の
体
制
づ
く
り
に
つ
い
て
も
、
既
存
の

制
度
や
施
策
も
活
用
し
、
地
域
の
特
徴
を
生
か
し

た
様
々
な
事
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

徳島県



53 徳島県

治
水
の
上
に
利
水
が
成
り
立
つ

徳
島
県
の
吉
野
川
流
域
で
は
、
豊
か
な

水
と
流
域
一
帯
の
肥
沃
な
土
壌
が
阿
波
藍

を
は
じ
め
と
す
る
文
化
を
は
ぐ
く
ん
で
き

た
も
の
の
、
古
く
か
ら
浸
水
被
害
に
も
苦

し
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。
那
賀
川
流
域
で

も
、
洪
水
や
渇
水
に
長
年
に
わ
た
っ
て
見

舞
わ
れ
、
水
に
関
わ
る
労
苦
の
歴
史
が
積

み
重
ね
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

ま
た
、
県
内
で
は
、
人
口
構
造
の
変
化
、

地
球
温
暖
化
に
伴
う
気
候
変
動
な
ど
に
よ

り
、
更
に
深
刻
な
洪
水
や
渇
水
の
発
生
が

懸
念
さ
れ
る
な
ど
、
水
問
題
は
、
新
し
い

局
面
を
迎
え
て
お
り
、
新
た
な
次
元
の
水

管
理
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
背
景
を
踏
ま
え
、「
治
水

の
上
に
利
水
が
成
り
立
つ
」と
の
考
え

の
下
、
英
知
を
結
集
し
た
総
合
的
な
水

管
理
に
総
力
を
挙
げ
て
取
り
組
む
た
め
、

２
０
１
６
年
に「
徳
島
県
治
水
及
び
利
水

等
流
域
に
お
け
る
水
管
理
条
例
」が
制
定

さ
れ
ま
し
た
。

「
と
く
し
ま
流
域
水
管
理
計
画
」は
、
同

条
例
に
基
づ
き
、
流
域
に
お
け
る
水
管
理

を
総
合
的
か
つ
計
画
的
に
推
進
す
る
た

め
、
県
民
、
事
業
者
、
教
育
機
関
、
学
識

経
験
者
や
行
政
機
関
等
と
連
携
し
て
、
流

域
の
自
然
的
、
歴
史
的
、
社
会
的
、
文
化

的
な
特
性
を
重
視
し
つ
つ
、
県
下
全
域
に

お
け
る
水
管
理
に
関
す
る
計
画
と
し
て

２
０
１
８
年
に
策
定
さ
れ
ま
し
た
。

流
域
全
体
を
包
括
し
た
新
次
元
の
水
管
理

水
管
理
計
画
で
は
、
歴
史
を
踏
ま
え
て
、

目
指
す
べ
き
流
域
の
将
来
像
を「
永
久（
と

わ
）に
続
く
、
夢
と
希
望
が
膨
ら
む『
Ｏ
Ｕ

Ｒ（
あ
わ
）の
水
』社
会
」と
し
、
こ
れ
を
実

現
す
る
た
め
、
条
例
で
定
め
た
治
水
、
利

水
、
水
循
環
及
び
環
境
、
災
害
対
応
、
水

教
育
の
５
つ
の
柱
ご
と
に
様
々
な
施
策
を

流
域
水
管
理
プ
ラ
ン
と
し
て
と
り
ま
と
め

て
い
ま
す
。

水
管
理
の
視
点
と
し
て
は
、「
ま
ち
を

創
る
」、「
人
を
育
て
る
」、「
活
力
を
生
み

出
す
」の
３
つ
の
視
点
を
持
っ
て
、「
新
次

元
の
水
管
理
」を
展
開
す
る
こ
と
が
掲
げ

ら
れ
て
い
ま
す
。

施
策
を
展
開
し
、
将
来
像
を
実
現
す
る

た
め
に
、「
県
民
総
ぐ
る
み
」で
取
り
組
む

推
進
体
制
が
構
築
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

中
心
と
な
る
の
が
、「
未
来
へ
紡
ぐ
Ｏ
Ｕ

Ｒ（
あ
わ
）の
水
会
議
」で
、
県
民
、
事
業

者
、
教
育
機
関
、
行
政
等
の
多
様
な
主
体

が
メ
ン
バ
ー
と
な
り
、
連
携
強
化
を
図
っ

て
い
く
も
の
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
会
議

は
、
協
議
会
、
委
員
会
、
懇
談
会
な
ど
、
多

様
な
会
議
体
か
ら
構
成
さ
れ
る
こ
と
も
特

徴
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
多
様
な
主
体
と
連
携
し
た
取
組

を
推
進
す
る
た
め
、
リ
バ
ー
ア
ド
プ
ト
制

度
、
か
わ
普
請
、
と
く
し
ま
協
働
の
森
づ

く
り
事
業
な
ど
、
徳
島
県
に
お
け
る
既
存

の
制
度
も
上
手
に
活
用
す
る
と
と
も
に
、

利
水
サ
ポ
ー
ト
団
体
認
定
制
度
な
ど
新
し

い
取
組
も
行
っ
て
い
ま
す
。

今も残る洪水時の避難用の上げ舟
「とくしま流域水管理計画」の５つの将来目標の実現に
向けた対応策を「流域水管理プラン」として推進

こ
れ
ま
で
の
取
組

2020 2010 2000

「
と
く
し
ま
協
働
の
森
づ
く
り
事
業
」�

発
足

2009.6

「
か
わ
普
請
事
業
」�

発
足

2011

「
と
く
し
ま
流
域
水
管
理
計
画
」�

策
定

2017.10

「
徳
島
県
治
水
及
び
利
水
等
流
域
に

お
け
る
水
管
理
条
例
」�

制
定

2016.12

「
徳
島
県
地
球
温
暖
化
対
策
推
進
条
例
」

「
徳
島
県
食
料
・
農
林
水
産
業
・
農
山
漁

村
基
本
条
例
」

2009.4

「
徳
島
Ｏ
Ｕ
Ｒ
リ
バ
ー
ア
ド
プ
ト
事
業
」�

発
足

2001.9
「
利
水
サ
ポ
ー
ト
団
体
認
定
制
度
」�

発
足

2017.7

「
未
来
へ
紡
ぐ
Ｏ
Ｕ
Ｒ（
あ
わ
）の
水
会
議
」�

設
立

2017.12
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流
域
水
管
理
条
例
で
基
本

理
念
を
共
有

「鍵」
その1

　
　

「
徳
島
県
治
水
及
び
利
水
等
流
域
に
お

け
る
水
管
理
条
例
」で
は
次
の
3
つ
の
基

本
理
念
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

●
県
民
の
安
全
・
安
心
が
確
保
で
き
る
強

靭
な
県
土
づ
く
り

●
治
水
対
策
を
最
優
先
と
し
、
県
民
が
健

全
な
水
循
環
の
恩
恵
を
最
大
限
に
享
受

で
き
る
社
会
づ
く
り

●
水
教
育
を
推
進
し
、
流
域
全
体
で
総
合

的
か
つ
一
体
的
に
取
り
組
む
水
管
理

ま
た
、
基
本
理
念
に
則
っ
た
県
民
、
用

水
利
用
者
及
び
水
利
使
用
者
の
役
割
や

県
の
責
務
を
定
め
る
と
と
も
に
、
知
事
は
、

流
域
に
お
け
る
水
管
理
を
総
合
的
か
つ
計

画
的
に
推
進
す
る
た
め
、
県
全
域
及
び
規

則
で
定
め
る
流
域
ご
と
に
流
域
水
管
理
計

画
を
県
民
、
学
識
経
験
者
、
関
係
行
政
機

関
そ
の
他
の
関
係
者
の
意
見
を
反
映
さ
せ

定
め
る
も
の
と
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
、
6
月
5
日
を「
徳
島
県
水
防
の
日
」

と
す
る
こ
と
も
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

基
本
理
念
の
実
現
に
向
け
て
推
進
す
る

施
策
は
、治
水
、利
水
、水
循
環
及
び
環
境
、

災
害
対
応
、
水
教
育
の
5
つ
の
柱
で
構
成

さ
れ
、
次
の
と
お
り
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

●
生
命
を
守
る
こ
と
を
最
優
先
と
し
た
事

前
防
災
・
減
災
対
策

●
戦
略
的
な
水
利
用
及
び
異
常
渇
水
へ
の

事
前
対
策

●
健
全
な
水
循
環
と
多
様
な
生
態
系
の
保

全
・
回
復
の
も
と
で
の
流
域
づ
く
り
・

ま
ち
づ
く
り

●
あ
ら
ゆ
る
災
害
を
想
定
し
て
強
靭
な
県

土
づ
く
り
に
よ
る
防
災
能
力
の
向
上

●
治
水
・
利
水
の
歴
史
や
水
循
環
の
重
要

性
等
に
関
す
る
水
教
育
の
推
進

こ
れ
ら
は
、
県
が
目
指
す
新
次
元
の
水

管
理
の
羅
針
盤
と
な
っ
て
い
ま
す
。

森
づ
く
り
か
ら
水
を
守
る

﹁
協
働
の
森
づ
く
り
事
業
﹂

「鍵」
その2徳

島
県
で
は「
徳
島
県
地
球
温
暖
化
対

策
推
進
条
例
」（
現
在
は
、「
徳
島
県
脱
炭

素
社
会
の
実
現
に
向
け
た
気
候
変
動
対

策
推
進
条
例
」）と「
徳
島
県
食
料
・
農

林
水
産
業
・
農
山
漁
村
基
本
条
例
」が

２
０
０
９
年
４
月
に
施
行
さ
れ
、
こ
れ
に

伴
う
森
林
・
林
業
部
門
で
の
取
組
と
し

て
２
０
０
９
年
６
月
よ
り「
と
く
し
ま
協

働
の
森
づ
く
り
事
業
」が
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。
高
い
環
境
意
識
を
持
つ
企
業
や
団

体
が
、
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
協
定
に
基
づ

き
県
内
の
未
整
備
森
林
の
整
備
に
必
要
な

経
費
の
一
部
を「
緑
の
募
金（
使
途
限
定
募

金
）」と
し
て
負
担
し
て
い
ま
す
。

降
水
を
貯
留
し
、
河
川
へ
流
れ
込
む
水

の
量
を
平
準
化
・
安
定
化
す
る
か
ん
養
機

能
を
有
す
る
森
林
の
面
積
が
、
徳
島
県
で

は
79
％
を
占
め
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
豊

か
な
森
林
を
回
復
・
維
持
す
る
継
続
的
な

活
動
に
よ
り
、
か
ん
養
機
能
の
保
全
が
期

待
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
協
働
の
森
づ
く

り
事
業
は
、「
と
く
し
ま
流
域
水
管
理
計

画
」に
お
け
る
水
の
か
ん
養
機
能
の
維
持
・

向
上
に
向
け
た
施
策
と
し
て
も
位
置
付
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
企
業
や
一
般
の
家
庭
か
ら
排
出

す
る
二
酸
化
炭
素
の
う
ち
、
自
身
で
削
除

で
き
な
い
部
分
を
間
伐
や
植
林
な
ど
の
森

林
整
備
に
よ
り
埋
め
合
わ
せ
る「
カ
ー
ボ

ン
オ
フ
セ
ッ
ト
」の
仕
組
が
モ
デ
ル
的
に

組
み
入
れ
ら
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
森

づ
く
り
イ
ベ
ン
ト
が
、
地
域
交
流
の
場
と

し
て
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。
２
０
２
０
年

２
月
時
点
で
は
、
１
５
８
の
企
業
・
団
体

が
参
加
し
て
い
ま
す
。

流域マネジメント、ここが「鍵」

「徳島県治水及び利水等流域における水管理
条例」の施行を記念し開催されたフォーラム
のパンフレット

「とくしま協働の森づくり事業」の紹介パンフレット
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リ
バ
ー
ア
ド
プ
ト
制
度
で

川
づ
く
り
の
担
い
手
を
応
援

「鍵」
その3徳

島
O
U
R
リ
バ
ー
ア
ド
プ
ト
事
業
は
、

徳
島
県
が
管
理
し
て
い
る
河
川
を
対
象

に
、
企
業
・
団
体
が
清
掃
美
化
活
動
を
行

う
制
度
で
す
。
活
動
は
延
長
1
0
0
メ
ー

ト
ル
以
上
、
年
3
回
以
上
実
施
す
る
こ
と

に
な
っ
て
お
り
、
参
加
す
る
と
、
対
象
区

間
に
各
団
体
の
名
称
を
表
示
す
る
サ
イ
ン

ボ
ー
ド
が
設
置
さ
れ
、
ゴ
ミ
袋
等
が
提
供

さ
れ
ま
す
。

制
度
は
、
2
0
0
1
年
に
ス
タ
ー
ト

し
、
発
足
時
の
参
加
団
体
数
は
11
、
登
録

人
員
は
8
3
2
人
、
ア
ド
プ
ト
の
距
離
は

39
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
で
し
た
が
、
2
0
1
8

年
度
の
参
加
団
体
数
は
72
、
登
録
人
員
は

3
3
1
0
人
、
ア
ド
プ
ト
の
距
離
は
95
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
に
及
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
、
清
掃
活
動
か
ら
さ
ら
に
進
ん
で
、

住
民
に
よ
る
地
域
の
た
め
の
河
川
環
境
づ

く
り
が
で
き
る
か
わ
普
請
事
業
の
取
組
も

行
わ
れ
て
い
ま
す
。

節
水
・
渇
水
対
策
の
担
い
手
を
支
援

﹁
利
水
サ
ポ
ー
ト
団
体
認
定
制
度
﹂

「鍵」
その4利

水
サ
ポ
ー
ト
団
体
は「
徳
島
県
治
水

及
び
利
水
等
流
域
に
お
け
る
水
管
理
条

例
」で
位
置
づ
け
ら
れ
て
お
り
、
国
や
県
等

と
連
携
し
て
、
節
水
や
渇
水
対
策
の
推
進

に
取
り
組
む
企
業
や
学
校
等
の
団
体
で
す
。

各
団
体
は
、
次
の
よ
う
な
活
動
に
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。

●
国
、
県
及
び
市
町
村
が
取
り
組
む
節
水

及
び
渇
水
対
策
へ
の
協
力

●
節
水
及
び
渇
水
対
策
に
必
要
な
器
具
、

資
材
又
は
設
備
の
保
管
及
び
提
供

●
節
水
、
渇
水
対
策
及
び
再
生
水
等
の
利

用
に
関
す
る
情
報
又
は
資
料
の
収
集
及

び
提
供
、
調
査
研
究
並
び
に
知
識
の
普

及
啓
発

2
0
1
9
年
12
月
時
点
の
利
水
サ
ポ
ー

ト
団
体
数
は
9
つ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

活動の�
効　果

水
管
理
に
お
け
る

将
来
の
展
望

「
と
く
し
ま
流
域
水
管
理
計
画
」で
は
、

「
徳
島
県
の
人
と
水
と
の
関
わ
り
と
歴
史
」

と「
水
管
理
に
お
け
る
現
状
と
課
題
」を
踏

ま
え
、
徳
島
県
が
目
指
す
べ
き
流
域
の
将

来
像
を
、「
永
久（
と
わ
）に
続
く
、
夢
と
希

望
が
膨
ら
む『
O
U
R
（
あ
わ
）の
水
』社

会
」と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
水
管
理
計
画

は
2
0
1
8
年
12
月
に
策
定
さ
れ
た
ば
か

り
で
す
が
、
目
指
す
べ
き
将
来
像
を
実
現

す
る
た
め
、
条
例
で
定
め
た「
治
水
」、「
利

水
」、「
水
循
環
及
び
環
境
」、「
災
害
対
応
」、

「
水
教
育
」の
5
つ
の
柱
毎
に
具
体
的
な
将

来
像
を
掲
げ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
将
来
像
に
向

け
て
実
施
す
る
施
策
を
推
進
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、2
0
1
5
年
9
月
に
S
D
G
s（
持

続
可
能
な
開
発
目
標
）が
国
連
で
採
択
さ

れ
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
施
策
の
推
進
に
よ

り
、
S
D
G
s
の
目
標
達
成
に
近
づ
く
と

と
も
に
、
持
続
可
能
な
社
会
の
実
現
に
も

寄
与
し
て
い
く
こ
と
が
取
組
の
効
果
と
し

て
期
待
さ
れ
ま
す
。

リバーアドプト制度の仕組

「とくしま流域水管理計画」の将来展望

利水サポート団体認定制度の仕組
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7
case

仁淀川流域（高知県）

子どもたちの笑顔を育む仁淀川
住民・企業・行政で清流を再生

子ども水辺安全講座

【課　題】� 水環境保全
【主　体】� 高知県
【連絡先】� 高知県林業振興・環境部
�　　　　��環境共生課

Profile

仁
淀
川
は
、
全
国
で
も
指
折
り
の
川
遊
び
の

メ
ッ
カ
と
し
て
親
し
ま
れ
、「
仁
淀
ブ
ル
ー
」が
観

光
の
目
玉
と
な
る
な
ど
、
特
に
夏
場
に
は
多
く
の

人
々
が
キ
ャ
ン
プ
や
水
遊
び
な
ど
に
訪
れ
て
い
ま

す
。
し
か
し
な
が
ら
、
近
年
の
仁
淀
川
は
、
昔
と

比
べ
る
と
決
し
て
豊
か
な
川
と
は
言
い
難
い
状

態
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、
高
知
県
で
は
、

仁
淀
川
を
昔
の
よ
う
な
清
流
へ
と
再
生
し
て
後
世

に
引
き
継
い
で
い
く
た
め「
仁
淀
川
清
流
保
全
計

画
」を
策
定
し
ま
し
た
。
ま
た
、
計
画
を
具
体
的
に

推
進
す
る
た
め
に
流
域
住
民
、
団
体
、
事
業
者
及

び
行
政
で
構
成
す
る「
仁
淀
川
清
流
保
全
推
進
協

議
会
」を
立
ち
上
げ
、
流
域
全
体
が
一
体
と
な
っ

て
知
恵
を
絞
り
、
流
域
資
源
を
有
効
活
用
し
な
が

ら
、
連
携
を
活
か
し
た
保
全
活
動
を
推
進
し
て
い

ま
す
。
保
全
活
動
で
は
、「
協
働
の
川
づ
く
り
パ
ー

ト
ナ
ー
ズ
協
定
」に
よ
る
協
賛
金
を
活
用
し
、
流

域
住
民
が
参
加
し
や
す
い
多
様
な
取
組
が
実
施
さ

れ
て
い
ま
す
。

仁淀川流域
高知県
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仁
淀
川
保
全
計
画
策
定
の
背
景

仁
淀
川
の
水
は
、
生
活
用
水
や
農
業
用

水
と
し
て
使
わ
れ
る
ほ
か
、
製
紙
業
等
の

特
徴
あ
る
地
場
産
業
を
も
育
ん
で
き
ま
し

た
。
ま
た
、
キ
ャ
ン
プ
や
ア
ユ
漁
な
ど
で

地
域
住
民
に
も
親
し
ま
れ
て
い
る
生
活
に

密
着
し
た
川
で
す
。
一
方
、
人
口
が
集
中

し
、
産
業
が
発
達
し
た
下
流
部
で
は
水
質

汚
濁
が
問
題
と
な
り
、
水
質
保
全
の
重
要

性
が
高
ま
っ
て
き
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
背
景
を
受
け
、「
高
知
県

清
流
保
全
条
例
」と
そ
の
規
定
に
よ
る

「
高
知
県
清
流
保
全
基
本
方
針
」に
基
づ

き
、「
第
一
次
仁
淀
川
清
流
保
全
計
画
」が

１
９
９
９
年
に
策
定
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
汚
濁
負
荷
量
の
削
減
が
主
体

で
あ
っ
た「
高
知
県
清
流
保
全
基
本
方
針
」

が
２
０
０
６
年
に
見
直
さ
れ
、
健
全
な
水

循
環
と
し
て
清
流
を
保
全
・
再
生
し
て
い

く
た
め
の
新
た
な
取
組
を
加
え
た
内
容
に

改
正
さ
れ
、清
流
の
保
全
に
向
け
て
、住
民
、

団
体
、
事
業
者
、
専
門
家
が
協
働
し
て
流

域
全
体
で
取
り
組
む
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

こ
の
改
正
を
受
け
て
、「
第
一
次
仁
淀

川
清
流
保
全
計
画
」が
住
民
参
加
の
視
点

で
、
今
日
的
な
課
題
に
も
対
応
で
き
る
も

の
へ
と
見
直
さ
れ
、
２
０
１
０
年
に「
第

二
次
仁
淀
川
清
流
保
全
計
画
」が
策
定
さ

れ
、
さ
ら
に
２
０
１
５
年
に
見
直
し
改
訂

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

仁
淀
川
清
流
保
全
計
画
の
推
進
体
制

仁
淀
川
流
域
で
は
、
多
く
の
住
民
や
活

動
団
体
に
よ
り
、
清
流
保
全
の
た
め
の

様
々
な
活
動
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

れ
ら
の
活
動
の
輪
が
流
域
全
体
へ
と
広
が

り
、
地
域
間
で
共
有
し
て
い
く
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
清
流
保
全
の

た
め
に
は
、
住
民
・
団
体
・
企
業
・
行
政

が
連
携
し
て
、
共
通
認
識
の
も
と
で
、
取

組
を
進
め
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
す
。

こ
の
た
め
、
流
域
全
体
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
で
結
び
、
住
民
・
団
体
・
事
業
者
・
学

識
経
験
者
・
行
政
等
で
組
織
す
る「
仁
淀
川

清
流
保
全
推
進
協
議
会
」が
組
織
さ
れ
、
そ

れ
ぞ
れ
の
役
割
を
明
確
に
し
、
意
見
が
で
き

る
場
と
し
て
の
機
能
を
持
ち
な
が
ら
、「
仁

淀
川
清
流
保
全
計
画
」の
実
行
及
び
進
捗
状

況
の
把
握
と
検
証
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

仁淀川清流保全推進協議会の構成

第２次仁淀川清流保全計画の概要

こ
れ
ま
で
の
取
組

2020 2010 1990

「
第
１
次
仁
淀
川
清
流
保
全
計
画
」�

策
定

1999.3

「
高
知
県
清
流
保
全
条
例
」�

制
定

1989.12

「
仁
淀
川
流
域
交
流
会
議
」�
発
足

2001

「
高
知
県
清
流
保
全
基
本
方
針
」�

改
正

2006.3

「
第
２
次
仁
淀
川
清
流
保
全
計
画
」�

策
定

2010.3

「
仁
淀
川
清
流
保
全
推
進
協
議
会
」�

発
足

2010.6

「
第
１
回�

仁
淀
川
一
斉
清
掃
」�

開
催

2011.10

「
第
１
回
仁
淀
川
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」�

開
催

2012.2

「
第
２
次
仁
淀
川
清
流
保
全
計
画
」�（
改
訂

版
）策
定

2015.3
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役
割
分
担
に
基
づ
い
た

具
体
的
な
取
組

「鍵」
その1

　
　

仁
淀
川
清
流
保
全
推
進
協
議
会
で
は
、

全
体
会
の
下
に
部
会
、
ワ
ー
キ
ン
グ
グ

ル
ー
プ
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。

仁
淀
川
が
抱
え
る
課
題
の
中
に
は
、
上

流
域
と
河
口
域
と
で
は
異
な
る
も
の
も
あ

り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
流
域
内
を
5
つ
の
ブ

ロ
ッ
ク
に
分
け
た
部
会
が
設
置
さ
れ
て
い

ま
す
。
部
会
に
は
地
域
で
清
流
保
全
活
動

に
取
り
組
ん
で
い
る
住
民
団
体
の
方
を
中

心
に
、
地
域
ご
と
の
課
題
の
共
有
、
課
題
解

決
に
向
け
た
検
討
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
で
は
、

仁
淀
川
清
流
保
全
計
画
の
テ
ー
マ
に
基

づ
き
、「
子
ど
も
た
ち
を
川
に
呼
び
戻
す

W
G
」「
美
し
い
景
観
を
保
全
す
る
W
G
」

の
2
つ
が
立
ち
上
が
り
、
検
討
が
進
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

「
子
ど
も
た
ち
を
川
に
呼
び
戻
す
W
G
」

で
は
、
川
の
安
全
対
策
に
つ
い
て
教
え
ら

れ
る
指
導
者
の
育
成
と
、
育
成
し
た
指
導

者
の
連
携
の
仕
組
み
づ
く
り
を
中
心
に
取

り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

協
議
会
が「
子
ど
も
た
ち
を
川
へ
呼
び

戻
す
」た
め
に
親
子
で
川
に
ふ
れ
合
う
行

事
の
充
実
・
広
報
に
取
り
組
む
中
、
子
ど

も
た
ち
が
川
に
行
く
こ
と
を
禁
止
し
て
い

る
か
ら
と
、
あ
る
小
学
校
か
ら
チ
ラ
シ
の

配
布
を
断
ら
れ
た
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。

「
学
校
の
先
生
自
身
が
子
ど
も
の
頃
に
川

で
遊
ん
だ
経
験
が
無
く
、
川
の
ど
こ
が
危

険
か
知
ら
な
い
こ
と
が
背
景
に
あ
り
、
ま

ず
は
川
の
行
事
に
安
心
し
て
参
加
で
き
る

よ
う
な
体
制
が
必
要
で
は
」と
い
っ
た
意

見
を
も
と
に
川
の
指
導
者
育
成
に
取
り
組

む
こ
と
と
し
、「
川
の
安
全
教
室
i
n
仁

淀
川
」が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、「
美
し
い
景
観
を
保
全
す
る

W
G
」で
は
、「
ご
み
を
拾
う
清
掃
活
動
だ

け
で
な
く
、
ご
み
を
捨
て
な
い「
場
づ
く

り
」や「
人
づ
く
り
」が
必
要
で
は
」と
い
う

意
見
を
も
と
に
、「
ご
み
勉
強
会
」の
実
施

に
向
け
た
検
討
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
検

討
を
も
と
に
実
施
し
た
モ
ニ
タ
ー
テ
ス

ト
で
は
、
楽
し
み
な
が
ら
ご
み
拾
い
を
し
、

自
分
自
身
の
生
活
と
ご
み
の
関
わ
り
に
つ

い
て
考
え
る
き
っ
か
け
づ
く
り
に
つ
な
が

る
工
夫
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

７
市
町
村
が
連
携
す
る

仁
淀
川
流
域
交
流
会
議

「鍵」
その2仁

淀
川
流
域
交
流
会
議
は
、
仁
淀
川
流

域
の
保
全
と
流
域
圏
の
活
性
化
を
図
る
た

め
に
設
置
さ
れ
た
組
織
で
、
仁
淀
川
沿
川

の
市
町
村（
仁
淀
川
町
・
越
知
町
・
佐
川

町
・
日
高
村
・
い
の
町
・
土
佐
市
・
高
知

市
）で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

交
流
会
議
で
は
、「
伝
統
文
化
、
技
能
・
技

術
の
継
承
・
発
展
」、「
内
外
の
多
様
な
交
流

促
進
」、「
自
然
環
境
の
保
全
・
再
生
」を
基
本

方
針
と
し
て
取
組
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

取
組
例
と
し
て
、
仁
淀
川
流
域
活
性
化

補
助
金
を
創
設
し
、
仁
淀
川
の
地
域
づ
く

り
を
行
っ
た
事
業
に
対
し
て
の
支
援
の
実

施
、
ま
た
、
仁
淀
川
漁
業
協
同
組
合
と
協

働
し
て
、
仁
淀
川
の
自
然
へ
の
理
解
を
深

め
、環
境
保
全
の
大
切
さ
を
体
感
す
る「
仁

淀
川
親
子
ふ
れ
あ
い
バ
ス
ツ
ア
ー
」を
毎

年
実
施
し
て
い
る
ほ
か
、
仁
淀
川
漁
業
協

同
組
合
と
の
共
催
で
、
仁
淀
川
の
良
好
な

河
川
環
境
の
維
持
・
保
全
・
再
生
へ
の
取

組
を
考
え
る「
仁
淀
川
の
森
と
水
を
考
え

る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」な
ど
が
毎
年
開
催
さ

れ
て
い
ま
す
。

流域マネジメント、ここが「鍵」

仁淀川親子ふれあいバスツアー

川の安全教室in仁淀川

仁淀川流域交流会議の組織と事業

「ごみ勉強会」モニターテスト



59 仁淀川流域（⾼知県）

協
働
の
川
づ
く
り
事
業
で

企
業
と
連
携

「鍵」
その3高

知
県
の
森
林
率
は
全
国
一
の
84
%
と

な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
か
け
が
え
の
な
い

財
産
を
守
る
た
め
、
環
境
先
進
企
業
・
市

町
村
等
・
高
知
県
の
間
で
協
定
を
締
結
し
、

荒
廃
が
進
む
森
林
を
再
生
し
、
C
O
2
の

吸
収
を
促
進
す
る「
協
働
の
森
づ
く
り
事

業
」が
実
施
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
取

組
を
、
川
や
海
の
再
生
、
ま
た
、
山
・
川
・

海
を
連
動
さ
せ
た
自
然
再
生
・
保
護
活
動

の
支
援
に
も
広
げ
た
の
が「
協
働
の
川
づ

く
り
事
業
」で
、
仁
淀
川
流
域
を
対
象
と

し
た
協
定
は
2
件
あ
り
ま
す
。

そ
の
う
ち
1
件
は
仁
淀
川
流
域
交
流
会

議
に
寄
付
さ
れ
、「
仁
淀
川
流
域
山
林
保

全
育
成
の
会
」に
よ
る
植
樹
や
仁
淀
川
清

流
保
全
推
進
協
議
会
の
仁
淀
川
一
斉
清
掃

や
川
の
安
全
教
室
i
n
仁
淀
川
等
、
仁
淀

川
流
域
の
清
流
保
全
に
つ
な
が
る
活
動
の

支
援
に
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
も
う
1
件
は
、
子
ど
も
た
ち
の

環
境
教
育
に
活
用
し
て
欲
し
い
と
の
協
定

締
結
企
業
の
意
向
に
基
づ
き
、
仁
淀
川
清

流
保
全
推
進
協
議
会
が
実
施
す
る
環
境
学

習
で
使
用
す
る
パ
ネ
ル
や
子
ど
も
用
ラ
イ

フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
の
購
入
に
活
用
さ
れ
て
い

ま
す
。

活動の�
効　果

連
携
・
協
働
に
よ
る

清
流
保
全
へ

2
0
1
7
年
か
ら

取
り
組
ん
で
き
た「
川
の
安
全
教
室
i
n

仁
淀
川
」で
育
成
し
た
川
の
指
導
者
は
9

名
に
な
り
ま
し
た
。
川
で
の
安
全
管
理
が

で
き
る
体
制
が
取
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ

と
か
ら
、
2
0
1
9
年
か
ら
川
で
活
動
す

る
楽
し
さ
と
、
そ
こ
に
潜
む
危
険
性
に
つ

い
て
学
習
し
て
も
ら
い
、
危
険
予
知
な
ど

水
辺
で
の
事
故
を
回
避
す
る
方
法
を
身
に

つ
け
て
も
ら
う「
子
ど
も
水
辺
安
全
講
座
」

が
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
川
の
指
導
者
間
の
情
報
交
換
が

で
き
る
仕
組
み
づ
く
り
を
行
っ
た
こ
と
で
、

そ
れ
ぞ
れ
が
実
施
す
る
川
で
の
体
験
活
動

へ
の
協
力
体
制
の
構
築
に
も
つ
な
が
っ
て

い
ま
す
。

協
働
の
川
づ
く
り
事
業
の
協
賛
金
に
よ

り
実
施
す
る
仁
淀
川
一
斉
清
掃
や
植
樹
に

は
、
清
流
保
全
活
動
に
関
心
の
あ
る
方
が

気
軽
に
参
加
で
き
る
事
業
と
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
流
域
住
民
は
も
と
よ
り
、
協
定

締
結
企
業
の
社
員
の
方
が
毎
年
参
加
さ
れ

て
い
ま
す
。

仁
淀
川
流
域
交
流
会
議
や
協
定
締
結

企
業
の
支
援
を
受
け
て
、
仁
淀
川
を
知
り
、

楽
し
み
、
保
全
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
取
組
が

流
域
内
の
多
様
な
主
体
に
よ
り
実
施
さ
れ
、

興
味
を
持
っ
た
住
民
が
参
加
し
、
仁
淀
川

に
つ
い
て
の
気
づ
き
を
得
る
。
そ
の
積
み

重
ね
が
清
流
仁
淀
川
を
後
世
に
引
き
継
ぐ

こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
き
ま
す
。

水生生物調査

環境学習用パネル

協働の川づくり事業の仕組み

「仁淀川流域山林保全育成の会」による植樹

仁淀川一斉清掃
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8
case

熊本地域11市町村（熊本県）

世界に誇る地下水を未来に伝える
市民・事業者・行政協働による地下水保全対策

公益財団法人くまもと地下水財団が実施する水田オーナー制度での田植えの様子

【課　題】� 地下水保全
【主　体】� 公益財団法人くまもと地下水財団
　　　　　熊本県、熊本地域11市町村
【連絡先】� 熊本市環境局環境推進部
　　　　　水保全課

Profile

阿
蘇
外
輪
山
西
麓
か
ら
熊
本
平
野
及
び
そ
の
周

辺
台
地
に
広
が
る
熊
本
市
を
含
む
11
市
町
村
か
ら

な
る
熊
本
地
域
は
豊
富
な
地
下
水
の
恩
恵
を
受
け

て
お
り
、
そ
の
水
道
水
源
の
ほ
ぼ
全
て
を
地
下
水

で
賄
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
こ
の
清
ら
か
な
地

下
水
は
地
域
の
産
業
に
利
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

一
方
、
熊
本
地
域
は
温
暖
な
気
候
や
阿
蘇
が
育

ん
だ
肥
沃
な
土
地
を
利
用
し
多
様
な
農
畜
産
物
の

生
産
地
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
熊
本
地
域

で
は
、
地
下
水
保
全
と
農
業
の
共
存
共
栄
が
重
要

か
つ
大
切
な
テ
ー
マ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

熊
本
県
及
び
熊
本
地
域
は
、
行
政
の
枠
組
み
を

超
え
、
熊
本
地
域
地
下
水
総
合
保
全
管
理
計
画
及

び
行
動
計
画
を
策
定
し
ま
し
た
。
更
に
、
多
様
な

セ
ク
タ
ー
と
と
も
に
、
地
下
水
の
水
量
・
水
質
の

保
全
目
標
達
成
の
た
め
の
各
種
事
業
を
創
設
し
、

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
様
な
地
域
が
一
体
と

な
り
連
携
し
た
取
組
は「
２
０
１
３
国
連“
生
命
の

水
”最
優
秀
賞
」を
受
賞
す
る
な
ど
国
際
的
に
高
い

評
価
を
得
て
い
ま
す
。

熊本
地域

宮崎県

大分県



61 熊本地域11市町村（熊本県）

2020 2010 2000 1990 1980

行
政
の
枠
を
超
え
地
下
水
を
守
る

熊
本
地
域
は
、
阿
蘇
大
噴
火
の
火
砕
流

が
降
り
積
も
っ
て
で
き
た
特
有
の
地
質
構

造
に
よ
り
、
一
つ
の
大
き
な
地
下
水
盆
を

共
有
し
て
い
ま
す
。

こ
の
地
下
水
は
、
生
活
水
準
の
向
上
や
産

業
経
済
の
発
展
等
に
伴
い
、
需
要
が
年
々
増

加
し
、
地
盤
沈
下
や
湧
水
量
が
減
少
す
る
等

地
下
水
障
害
が
一
部
の
地
域
で
生
じ
始
め
ま

し
た
。
こ
の
よ
う
な
状
況
か
ら
、
熊
本
県
・
熊

本
市
共
同
で
、
1
9
7
0
年
代
、
1
9
8
0

年
代
、
1
9
9
0
年
代
と
計
3
回
地
下
水

調
査
が
実
施
さ
れ
、
地
下
水
プ
ー
ル
や
地

下
水
バ
イ
パ
ス
の
存
在
が
解
明
さ
れ
る
と

と
も
に
、
地
下
水
の
将
来
予
測
が
示
さ
れ

ま
し
た
。

一
方
で
、
広
域
的
な
熊
本
地
域
の
地
下

水
保
全
対
策
を
検
討
す
る
た
め
に
、
熊
本

県
及
び
熊
本
地
域
11（
当
時
16
）市
町
村
長

で
構
成
さ
れ
た「
熊
本
地
域
地
下
水
保
全
対

策
会
議
」を
は
じ
め
と
し
て
、「
財
団
法
人

熊
本
地
下
水
基
金
」、「
熊
本
地
域
地
下
水

保
全
活
用
協
議
会
」が
設
立
さ
れ
、
地
下
水

利
用
者
間
で
の
連
携
が
強
化
さ
れ
ま
し
た
。�

更
に
、
効
率
・
効
果
的
な
地
下
水
保
全

対
策
を
広
域
的
に
実
施
し
、
地
下
水
環
境

の
改
善
を
図
る
観
点
か
ら
、
前
述
の
3
組

織
を
統
合
し
、
2
0
1
2
年
4
月
に
公
益

財
団
法
人「
く
ま
も
と
地
下
水
財
団
」（
以

下「
地
下
水
財
団
」）が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。�

熊
本
地
域
地
下
水
総
合
保
全
管
理
計
画

「
熊
本
地
域
地
下
水
保
全
対
策
会
議
」で

策
定
さ
れ
た「
熊
本
地
域
地
下
水
総
合
保

全
管
理
計
画
」は
、
熊
本
県
、
熊
本
地
域
11

市
町
村
の
参
画
を
前
提
と
し
て
お
り
、
こ

の
計
画
の
特
徴
は
、
地
下
水
か
ん
養
メ
カ

ニ
ズ
ム
な
ど
現
状
を
把
握
し
、地
下
水
量
・

質
に
お
け
る
課
題
の
共
通
認
識
を
図
る
と

と
も
に
、保
全
目
標
値
を「
量
・
質
の
両
面
」

か
ら
設
定
し
た
こ
と
で
す
。

さ
ら
に
、
そ
の
目
標
達
成
を
具
体
的
に

実
施
す
る
た
め
に「
行
動
計
画
」が
策
定
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
行
動
計
画
は
既
に
第
三

期
目
が
2
0
1
9
年
3
月
に
策
定
さ
れ
、

管
理
目
標
に
基
づ
い
た
具
体
的
施
策
が
展

開
さ
れ
て
い
ま
す
。

第
三
期
行
動
計
画
の
主
な
内
容
は
、
①

地
下
水
か
ん
養
対
策（
水
田
湛
水
事
業
、

水
源
か
ん
養
林
の
整
備
等
）、
②
節
水
対

策（
節
水
設
備
等
の
普
及
、
節
水
の
意
識

啓
発
）、
③
地
下
水
質
保
全
対
策（
硝
酸
性

窒
素
の
発
生
源
対
策
な
ど
）、
④
地
下
水

保
全
の
普
及
・
啓
発（
水
環
境
教
育
・
啓

発
活
動
の
推
進
な
ど
）、
及
び
⑤
地
下
水

の
活
用（
地
下
水
ブ
ラ
ン
ド
、
情
報
発
信
）

の
5
項
目
か
ら
な
り
ま
す
。

１
９
７
０
年
代
、
地
下
水
位
低
下
や
湧
水
量
の
減
少
が

表
面
化

こ
れ
ま
で
の
取
組

「
熊
本
地
域
地
下
水
総
合
保
全
管
理
計
画
」策
定

（
２
０
０
９
～
２
０
２
４
）

（
熊
本
県
及
び
１
１
市
町
村
）

2008.9

「
第
三
期
行
動
計
画（
２
０
１
９
～
２
０
２
４
）策
定

　
2019.3

「
第
二
期
行
動
計
画（
２
０
１
４
～
２
０
１
８
）策
定

　
2014.3

国
連“
生
命
の
水
”
最
優
秀
賞
受
賞

　
201３

.3

「
公
益
財
団
法
人
く
ま
も
と
地
下
水
財
団
」設
立

　
2012.4

「
熊
本
県
地
下
水
保
全
条
例
」改
正（
熊
本
県
）

　
2012.3

「
第
一
期
行
動
計
画（
２
０
０
９
～
２
０
１
３
）策
定

　
2009.2

「
財
団
法
人
熊
本
地
下
水
基
金
」設
立（
熊
本
市
）

1991.3

「
熊
本
県
地
下
水
保
全
条
例
」制
定（
熊
本
県
）

1990.10

「
熊
本
地
域
地
下
水
保
全
活
用
協
議
会
」設
立

（
熊
本
市
）

1995.2

「
熊
本
地
域
地
下
水
保
全
対
策
会
議
」設
立

（
熊
本
県
及
び
熊
本
地
域
11
市
町
村
）

　
1986.10

「
熊
本
市
地
下
水
保
全
条
例
」制
定

（
熊
本
市
）

1977.９

熊本地域の地下水流動の仕組
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連
携
基
盤
と
し
て
の

財
団
の
存
在

「鍵」
その1

　
　

「
熊
本
地
域
地
下
水
総
合
保
全
管
理
計

画
」に
基
づ
く「
第
一
期
行
動
計
画
」の
中

で
、
熊
本
地
域
の
持
続
的
な
水
循
環
を
確

立
す
る
た
め
に
、
新
た
な
推
進
組
織
の
設

立
に
つ
い
て
明
記
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た

2
0
0
9
年
度
か
ら
資
金
確
保
の
た
め
の

新
た
な
負
担
方
式
の
検
討
が
は
じ
ま
り
、

2
0
1
0
年
度
に
新
た
な
組
織
を
設
置
す

る
こ
と
に
つ
い
て
合
意
し
、
前
述
の
と
お

り
2
0
1
2
年
度
に
地
下
水
財
団
が
設

立
さ
れ
ま
し
た
。
地
下
水
財
団
で
は
、
県

知
事
を
議
長
と
し
、
熊
本
地
域
11
市
町
村

長
、
地
下
水
採
取
企
業
の
代
表
、
土
地
改

良
区
、
N
P
O
等
に
よ
る
独
自
の
諮
問
機

関「
く
ま
も
と
地
下
水
会
議
」を
設
置
し
て

い
ま
す
。
こ
の
会
議
で
具
体
的
な
対
策
が

審
議
さ
れ
、
地
下
水
保
全
の
方
向
性
を
示

し
た
提
言
が
な
さ
れ
、
こ
れ
を
受
け
、
地

下
水
財
団
で
、
熊
本
地
域
の
住
民
、
事
業

者
、
行
政
と
協
働
で
地
下
水
保
全
対
策
を

実
施
し
て
い
ま
す
。

地
下
水
財
団
の
主
な
財
源
は
、
賛
助
会

「
く
ま
も
と
育
水
会
」の
行
政
会
員
で
あ
る

熊
本
県
、
熊
本
地
域
11
市
町
村
、
水
道
事

業
者
が
毎
年
の
取
水
量
に
対
し
、
1
ト
ン

あ
た
り
0
・
3
円
を
乗
じ
拠
出
す
る
事
業

費
負
担
金
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
行
政
会

員
で
あ
る
自
治
体
は
別
に
運
営
費
負
担
金

も
拠
出
し
て
い
ま
す
。
こ
の
他
に
、
一
般

の
事
業
者
や
個
人
の
く
ま
も
と
育
水
会
会

員
が
取
水
量
に
応
じ
た
会
費
を
毎
年
負
担

し
て
い
ま
す
。

2
0
1
2
年
に
改
正
さ
れ
た
熊
本
県
地

下
水
保
全
条
例
に
よ
り
、
熊
本
地
域
の
地

下
水
採
水
者
に
対
し
、
雨
水
の
浸
透
な
ど

敷
地
内
か
ん
養
や
水
田
湛
水
な
ど
の
敷
地

外
か
ん
養
な
ど
、
地
下
水
採
取
量
の
少
な

く
と
も
1
割
の
地
下
水
か
ん
養
を
義
務
づ

け
ま
し
た
。
か
ん
養
量
を
確
保
で
き
な
い

場
合
、
採
取
量
に
応
じ
た
寄
付
金
を
地
下

水
財
団
等
へ
拠
出
す
る
こ
と
が
で
き
る
と

し
て
い
ま
す
。

地
下
水
保
全
の
取
組
み
は
多
く
の
関
係

者
と
の
連
携
と
と
も
に
、
現
在
ま
で
熊
本

地
域
で
行
わ
れ
た
熊
本
県
・
熊
本
市
の
調

査
結
果
の
ほ
か
、
大
学
等
に
よ
る
長
年
の

調
査
・
研
究
成
果
の
知
見
の
積
み
重
ね
に

基
づ
い
て
実
施
さ
れ
て
お
り
、
こ
う
し
た

地
下
水
の
知
見
の
蓄
積
は
こ
れ
ま
で
の
事

業
推
進
に
も
大
変
重
要
な
役
割
を
果
た
し

て
き
ま
し
た
。

地
下
水
財
団
は
、
こ
れ
ま
で
の
調
査
研

究
成
果
の
一
元
化
を
は
か
る
と
と
も
に
、

地
下
水
の
水
位
や
水
質
、
流
動
メ
カ
ニ
ズ

ム
の
解
明
研
究
を
大
学
等
と
協
働
で
進
め
、

地
下
水
の「
見
え
る
化
」を
図
っ
て
い
ま
す
。

地
下
水
財
団
で
は
、
熊
本
地
域
の
体
系

的
か
つ
合
理
的
な
地
下
水
保
全
対
策
の
検

討
を
行
う
た
め
、
毎
年
、
大
学
等
専
門
機

関
の
有
識
者
を
顧
問
と
す
る
学
術
顧
問
会

議
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
学
術
顧
問
会
議

で
は
、
広
域
的
な
地
下
水
保
全
に
取
り
組

む
財
団
の
活
動
、
運
営
等
に
対
し
、
支
援
、

助
言
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
地
下
水
財
団
で
は
、
熊
本
県
・

熊
本
地
域
11
市
町
村
及
び
水
道
事
業
者
等

の
行
政
担
当
者
向
け
の
地
下
水
保
全
の
勉

強
会
を
令
和
2
年
度
か
ら
開
催
し
て
い
ま

す
。
令
和
2
年
度
は
、
地
下
水
の
流
れ
や

か
ん
養
事
業
な
ど
の
水
量
対
策
や
、
地
下

水
質
の
変
化
や
汚
染
の
原
因
、
熊
本
地
震

の
地
下
水
の
変
化
な
ど
を
テ
ー
マ
に
実
施

し
て
お
り
、
熊
本
地
域
の
地
下
水
保
全
な

ど
の
専
門
的
な
知
識
を
得
る
と
と
も
に
、

行
政
間
の
連
携
を
図
る
機
会
を
提
供
し
て

い
ま
す
。

流域マネジメント、ここが「鍵」

熊
本
地
域
の
地
下
水
保
全
の

調
査
・
研
究

「鍵」
その2

熊本地域における協働の地下水保全の概念図

熊本地域における協働の地下水保全の概念図
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第
三
期
行
動
計
の
目
標
を
達
成
す
る
た

め
に
、
行
政
・
事
業
者
・
住
民
等
が
連
携

し
た
多
様
な
取
組
が
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

熊
本
地
域
の
地
下
水
か
ん
養
事
業
で
は
、

2
0
0
4
年
か
ら
熊
本
市
、
大
津
町
、
菊

陽
町
、
地
元
J
A
、
土
地
改
良
区
等
が
協

議
会
を
設
置
し
白
川
中
流
域
の
転
作
田
を

活
用
し
た
湛
水
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
地
下
水
財
団
を
中
心
と
し
て
、
冬

に
休
耕
田
の
湧
水
を
利
用
し
て
水
を
張
る

「
冬
期
湛
水
事
業
」を
実
施
し
て
い
ま
す
。

現
在
、
5
町
村（
益
城
町
、
大
津
町
、
西
原

村
、
甲
佐
町
、
御
船
町
）の
7
地
区
で
冬
期

湛
水
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
例
え
ば
、

益
城
町
で
は
、
サ
ン
ト
リ
ー
ホ
ー
ル
デ
ィ

ン
グ
ス
株
式
会
社
が
地
下
水
財
団
と
連

携
し
て
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

地
下
水
財
団
で
は
今
後
の
更
な
る
地
下
水

か
ん
養
量
増
加
の
た
め
に
、
熊
本
県
及
び

関
係
市
町
村
と
連
携
し
、
新
規
候
補
地
の

検
討
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

冬
期
湛
水
事
業
を
実
施
し
て
い
る
水
田

の
一
部
で
は
、
個
人
や
企
業
が
オ
ー
ナ
ー

と
な
る「
水
田
オ
ー
ナ
ー
制
度
」が
実
施
さ

れ
、
農
業
体
験
を
通
じ
て
農
地
保
全
と
地

下
水
保
全
の
関
係
を
学
ぶ
機
会
に
も
な
っ

て
い
ま
す
。

他
に
も
、
熊
本
地
域
の
住
民
に
対
し
、

都
市
部
で
の
地
下
水
か
ん
養
対
策
と
し
て

の
雨
水
浸
透
ま
す
や
、
節
水
活
動
と
し
て

の
雨
水
貯
留
タ
ン
ク
の
設
置
費
用
に
つ
い

て
、
実
施
市
町
村（
熊
本
市
は
独
自
で
実

施
）を
通
し
て
助
成
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

全
国
的
に
問
題
と
な
っ
て
い
る
硝
酸
性

窒
素
に
よ
る
汚
染
が
熊
本
地
域
で
も
広
域

的
に
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
2
0
0
4
年

度
に
熊
本
県
が「
熊
本
地
域
硝
酸
性
窒
素

削
減
計
画
」を
策
定
し
対
策
を
行
っ
て
い

ま
す
。

地
下
水
質
保
全
対
策
は
地
下
水
の
流
れ

の
影
響
も
あ
り
、
地
域
が
連
携
し
て
対
策

に
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
ま
す
。
地
下
水

財
団
で
は
水
循
環
モ
デ
ル
を
活
用
し
た
熊

本
地
域
の
硝
酸
性
窒
素
濃
度
の
将
来
予
測

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
の
実
施
や
、
地
質
情

報
を
基
に
水
質
対
策
が
必
要
な
重
点
地
域

に
つ
い
て
地
図
上
の
色
分
け
な
ど
の「
見

え
る
化
」な
ど
を
実
施
し
、
対
策
が
必
要

と
な
る
重
点
地
域
の
抽
出
お
よ
び
解
析
を

行
い
、
地
下
水
質
保
全
対
策
推
進
の
た
め

の
デ
ー
タ
を
蓄
積
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
農
地
の
適
正
施
肥
を
推
進
す
る

た
め
に
、
硝
酸
性
窒
素
の
土
壌
内
の
動
向

の
把
握
の
た
め
の
調
査
や
農
家
へ
の
土
壌

診
断
の
助
成
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
長
年
に
亘
り
蓄
積
さ
れ
た

デ
ー
タ
が
関
係
市
町
村
に
提
供
さ
れ
て
お

り
、
2
0
0
7
年
よ
り
硝
酸
性
窒
素
削
減

計
画
を
策
定
し
対
策
を
実
施
し
て
い
る
熊

本
市
と
と
も
に
、
市
町
村
が
硝
酸
性
窒
素

削
減
計
画
を
策
定
す
る
際
の
支
援
も
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

活動の�
効　果

地
域
全
体
で
の

か
ん
養
量
が

増
加

行
動
計
画
で
は
、水
量
保
全
の
た
め
、

地
域
全
体
で
の
か
ん
養
量
の
目
標
値
が
設

定
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
目
標
達
成
に
向

け
て
、
前
述
の
各
種
か
ん
養
対
策
が
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
熊
本
県
民
の
オ

ア
シ
ス「
江
津
湖
」の
湧
水
量
は
、
か
ん
養

対
策
を
開
始
し
た
2
0
0
5
年
度
に
比
べ

て
1
・
2
倍（
2
0
1
7
年
度
実
績
）ま
で

増
加
し
て
お
り
、
江
津
湖
の
湧
水
量
は
着

実
に
回
復
傾
向
を
示
し
て
い
ま
す
。

こ
の
傾
向
を
踏
ま
え
、
最
新
の
第
三
期

行
動
計
画
で
は
、
将
来
の
地
下
水
取
水
量

や
か
ん
養
量
を
予
測
・
再
評
価
す
る
こ
と

で
新
た
な
水
量
保
全
目
標
が
定
め
ら
れ
て

い
ま
す
。

多
様
な
セ
ク
タ
ー
の
参
画
を

促
す
地
下
水
量
保
全
対
策

「鍵」
その3

地
域
連
携
に
よ
る

地
下
水
質
保
全
対
策

「鍵」
その4

江津湖の平均日湧水量の推移
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エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
流
域
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
に
拡
張
す
る

　

ま
ち
づ
く
り
の
分
野
で
は
、「
つ
く
る
こ
と
」

か
ら「
育
て
る
こ
と
」へ
シ
フ
ト
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
言
わ
れ
て
お
り
、
近
年
、
民
間
が
主

体
と
な
っ
て
、
賑
わ
い
の
創
出
、
公
共
空
間
の

活
用
等
を
通
じ
て
エ
リ
ア
の
価
値
を
向
上
さ
せ

る
た
め
の
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
活
動
の
取
組

が
拡
大
し
て
い
ま
す
。

　

エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
は
、
幅
広
い
多
様
な

主
体
に
よ
る
取
組
で
あ
り
、
次
の
４
つ
の
よ
う

な
特
徴
が
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。

●�「
つ
く
る
こ
と
」だ
け
で
は
な
く
、「
育
て
る

こ
と
」

●�

住
民
・
事
業
主
・
地
権
者
等
が
主
体
的
に
進

め
る
こ
と

●�

多
く
の
住
民
・
事
業
主
・
地
権
者
等
が
関
わ

り
合
い
な
が
ら
進
め
る
こ
と

●�

一
定
の
エ
リ
ア
を
対
象
と
し
て
い
る
こ
と

　

こ
の
エ
リ
ア
を「
流
域
」ま
で
拡
張
し
て
捉
え

た
場
合
、
エ
リ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
で
蓄
積
さ
れ

た
様
々
な
ノ
ウ
ハ
ウ
は
、
流
域
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

で
も
活
用
で
き
る
は
ず
で
す
。

　

本
コ
ラ
ム
で
は
、
水
辺
か
ら
の
エ
リ
ア
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
の
事
例
紹
介
と
し
て
、「
令
和
元
年

か
わ
ま
ち
大
賞
」の
大
賞
及
び
特
別
賞
を
受
賞

し
た
３
事
例
を
紹
介
し
ま
す
。

水辺からのエリアマネジメント
地域から水辺の賑わいを創出する

コラム

2

信濃川やすらぎ堤かわまちづくりの仕組と効果

取組の効果

管理運営体制図

信濃川やすらぎ堤

取
組
の
概
要

●�

地
域
、
市
、
国
等
の
多
様
な
主
体
が
連
携
し
、
ミ
ズ
ベ
リ
ン
グ
や
商
業
活
動
の
取
組
等
と
一
体

と
な
り
水
辺
に
更
な
る
賑
わ
い
を
創
出
す
る
こ
と
で
、
川
と
ま
ち
が
融
合
し
た
魅
力
的
な
ま

ち
づ
く
り
を
推
進
。

●�

２
０
１
７（
平
成
29
）年
度
か
ら
は
民
間
の
ア
ウ
ト
ド
ア
メ
ー
カ
ー
が「
ア
ウ
ト
ド
ア
と
健
康
」を

テ
ー
マ
に
全
体
の
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
担
い
、
水
辺
の
賑
わ
い
と
経
済
効
果
を
創
出
。
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美濃加茂地区かわまちづくりの仕組と効果

取
組
の
概
要

●�
川
遊
び
や
B
B
Q
、
川
の
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、
プ
レ

イ
パ
ー
ク
な
ど
の
地
域
資
源
を
活
か
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム

を
官
民
共
同
で
考
え
、
そ
れ
ら
を
繋
げ
る
よ
う
に
公
園
・

建
築
を
デ
ザ
イ
ン
し
、
人
と
人
、
人
と
自
然
、
多
世
代
・

多
文
化
が
交
わ
る
交
流
拠
点
を
整
備
。

●�

地
域
活
動
団
体
、
指
定
管
理
者
、
行
政
が
連
携
し
、
各
種

イ
ベ
ン
ト
の
開
催
に
よ
り
賑
わ
い
・
憩
い
の
空
間
創
出

を
推
進
。
か
わ
と
ま
ち
を
繋
げ
る
た
め
、
船
着
場
や
水
際

遊
歩
道
の
整
備
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
、レ
ン
タ
サ
イ
ク
ル

事
業
等
を
実
施
。

管理運営体制図 来訪者（人）の推移

リバーポートパーク美濃加茂

内町・新町地区かわまちづくりの仕組と効果

取
組
の
概
要

●�

か
つ
て
は
生
活
排
水
で
汚
れ
た
川
を
、
国
・
県
・
市
は
も
と
よ
り
民
間
も
一
体
と

な
っ
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
清
掃
、
水
質
浄
化
、
空
間
整
備
、
⾈
運
な
ど
の
様
々
な
取

組
の
結
果
、
人
々
が
集
う「
街
を
象
徴
す
る
エ
リ
ア
」と
し
て
再
生
。

●�

Ｌ
Ｅ
Ｄ
を
活
用
し
た
景
観
整
備
や「
ふ
る
さ
と
納
税
型
ク
ラ
ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン

グ
」を
利
用
し
た
青
⽯
に
よ
る
修
景
護
岸
整
備
、「
河
川
空
間
の
オ
ー
プ
ン
化
の
特

例
」を
活
用
し
た
水
辺
を
舞
台
と
し
た
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
開
催
な
ど
、
官
民
連
携

に
よ
る
地
域
資
源
を
活
用
し
た
新
た
な
取
組
を
実
施
。

ひょうたん島周遊船の乗船者数（人）の推移

管理運営体制図

徳島市・新町川



66３　講演会から学ぶ流域マネジメント

3
講
演
会
か
ら
学
ぶ

流
域
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
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3
講
演
会
か
ら
学
ぶ

流
域
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト



68３　講演会から学ぶ流域マネジメント

流
域
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
更
な
る
推
進
に
向

け
て
「
水
循
環
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催

　

流
域
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
推
進
の
中
心
と
な

る
地
方
公
共
団
体
、
国
の
地
方
支
部
局
、
関

係
す
る
団
体
や
市
民
と
と
も
に
、
流
域
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
の
意
義
と
効
果
を
学
び
、
水

循
環
に
関
す
る
施
策
の
最
新
動
向
や
先
進

的
な
取
組
を
共
有
す
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、
２
０
１
９
年
11
月
か
ら
２
０
２
０
年
１

月
ま
で
の
間
に
、
全
４
回
の
「
水
循
環
セ
ミ

ナ
ー
２
０
１
９
」（
主
催
：
内
閣
官
房
水
循

環
政
策
本
部
事
務
局
）
を
開
催
し
ま
し
た
。

大
阪
セ
ミ
ナ
ー
【
２
０
１
９
年
11
月
】

　

京
都
大
学
大
学
院
工
学
研
究
科
・
立
川

康
人
教
授
よ
り
、「
流
域
管
理
と
地
域
計
画

の
連
携
に
期
待
す
る
」
と
題
し
て
、
淀
川
流

域
に
お
け
る
治
水
対
策
の
歴
史
、
気
候
変

動
に
よ
る
外
力
の
増
大
と
国
の
取
組
に
つ

い
て
、
ま
た
、
奈
良
県
や
滋
賀
県
に
お
け
る

事
例
か
ら
、
流
域
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
に
お
け

る
土
地
利
用
や
ま
ち
づ
く
り
の
重
要
性
に

つ
い
て
話
題
提
供
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

名
古
屋
セ
ミ
ナ
ー
【
２
０
１
９
年
12
月
】

　

名
古
屋
大
学
大
学
院
工
学
研
究
科
・
中

村
晋
一
郎
准
教
授
か
ら
は
、「
身
近
な
水
辺

か
ら
は
じ
め
る
水
循
環
健
全
化
の
取
組
」と

題
し
て
、
東
京
都
・
善
福
寺
川
に
お
い
て
杉

並
区
と
小
学
校
が
協
働
し
て
水
辺
空
間
を

再
生
し
た
事
例
の
紹
介
を
通
じ
て
、
身
近

な
川
を
教
材
と
し
た
子
ど
も
へ
の
教
育
の

重
要
性
と
、
教
育
活
動
の
具
体
的
な
支
援

策
に
つ
い
て
話
題
提
供
い
た
だ
き
ま
し
た
。

福
岡
セ
ミ
ナ
ー
【
２
０
１
９
年
12
月
】

　

福
岡
大
学
工
学
部
社
会
デ
ザ
イ
ン
工

学
科
・
渡
辺
亮
一
教
授
か
ら
は
、「
都

市
域
に
お
け
る
水
循
環
再
生
の
取
組
～                

流
域
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
通
し
て
内
水
氾
濫

を
抑
制
す
る
」
と
題
し
て
、
地
球
温
暖
化

に
よ
る
異
常
気
象
と
そ
れ
に
伴
う
渇
水
や

内
水
氾
濫
の
頻
発
に
つ
い
て
、
福
岡
で
の

最
近
の
水
災
害
の
事
例
、
ま
た
水
災
害
へ

の
抵
抗
力
を
つ
け
る
グ
リ
ー
ン
レ
ジ
リ
エ

ン
ス
に
関
し
、
そ
の
社
会
実
装
に
向
け
た

「
蓄
雨
」
の
実
践
研
究
を
話
題
提
供
い
た

だ
き
ま
し
た
。

仙
台
セ
ミ
ナ
ー
【
２
０
２
０
年
１
月
】

　

東
北
大
学
大
学
院
工
学
研
究
科
・
風
間

聡
教
授
か
ら
は
、「
流
域
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

へ
の
期
待
」
と
題
し
て
、
健
全
な
水
循
環

を
評
価
す
る
指
標
の
一
つ
と
し
て
水
生
昆

虫
の
研
究
に
つ
い
て
、
ま
た
流
域
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
へ
の
期
待
と
し
て
、
河
川
区
域
外

な
ど
流
域
全
体
の
課
題
解
決
の
必
要
性
、

協
働
型
の
持
続
的
な
流
域
管
理
や
文
化
と

社
会
の
繋
が
り
に
着
目
し
た
国
づ
く
り
に

つ
い
て
話
題
提
供
い
た
だ
き
ま
し
た
。

全４回のセミナー基調講演から学ぶ流域マネジメント

水循環セミナー2019
～流域マネジメントの更なる推進に向けて～

大阪・名古屋・福岡・仙台
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講 師 プ ロ フ ィ ー ル

立
川 

康
人
　
教
授

京
都
大
学
大
学
院 

工
学
研
究
科

　

１
９
８
８
年
京
都
大
学
大
学
院
工

学
研
究
科
修
了
、
博
士
（
工
学
）。

１
９
９
０
年
京
都
大
学
工
学
部
助

手
、
１
９
９
６
年
京
都
大
学
防
災
研

究
所
助
教
授
、
２
０
０
７
年
京
都
大

学
大
学
院
工
学
研
究
科
准
教
授
を
経

て
２
０
１
３
年
よ
り
現
職
。
専
門
は

水
文
学
、
特
に
洪
水
流
出
の
モ
デ
ル

化
と
予
測
。

　

国
土
交
通
省
近
畿
地
方
整
備
局

淀
川
水
系
流
域
委
員
会
委
員
、
日

本
ユ
ネ
ス
コ
国
内
委
員
会
委
員
な

ど
を
歴
任
し
、
水
循
環
施
策
に
関

す
る
有
識
者
会
議
構
成
員
、
水
循

環
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
な
ど
を
務
め
る
。

著
書
に
「
水
文
学
・
水
工
計
画
学
」

（
共
著
・
京
都
大
学
学
術
出
版
会
）、

「C
om

m
onM

P

入
門
」（
共
著
・
技

報
堂
出
版
）、「
例
題
で
学
ぶ
水
文
学
」

（
共
著
・
森
北
出
版
）、「
エ
ー
ス
水

文
学
」（
共
著
・
朝
倉
書
店
）
な
ど
。

中
村 

晋
一
郎
　
准
教
授

名
古
屋
大
学
大
学
院 

工
学
研
究
科

　

２
０
０
８
年
東
京
大
学
大
学
院
工

学
系
研
究
科
修
士
課
程
修
了
、
博
士

（
工
学
）。
民
間
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
で
の
実
務
を
経
て
、
２
０
１
０
年

東
京
大
学 

総
括
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
機

構
「
水
の
知
」
総
括
寄
付
講
座 

特

任
助
教
、
２
０
１
３
年
同
学
生
産
技

術
研
究
所 
特
任
助
教
、
２
０
１
４

年
名
古
屋
大
学
大
学
院 

工
学
研
究

科 

専
任
講
師
。
２
０
１
８
年
11
月

よ
り
現
職
。
専
門
は
国
土
デ
ザ
イ
ン

学
、
水
文
学
、
水
資
源
学
。

　

水
と
流
域
の
視
点
か
ら
国
内
外
の

都
市
や
地
域
を
フ
ィ
ー
ル
ド
に
持
続

可
能
な
国
土
形
成
に
関
す
る
教
育
・

研
究
を
行
っ
て
い
る
。
水
循
環
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
等
を
務
め
る
ほ
か
、
市
民

団
体
「
善
福
寺
川
を
里
川
に
カ
エ
ル

会
（
通
称
：
善
福
蛙
）」
共
同
代
表
等

を
務
め
、
水
辺
や
健
全
な
水
循
環
の

再
生
に
向
け
た
実
践
を
行
っ
て
い
る
。

渡
辺 

亮
一 

教
授

福
岡
大
学 

工
学
部

　

１
９
９
７
年
九
州
大
学
大
学
院
博

士
課
程
修
了
、
博
士
（
工
学
）。
福

岡
大
学
工
学
部
准
教
授
等
を
経
て

２
０
１
５
年
よ
り
現
職
。
専
門
は
応

用
生
態
工
学
、
水
工
学
、
河
川
工
学
、

水
環
境
工
学
。

　

国
土
交
通
省
九
州
地
方
整
備
局
九

州
河
川
技
術
懇
談
会
委
員
、
国
土
交

通
省
う
る
お
い
の
あ
る
川
づ
く
り
技

術
向
上
検
討
会
委
員
、
水
循
環
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
な
ど
を
歴
任
。最
近
で
は
、

有
明
海
に
お
け
る
フ
ル
ボ
酸
鉄
シ
リ

カ
資
材
を
用
い
た
干
潟
再
生
に
関
す

る
研
究
を
行
う
と
と
も
に
、
都
市
域

で
の
水
循
環
を
再
生
す
る
目
的
で
、

福
岡
大
学
に
建
設
さ
れ
た
仮
設
人
工

芝
サ
ッ
カ
ー
場
お
よ
び
自
宅
に
お
け

る
雨
水
貯
留
・
浸
透
に
関
す
る
研
究

な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

風
間 

聡
　
教
授

東
北
大
学
大
学
院 

工
学
研
究
科

　

１
９
９
５
年
東
北
大
学
大
学
院
工

学
研
究
科
博
士
課
程
修
了
、
博
士

（
工
学
）。
筑
波
大
学
講
師
、
タ
イ
国

ア
ジ
ア
工
科
大
学
院
助
教
授
、
京
都

大
学
防
災
研
究
所
水
資
源
環
境
研

究
セ
ン
タ
ー
客
員
教
授
等
を
経
て
、

２
０
１
０
年
よ
り
現
職
。
専
門
は
水

文
学
、
水
工
学
、
水
資
源
工
学
。

　

国
土
交
通
省
東
北
地
方
整
備
局
最

上
川
水
系
流
域
委
員
会
委
員
長
、
同

鳴
瀬
川
水
系
河
川
整
備
学
識
者
懇
談

会
委
員
、
宮
城
県
水
循
環
保
全
基
本

計
画
策
定
専
門
委
員
や
文
部
科
学
省

ユ
ネ
ス
コ
国
内
委
員
会
委
員
な
ど
を

歴
任
。
水
循
環
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
も
務

め
る
。著
書
に
水
文
学（
コ
ロ
ナ
社
）、

河
川
工
学
（
編
者
・
理
工
図
書
）。
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水
災
害
と
治
水
対
策
の
変
遷

　
「
害
」
が
つ
く
も
の
の
う
ち
、
公
害
や

交
通
災
害
な
ど
の
人
為
災
害
は
、
社
会
全

体
と
し
て
科
学
技
術
を
進
め
る
と
と
も

に
、
様
々
な
法
制
度
を
充
実
さ
せ
る
こ
と

に
よ
っ
て
害
を
減
ら
し
て
き
ま
し
た
。
一

方
で
、
減
ら
す
こ
と
が
容
易
で
は
な
い
の

が
水
災
害
で
す
。
水
災
害
の
発
生
構
造
を

ま
と
め
る
と
左
図
の
よ
う
に
な
り
ま
す
。

ま
ず
、「
災
害
外
力
」
で
す
。
豪
雨
、
高
潮
、

あ
る
い
は
高
波
な
ど
の
危
険
な
状
態
を
引

き
起
こ
す
よ
う
な
自
然
現
象
の
外
力
が
水

災
害
を
発
生
す
る
も
と
に
な
り
ま
す
。「
暴

露
」
は
、
災
害
の
影
響
を
受
け
る
可
能
性

の
あ
る
人
口
、
資
産
、
あ
る
い
は
社
会
経

済
活
動
な
ど
の
被
害
の
対
象
で
す
。
都
市

域
で
は
多
く
の
方
が
住
ん
で
お
ら
れ
、
社

会
経
済
活
動
が
集
積
し
て
い
る
の
で
、
都

市
域
ほ
ど
暴
露
が
大
き
い
と
い
う
こ
と
に

な
り
ま
す
。
ま
た
、「
脆
弱
性
」
は
、
被
害

対
象
が
災
害
外
力
の
影
響
を
受
け
や
す
く

さ
せ
る
よ
う
な
特
徴
や
状
況
の
こ
と
で
す
。

例
え
ば
水
害
リ
ス
ク
の
高
い
都
市
に
多
く

の
人
口
や
資
産
が
集
積
し
て
い
た
と
し
て

も
、
被
害
が
起
き
な
い
よ
う
に
堤
防
な
ど

何
ら
か
の
施
策
が
な
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、

脆
弱
性
が
低
い
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

災
害
外
力
、
暴
露
、
脆
弱
性
が
相
互
に
絡

み
合
っ
て
、
水
災
害
が
発
生
す
る
と
ま
と

め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

こ
こ
で
我
が
国
の
治
水
対
策
の
変
遷
を

見
て
み
た
い
と
思
い
ま
す
。
藩
政
時
代
は
、

溢
れ
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
、
重
要
な
地

域
を
被
害
か
ら
守
る
治
水
工
法
が
基
本

的
に
と
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
多
く
の
河
川

で
は
、
堤
防
が
現
在
の
様
に
連
続
し
て
お

ら
ず
、
あ
え
て
開
い
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ

り
、
大
き
な
洪
水
が
あ
っ
た
場
合
は
、
水

位
が
上
昇
す
る
と
こ
の
部
分
に
水
が
一
時

的
に
滞
留
し
、
洪
水
が
去
っ
た
ら
流
れ
て

い
く
と
い
う
霞
堤
が
あ
り
ま
し
た
。
明
治

維
新
以
降
は
、
オ
ラ
ン
ダ
か
ら
多
く
の
技

術
者
が
い
わ
ゆ
る
お
雇
い
外
国
人
と
し
て

招
か
れ
、
か
ん
が
い
用
水
や
舟
運
の
確
保

を
主
な
目
的
と
し
た
近
代
的
な
河
川
改
修

事
業
が
始
め
ら
れ
ま
し
た
。
舟
運
は
当
時

水循環セミナー 2019 in 大阪

～流域管理と地域計画の連携に期待する～
京都大学大学院 工学研究科　立川 康人　教授
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最
も
重
要
な
交
通
機
関
で
し
た
の
で
、
河

川
を
う
ま
く
舟
運
と
し
て
利
用
す
る
た
め
、

例
え
ば
淀
川
で
は
、
水
制
工
と
い
う
張
り

出
し
た
堤
防
を
造
り
、
航
路
を
確
保
す
る

取
組
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
淀
川
、

筑
後
川
、
利
根
川
な
ど
で
の
大
水
害
を
契

機
に
、
明
治
29
年
に
河
川
法
が
初
め
て
制

定
さ
れ
、
国
家
的
に
洪
水
被
害
を
減
じ
る

必
要
の
あ
る
河
川
で
は
、
国
、
当
時
の
内

務
省
が
治
水
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
国
（
内
務
省
）
が
河
川
の
管
理
、
改
修

を
直
接
行
う
の
で
、
今
で
も
直
轄
河
川
と

呼
ん
だ
り
し
ま
す
が
、
こ
の
直
轄
と
い
う

の
は
こ
こ
か
ら
出
て
き
て
い
る
と
い
う
こ

と
だ
そ
う
で
す
。
連
続
的
に
堤
防
を
整
備

し
、
洪
水
被
害
が
起
こ
ら
な
い
よ
う
に
す

る
と
い
う
取
組
は
明
治
中
期
以
降
の
こ
と

と
な
り
ま
す
。

　

そ
の
後
、
昭
和
初
期
に
は
大
規
模
な
工

事
が
完
成
し
、
浸
水
被
害
は
一
旦
減
少
し

ま
し
た
が
、
想
定
を
上
回
る
洪
水
は
必
ず

発
生
し
ま
す
の
で
、
想
定
を
上
回
る
洪
水

流
量
に
対
応
す
る
た
め
に
治
水
レ
ベ
ル
を

上
げ
て
、
河
川
改
修
が
繰
り
返
し
行
わ
れ

て
き
ま
し
た
。

　

第
二
次
大
戦
の
終
戦
直
後
に
は
非
常
に

大
規
模
な
台
風
が
や
っ
て
き
て
、
関
西
で

も
大
き
な
洪
水
が
発
生
し
ま
し
た
。
河
川

改
修
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
治
水
レ
ベ
ル

を
引
き
上
げ
て
き
た
わ
け
で
す
が
、
そ
れ

だ
け
で
は
な
か
な
か
対
応
が
で
き
な
い
と

い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
河
川
改
修
に

よ
っ
て
、
一
旦
は
安
全
に
な
る
の
で
す
が
、

そ
れ
に
よ
り
土
地
利
用
が
高
度
化
し
、
人

口
・
資
産
が
更
に
集
積
す
る
こ
と
が
繰
り

返
さ
れ
ま
す
。
河
川
改
修
だ
け
で
は
対
応

で
き
な
い
た
め
、
上
流
に
ダ
ム
を
建
設
し
、

洪
水
流
量
を
調
節
す
る
と
い
う
考
え
が
加

わ
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
高
度
経
済
成
長

に
伴
っ
て
、
急
激
な
都
市
化
が
進
み
、
人

口
の
集
中
と
産
業
の
立
地
に
よ
り
生
じ
た

水
不
足
を
補
う
た
め
に
多
目
的
ダ
ム
の
建

設
が
進
み
ま
し
た
。
多
目
的
ダ
ム
に
よ
り
、

水
災
害
を
減
ら
す
だ
け
で
な
く
、
水
不
足

も
解
消
し
て
社
会
に
貢
献
す
る
と
い
う
こ

と
が
考
え
ら
れ
た
の
が
第
二
次
大
戦
後
か

ら
昭
和
後
半
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

一
方
で
、
高
度
成
長
期
に
は
、「
都
市
型

水
害
」
と
い
う
新
た
な
被
害
の
発
生
や
、
水

環
境
の
悪
化
が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ

ま
し
た
。
都
市
型
水
害
に
対
応
す
る
た
め

に
、
総
合
治
水
と
い
う
概
念
が
出
さ
れ
、
都

市
河
川
で
は
流
域
で
貯
め
る
、
あ
る
い
は

土
地
利
用
を
含
め
た
制
度
を
つ
く
る
な
ど
、

総
合
的
な
治
水
対
策
が
都
市
河
川
に
適
用

さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

は
、
こ
う
し
た
取
組
が
都
市
河
川
だ
け
で

は
な
く
、
全
て
の
河
川
で
実
施
さ
れ
な
け

れ
ば
、
な
か
な
か
追
い
つ
か
な
い
と
い
う

と
こ
ろ
が
現
状
で
あ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

　

水
災
害
と
治
水
対
策
の
変
遷
に
つ
い

て
ま
と
め
ま
す
と
、
ま
ず
は
災
害
の
外
力
、

ハ
ザ
ー
ド
へ
の
対
応
と
し
て
、
台
風
や
前

線
に
よ
る
豪
雨
が
発
生
す
る
国
土
に
我
々

は
住
ん
で
い
る
と
い
う
こ
と
が
基
本
的
な

認
識
と
し
て
あ
る
わ
け
で
す
。
豪
雨
の
制

御
は
残
念
な
が
ら
で
き
な
い
の
で
、
よ
り

大
き
な
災
害
外
力
に
も
対
応
で
き
る
よ
う

に
治
水
対
策
が
進
め
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　

暴
露
（
被
災
対
象
）
の
増
加
と
い
う
こ

と
で
す
が
、
明
治
以
降
、
社
会
と
経
済
が

急
速
に
発
展
し
て
、
人
口
や
資
産
が
増
加
、

集
中
し
て
都
市
化
が
進
展
し
ま
し
た
。
洪

水
災
害
を
受
け
や
す
い
場
所
に
も
都
市
が

広
が
り
、
被
災
対
象
が
増
加
し
て
き
た
状

況
に
あ
り
ま
す
。

　

脆
弱
性
の
克
服
と
、
そ
れ
に
よ
る
新
た

な
脆
弱
性
の
発
現
と
い
う
こ
と
が
言
え
る

と
思
い
ま
す
。
明
治
中
期
以
降
に
連
続
堤

防
が
整
備
さ
れ
、
さ
ら
に
ダ
ム
を
建
設
し
、

脆
弱
性
を
克
服
し
て
、
洪
水
被
害
を
減
ら

す
と
い
う
こ
と
が
営
々
と
行
わ
れ
て
き
ま

し
た
。

　

一
方
で
、
水
害
の
危
険
性
の
あ
る
場
所

に
市
街
地
が
広
が
り
、
想
定
を
超
え
る
洪

水
に
対
し
て
、
ま
た
新
た
な
脆
弱
性
が
発

現
す
る
と
い
う
状
況
が
生
じ
て
い
る
の
が
、

今
、
我
々
が
置
か
れ
た
状
況
と
言
え
ま
す
。

水
イ
ン
フ
ラ
が
確
実
に
老
朽
化
し
て
き
て

い
る
こ
と
、
人
口
減
少
に
伴
い
、
技
術
者

が
減
っ
て
い
く
と
い
う
こ
と
も
、
将
来
の

大
き
な
課
題
に
な
っ
て
い
く
の
は
確
実
だ

と
思
い
ま
す
。

気
候
変
動
に
よ
る
外
力
の
増
大

　

気
候
変
動
に
よ
り
、
今
後
外
力
が
大
き

く
な
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
そ
こ
で
、

国
土
交
通
省
で
は
、
こ
れ
ま
で
は
観
測
さ

れ
た
降
雨
情
報
だ
け
を
使
っ
て
さ
ま
ざ
ま

な
計
画
を
考
え
て
き
ま
し
た
が
、
将
来
の

気
候
変
動
に
よ
る
降
雨
量
の
増
加
な
ど
を

考
慮
し
て
計
画
を
考
え
る
時
代
に
な
り
つ

つ
あ
り
ま
す
。

　

地
球
温
暖
化
対
策
に
資
す
る
ア
ン
サ
ン

ブ
ル
気
候
予
測
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
（
ｄ
４
Ｐ
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Ｄ
Ｆ
）
が
構
築
さ
れ
、
誰
も
が
ユ
ー
ザ
ー

登
録
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
そ
の
デ
ー
タ
を

利
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
ｄ
４
Ｐ
Ｄ
Ｆ
は
、
地
球
上
全
て
の

地
域
を
カ
バ
ー
し
て
い
ま
す
。
特
に
日
本

の
領
域
は
細
か
い
分
解
能
の
デ
ー
タ
が
つ

く
ら
れ
て
い
て
、
全
世
界
の
デ
ー
タ
は
60

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
格
子
で
あ
る
の
に
対
し
て
、

日
本
を
覆
う
東
ア
ジ
ア
の
領
域
は
１
つ
の

デ
ー
タ
の
格
子
が
20
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
デ
ー
タ
を
使
っ
て
、
荒
川
、
庄
内

川
、
淀
川
の
降
水
量
と
河
川
流
量
の
極
値

が
将
来
ど
の
よ
う
に
変
わ
る
の
か
を
類
推
、

計
算
し
た
結
果
が
上
の
グ
ラ
フ
で
す
。

　

こ
の
グ
ラ
フ
の
横
軸
は
年
最
大
の
24
時

間
雨
量
で
、
縦
軸
は
、
こ
の
雨
量
が
平
均

的
に
何
年
に
１
回
に
相
当
す
る
か
を
示
し

て
い
ま
す
。
グ
ラ
フ
中
の
青
い
点
は
今
の

気
候
状
況
（
過
去
実
験
）
の
下
で
の
年
最

大
24
時
間
雨
量
の
頻
度
分
布
で
す
。
こ
れ

に
よ
る
と
、
現
在
、
５
年
に
１
回
起
こ
る

で
あ
ろ
う
淀
川
流
域
雨
量
は
大
体
１
３
０

ミ
リ
ぐ
ら
い
で
し
ょ
う
か
。
ｄ
４
Ｐ
Ｄ
Ｆ

と
い
う
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
が
描
く
将
来
の
姿

（
赤
い
点
）
は
、
４
度
上
昇
す
る
シ
ナ
リ
オ

に
幾
つ
か
の
パ
タ
ー
ン
が
あ
り
ま
す
が
、

い
ず
れ
に
し
て
も
青
い
線
よ
り
も
赤
い
線

が
全
体
的
に
右
側
に
あ
り
ま
す
。
つ
ま
り
、

２
０
０
年
に
１
回
、
平
均
的
に
発
生
す
る

降
水
量
は
、
４
度
上
昇
す
る
と
い
う
気
候

シ
ナ
リ
オ
の
も
と
で
は
現
在
よ
り
も
大
き

く
な
る
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い

ま
す
。
大
都
市
圏
を
流
れ
る
庄
内
川
や
淀

川
、
荒
川
は
、
都
市
域
が
広
が
る
下
流
で

は
２
０
０
年
に
１
回
の
洪
水
が
起
き
て
も

被
害
が
発
生
し
な
い
よ
う
に
堤
防
等
の
整

備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、

こ
の
計
算
結
果
に
よ
れ
ば
、
も
し
４
度
上

昇
し
た
と
き
に
２
０
０
年
に
一
度
の
洪
水

に
対
応
す
る
た
め
に
は
、
現
在
の
９
０
０

年
に
一
度
の
洪
水
に
対
応
で
き
る
施
設
が

必
要
と
な
り
ま
す
。

　

今
後
、
治
水
レ
ベ
ル
を
上
げ
る
と
と
も

に
、
洪
水
か
ら
逃
げ
る
、
さ
ら
に
洪
水
に

対
処
す
る
と
い
う
こ
と
も
こ
れ
ま
で
以
上

に
必
要
に
な
っ
て
き
ま
す
。
2
0
1
9
年

に
関
東
甲
信
地
方
を
襲
っ
た
台
風
19
号
も

そ
う
で
し
た
が
、
関
西
で
は
お
盆
の
と
き

に
影
響
を
及
ぼ
し
た
令
和
元
年
台
風
10
号

で
は
Ｊ
Ｒ
が
運
休
し
、
多
く
の
商
業
施
設

が
休
止
し
ま
し
た
。
最
近
は
早
期
に
交
通

あ
る
い
は
商
業
施
設
を
休
止
し
て
、
危
な

い
状
況
を
未
然
に
防
ぐ
と
い
う
こ
と
が
実

施
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
長
期
的
な
将

来
の
住
ま
い
方
を
考
え
て
い
く
上
で
、
浸

水
リ
ス
ク
の
小
さ
い
場
所
に
住
む
こ
と
が

流
域
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
で
は
非
常
に
大
事
に

な
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。

地
域
計
画
と
流
域
管
理
の
連
携
へ

　

国
土
交
通
省
で
は
、
気
候
変
動
の
ス

ピ
ー
ド
に
対
応
し
た
事
前
防
災
対
策
の
加

d4PDF を用いた淀川流域の年最大 24時間雨量の
強度と頻度の関係の将来変化の可能性

d4PDF を用いた大都市圏を流れる河川流域の年最大時間流量の強度と頻度の関係の将来変化の可能性

■計画降雨 (1/200 24 時間雨量 ) 261mm/24hrs  ■過去実験 (1/200 超過確率 ) 239mm/24hrs
■将来実験 (SST ごとの 1/200 超過確率の年最大 24 時間雨量の平均値 ) 329/24hrs

年最大時間流量の確率プロット。 青線：過去実験、赤線：4 度上昇実験 (SST 設定ごとの確率プロット )
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速
化
を
謳
っ
て
お
り
、
ま
ち
づ
く
り
と
一

体
と
な
っ
た
防
災
・
減
災
対
策
に
取
り
組

む
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。
直
轄
河
川
の
整

備
・
管
理
は
国
土
交
通
省
が
取
り
組
ん
で

き
ま
し
た
が
、
ま
ち
づ
く
り
は
土
地
利
用

や
住
ま
い
方
と
非
常
に
密
接
に
関
連
す
る

こ
と
に
な
り
、
地
方
公
共
団
体
と
の
連
携

が
必
要
と
な
り
ま
す
。
例
え
ば
、
様
々
な

条
例
や
法
制
度
を
使
っ
て
被
害
を
減
ら
す

ま
ち
づ
く
り
は
、
国
だ
け
で
は
な
く
市
町

村
や
都
道
府
県
が
一
体
と
な
っ
て
進
め
て

い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

ま
ち
づ
く
り
や
地
域
計
画
と
河
川
の
流

域
管
理
を
連
携
さ
せ
る
こ
と
の
重
要
性
は

以
前
か
ら
認
識
さ
れ
て
お
り
、
総
合
的
な

治
水
対
策
は
こ
の
考
え
を
も
と
に
し
て
い

ま
す
。

　

奈
良
県
は
、「
な
ら
水
循
環
ビ
ジ
ョ
ン
」

を
約
10
年
前
の
２
０
１
０
年
６
月
に
策
定

し
ま
し
た
。

　

こ
の
ビ
ジ
ョ
ン
で
は
、
健
全
な
水
循
環

を
構
築
す
る
た
め
、
水
行
政
の
一
元
化
、

縦
割
り
の
打
破
、
流
域
全
体
の
水
循
環
の

意
識
づ
け
、
多
様
な
主
体
の
連
携
・
協
働

な
ど
、
流
域
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
で
う
た
わ
れ

て
い
る
こ
と
が
、
非
常
に
明
確
に
示
さ
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
ビ
ジ
ョ
ン
に
は
、
流
域

対
策
に
関
す
る
諸
計
画
、
利
水
に
関
す
る

諸
計
画
、
環
境
保
全
対
策
に
関
す
る
諸
計

画
、
土
地
利
用
、
河
川
計
画
等
々
が
位
置

付
け
ら
れ
、
具
体
の
取
組
が
着
実
に
進
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
２
０
１
８
年
に
は
、
大

和
川
流
域
に
お
け
る
総
合
治
水
の
推
進
に

関
す
る
条
例
が
定
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

あ
る
地
域
で
の
氾
濫
を
防
止
す
る
た
め

に
は
、
そ
の
地
域
で
解
決
す
る
こ
と
が
基

本
で
す
が
、
こ
の
条
例
で
は
、
奈
良
県
内
の

大
和
川
流
域
内
で
連
携
し
、「
な
が
す
」「
ひ

か
え
る
」「
た
め
る
」
と
い
っ
た
基
本
的
な

対
策
に
、
実
効
力
を
持
た
せ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
土
地
利
用
な
ど
と
連
携

し
て
水
害
を
減
ら
す
取
組
を
行
う
た
め
に

は
、
都
道
府
県
の
役
割
は
非
常
に
大
き
く
、

今
後
と
も
進
め
て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う

思
い
が
あ
り
ま
す
。
各
都
道
府
県
で
実
際

に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
こ
と
を
少
し
拝
見

す
る
だ
け
で
も
、
参
考
に
な
る
素
材
が
相

当
に
あ
り
、
流
域
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
中
で

も
、
特
に
流
域
管
理
と
地
域
計
画
の
連
携
、

つ
ま
り
、
ま
ち
づ
く
り
と
一
体
と
な
っ
た

防
災
・
減
災
対
策
が
今
後
中
心
的
な
課
題

に
な
っ
て
い
く
も
の
と
思
い
ま
す
。
そ
う

い
っ
た
上
で
は
、
国
が
旗
振
り
役
と
な
っ

て
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
や
事
例
集
な
ど
を
普

及
頂
く
こ
と
は
非
常
に
大
事
で
す
。
都
道

府
県
や
市
町
村
が
流
域
水
循
環
計
画
の
中

に
ま
ち
づ
く
り
と
一
体
と
な
っ
た
防
災
・

減
災
対
策
を
位
置
づ
け
て
、
そ
の
実
装
の

中
心
的
な
役
割
を
果
た
さ
れ
る
こ
と
を
期

待
し
ま
す
。

　

行
政
、
民
間
、
大
学
、
地
域
に
お
住
ま

い
の
方
々
な
ど
多
様
な
主
体
が
連
携
し
て

考
え
、
実
行
し
て
い
く
こ
と
が
流
域
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
の
実
現
に
向
け
て
は
非
常
に
大

切
と
な
り
ま
す
。
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健
全
な
水
循
環
と
は

　

水
循
環
と
い
う
の
は
、
水
の
物
質
的
な

循
環
だ
け
を
意
味
し
て
い
る
と
理
解
し
て

い
る
方
が
多
い
で
す
。
水
循
環
と
い
う
の

は
、
必
ず
人
間
の
活
動
と
い
う
も
の
が
含

ま
れ
て
い
る
と
い
う
点
が
極
め
て
重
要
な

点
で
、
だ
か
ら
こ
そ
、
私
た
ち
は
水
循
環

を
健
全
化
す
る
こ
と
が
で
き
る
わ
け
で
す
。

　

単
純
に
水
の
物
質
的
な
循
環
だ
け
で
し

た
ら
、
そ
れ
は
気
候
や
地
形
な
ど
で
決
ま

る
わ
け
で
す
が
、
難
し
い
の
は
、
人
が
水

を
と
っ
た
り
、
木
を
切
っ
た
り
、
こ
う
し

た
人
間
活
動
が
含
ま
れ
る
点
で
す
。
こ
の

た
め
、
水
循
環
基
本
法
と
い
う
の
は
、
水

循
環
を
人
間
活
動
も
含
め
て
ト
ー
タ
ル
に

管
理
し
ま
し
ょ
う
と
い
う
理
念
が
示
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

水
循
環
基
本
法
を
し
っ
か
り
読
む
と
、

実
は
素
晴
ら
し
い
文
章
で
す
。
特
に
、
前

文
の
部
分
は
非
常
に
印
象
的
で
、「
水
は

生
命
の
源
で
あ
り
、
絶
え
ず
地
球
上
を
循

環
し
、
大
気
、
土
壌
等
の
他
の
環
境
の
自

然
的
構
成
要
素
と
相
互
に
作
用
し
な
が

ら
」
と
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、「
人
を
含
む

多
様
な
生
態
系
に
多
大
な
恩
恵
を
与
え

続
け
て
き
た
。
ま
た
、
水
は
循
環
す
る
過

程
に
お
い
て
、
人
の
生
活
に
潤
い
を
与
え
、

産
業
や
文
化
の
発
展
に
重
要
な
役
割
を
果

た
し
て
き
た
」
と
続
い
て
い
ま
す
。
様
々

な
水
を
と
り
ま
く
問
題
が
出
て
き
た
と
い

う
の
は
皆
さ
ん
ご
存
知
の
と
お
り
と
思
い

ま
す
。「
水
が
人
類
共
通
の
財
産
で
あ
る
」

と
い
う
の
も
、
非
常
に
重
要
な
ワ
ー
ド
で

す
。
最
後
に
、
こ
の
「
こ
と
を
再
認
識
し
、

水
が
健
全
に
循
環
し
、
そ
の
も
た
ら
す
恵

沢
を
将
来
に
わ
た
り
享
受
で
き
る
よ
う
、

健
全
な
水
循
環
を
維
持
し
」
と
あ
り
ま
す

が
、
皆
さ
ん
は
、
健
全
な
水
循
環
と
言
っ

た
と
き
に
説
明
で
き
ま
す
で
し
ょ
う
か
。

何
が
健
全
か
、
非
常
に
難
し
い
と
思
い
ま

す
。

　

こ
の
法
律
の
中
で
の
定
義
は
、
次
の
よ

う
に
な
っ
て
い
ま
す
。「『
健
全
な
水
循
環
』

と
は
、
人
の
活
動
及
び
環
境
保
全
に
果
た

す
水
の
機
能
が
適
切
に
保
た
れ
た
状
態
で

の
水
循
環
と
い
う
」。
言
わ
れ
て
み
れ
ば

そ
の
通
り
で
す
が
、
人
の
活
動
や
環
境
の

状
態
と
い
う
の
は
地
域
に
よ
っ
て
全
く
異

な
り
ま
す
。
当
然
、
水
の
循
環
、
例
え
ば

湧
水
の
あ
る
な
し
で
あ
っ
た
り
、
ど
う
い

う
水
資
源
に
頼
っ
て
い
る
か
な
ど
、
地
域

ご
と
の
水
循
環
に
関
わ
る
課
題
は
ま
っ
た

く
異
な
り
ま
す
の
で
、
健
全
な
水
循
環
と

い
う
の
も
地
域
ご
と
に
全
く
違
う
と
い
う

こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

一
方
で
、
な
ぜ
水
循
環
の
健
全
化
が
必

要
な
の
か
と
い
う
の
は
大
変
難
し
い
問
い

で
す
。
こ
の
た
め
、
水
循
環
を
健
全
化
す

る
こ
と
の
メ
リ
ッ
ト
を
実
感
し
て
も
ら
う

水循環セミナー 2019 in 名古屋

～身近な水辺からはじめる水循環健全化の取組～
名古屋大学大学院 工学研究科　中村 晋一郎　准教授
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こ
と
が
、
実
は
非
常
に
大
き
な
ハ
ー
ド
ル

で
あ
る
と
、
最
近
、
私
は
感
じ
て
い
ま
す
。

健
全
な
水
循
環
を
再
生
す
る
と
い
う
こ
と

は
ど
の
よ
う
な
こ
と
な
の
か
、
と
い
う
の

が
今
日
の
お
題
で
す
。た
だ
、答
え
は
持
っ

て
い
ま
せ
ん
の
で
、
皆
さ
ん
と
一
緒
に
考

え
た
い
と
思
い
ま
す
。

善
福
寺
川
を
里
川
に
カ
エ
ル
会（
善
福
蛙
）

～
都
市
の
里
川
の
再
生
～

　

今
日
紹
介
す
る
事
例
は
、
東
京
に
流
れ

る
善
福
寺
川
と
い
う
と
こ
ろ
で
す
。
東
京

の
川
の
多
く
は
、
洪
水
対
策
と
し
て
、
こ

の
よ
う
な
コ
ン
ク
リ
ー
ト
護
岸
に
し
て
深

く
し
、
ひ
ど
い
と
こ
ろ
で
す
と
河
床
も
コ

ン
ク
リ
ー
ト
で
固
め
る
と
い
う
よ
う
な
状

態
と
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
善
福
寺

川
は
も
と
も
と
湧
水
が
あ
っ
た
と
こ
ろ
を

水
源
に
し
て
お
り
、
今
日
お
話
し
す
る
事

例
は
善
福
寺
川
の
上
流
部
で
の
取
組
に
な

り
ま
す
。

　

こ
の
地
域
は
も
と
も
と
ど
ん
な
地
域

だ
っ
た
か
と
い
い
ま
す
と
、
明
治
時
代
は
、

森
、
畑
、
屋
敷
林
が
あ
り
、
川
沿
い
に
は

田
ん
ぼ
が
、
崖
線
に
は
斜
面
林
が
あ
る
よ

う
な
自
然
が
あ
ふ
れ
る
の
ど
か
な
田
園
地

帯
で
し
た
が
、
こ
れ
が
昭
和
初
期
に
な
る

と
人
々
が
郊
外
へ
と
移
住
し
は
じ
め
、
昭

和
40
年
ぐ
ら
い
に
は
ほ
ぼ
流
域
全
体
が
市

街
化
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
こ
れ
を
土
地

利
用
の
割
合
で
見
て
い
く
と
、
明
治
期
に

森
や
田
畑
が
９
割
程
度
だ
っ
た
の
が
、
現

在
は
宅
地
が
８
割
と
大
逆
転
し
て
し
ま
っ

て
い
ま
す
。
水
循
環
を
考
え
る
と
き
私
た

ち
は
川
や
水
の
こ
と
だ
け
を
見
が
ち
で
す

が
、
ま
ち
づ
く
り
や
街
の
歴
史
と
一
緒
に

考
え
る
と
水
循
環
の
変
化
を
理
解
し
や
す

い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

現
在
の
善
福
寺
川
に
は
、
こ
れ
ま
で
の

土
地
利
用
の
変
化
に
伴
っ
て
浸
透
量
が
減

少
し
流
出
量
が
増
加
し
た
り
、
合
流
式
下

水
道
に
よ
る
雨
天
時
の
生
活
廃
水
等
の
流

入
に
よ
る
水
質
問
題
等
が
あ
り
ま
す
。

　

善
福
寺
川
沿
い
に
あ
る
井
荻
小
学
校
で

は
２
０
１
０
年
か
ら
善
福
寺
川
の
ゴ
ミ
拾

い
が
始
ま
り
ま
し
た
。
そ
し
て
子
ど
も
た

ち
は
あ
る
こ
と
に
疑
問
を
抱
き
ま
し
た
。

「
何
で
川
の
中
に
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー

が
あ
る
の
？
」
と
。
本
来
は
、
ト
イ
レ
ッ

ト
ペ
ー
パ
ー
は
溶
け
て
し
ま
う
の
で
す
が
、

一
般
の
普
通
の
紙
な
ど
が
混
ざ
る
と
、
ど

う
し
て
も
流
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
子
ど
も

た
ち
は
川
の
中
に
あ
る
他
の
ゴ
ミ
と
い
っ

し
ょ
に
こ
の
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
も

拾
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ゴ
ミ
拾
い
を
通
し
て
子
ど
も
た
ち

は
都
市
の
水
循
環
の
課
題
の
一
つ
で
あ
る

合
流
式
下
水
道
の
問
題
に
気
付
き
ま
し
た
。

こ
の
「
気
づ
き
」
は
橋
の
上
か
ら
川
を
眺

め
て
い
る
だ
け
で
は
決
し
て
生
ま
れ
な

か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
川
の
中
に
降
り
て
、

実
際
に
川
に
子
供
た
ち
が
接
し
て
い
る
か

ら
、
水
循
環
に
こ
ん
な
異
常
が
あ
る
と
い

う
こ
と
に
気
づ
く
わ
け
で
す
。

　

し
か
し
、
都
市
に
住
む
多
く
の
人
た
ち

は
こ
の
よ
う
な
機
会
が
な
く
、
所
謂
「
川

離
れ
」
の
状
態
に
あ
り
ま
す
。
川
で
遊
ば

な
い
、
自
分
の
地
域
に
ど
ん
な
川
が
流
れ

て
い
る
か
す
ら
知
ら
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

ど
こ
に
ど
う
い
う
川
が
流
れ
て
い
る
か
が

わ
か
ら
な
い
の
に
、
自
分
の
身
を
水
害
等

の
リ
ス
ク
か
ら
守
れ
る
は
ず
が
あ
り
ま
せ

ん
。
こ
の
点
が
、
都
市
の
水
循
環
に
お
け

る
大
き
な
課
題
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

川
離
れ
を
解
決
す
る
た
め
に

　

川
離
れ
を
解
決
し
た
い
と
い
う
こ
と

で
、
私
た
ち
の
仲
間
で
始
め
た
活
動
が
、

善
福
寺
川
を
里
川
に
カ
エ
ル
会
に
な
り

ま
す
。
カ
エ
ル
は
両
生
類
で
す
が
、
両
生

類
で
す
か
ら
、
川
と
陸
を
つ
な
ぐ
と
い

う
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
で
も
あ
り
ま
す
。
加

え
て
、
川
自
体
を
変
え
る
、
街
を
変
え
る
、

チ
ェ
ン
ジ
す
る
と
い
う
意
味
も
あ
り
ま
す
。

２
０
１
１
年
か
ら
活
動
し
て
い
ま
す
。
里

川
の
定
義
は
な
か
な
か
難
し
い
で
す
が
、

私
た
ち
の
理
解
で
言
い
ま
す
と
、
健
全
な

水
循
環
も
そ
う
で
す
が
、
人
と
川
、
人
と

水
と
の
関
係
が
適
切
に
保
た
れ
た
川
で
あ

る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

何
を
や
っ
て
い
る
か
と
言
い
ま
す
と
、
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ほ
ぼ
毎
月
何
か
を
や
っ
て
い
ま
す
。
川

歩
き
を
し
た
り
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
勉
強

会
を
開
い
た
り
、
川
の
掃
除
を
行
っ
た
り
、

小
学
校
出
張
授
業
を
や
っ
た
り
、
ス
タ
ー

バ
ッ
ク
ス
さ
ん
と
一
緒
に
、
川
掃
除
な
ど

も
や
り
ま
し
た
。

　

井
荻
小
学
校
で
は
、
２
０
０
８
年
頃
か

ら
、
社
会
の
教
科
書
で
取
り
上
げ
ら
れ
て

い
た
京
都
・
鴨
川
の
再
生
事
例
を
き
っ
か

け
に
、
子
供
た
ち
が
鴨
川
に
興
味
を
持
ち

ま
し
た
。
そ
の
と
き
に
、
井
荻
小
学
校
の

脇
に
善
福
寺
川
が
流
れ
て
い
て
、
鴨
川
で

で
き
る
の
で
あ
れ
ば
井
荻
小
で
も
や
り

た
い
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
で
は
、

で
き
る
こ
と
は
何
か
と
い
う
こ
と
で
、
ご

み
拾
い
が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
そ
の
拾
っ
た
ゴ
ミ
を
調
べ
て
い

る
う
ち
に
合
流
式
下
水
道
の
存
在
に
た
ど

り
着
き
ま
し
た
。
こ
れ
を
ど
う
に
か
し
な

け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
の
で
、
い
ろ
い

ろ
取
組
が
広
が
っ
て
い
き
ま
す
。

　

こ
の
活
動
を
通
し
て
、
私
た
ち
大
人
が

や
る
べ
き
こ
と
は
何
か
と
考
え
た
と
き
に
、

や
は
り
子
供
た
ち
が
一
生
懸
命
や
っ
て
い

る
わ
け
で
す
か
ら
、ま
ず
、そ
れ
を
サ
ポ
ー

ト
す
べ
き
だ
と
い
う
の
で
、子
供
た
ち（
川

ガ
キ
）
が
安
心
し
て
遊
べ
る
川
を
目
指
す

こ
と
、
子
供
た
ち
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と

か
ら
始
め
ま
し
た
。

　

井
荻
小
学
校
で
は
、
子
供
た
ち
が
自
ら

川
に
関
心
を
持
っ
て
も
ら
お
う
と
総
合
学

習
の
時
間
を
使
っ
て
、
３
年
生
で
は
生
物

観
察
を
し
た
り
、
４
年
生
で
は
「
め
ざ
せ

善
福
寺
川
博
士
」
と
い
う
こ
と
で
気
づ
き

を
つ
く
っ
て
知
識
を
学
ぶ
時
間
を
設
け
て

い
ま
す
。
今
度
は
実
際
に
行
動
に
移
す
と

い
う
こ
と
で
、
ご
み
拾
い
を
６
年
生
で
や

る
と
い
う
流
れ
で
す
。

　

こ
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
は
、
４
年
生
で
川

の
構
造
に
つ
い
て
学
ん
で
も
ら
い
、
次
に

調
査
方
法
な
ど
の
技
術
を
、
そ
し
て
ゴ
ミ

拾
い
と
い
う
行
動
に
進
む
と
い
っ
た
よ
う

に
デ
ザ
イ
ン
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
川
の
状
況
で
す
の
で
、
子

供
た
ち
が
川
の
中
に
入
る
と
き
に
は
、
必

ず
大
人
が
一
緒
に
入
り
ま
す
。
本
来
で
あ

れ
ば
、
学
校
帰
り
に
ラ
ン
ド
セ
ル
を
背

負
っ
た
ま
ま
川
に
行
き
、
そ
こ
に
ラ
ン
ド

セ
ル
を
放
り
投
げ
、
自
分
た
ち
で
川
の
中

に
入
っ
て
い
く
の
が
一
番
い
い
わ
け
で
す
。

し
か
し
、
今
の
川
の
状
況
で
は
そ
れ
が
で

き
な
い
。
そ
こ
で
、
で
き
る
だ
け
子
供
が

安
心
し
て
遊
べ
る
水
辺
を
再
生
し
な
け
れ

ば
い
け
な
い
と
い
う
の
が
、
次
の
ゴ
ー
ル

と
し
て
浮
か
び
上
が
っ
て
き
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
着
目
し
た
の
が
、
最
上
流
の
公

園
の
中
に
あ
る
水
路
で
し
た
。
当
時
、
地

元
の
人
は
ホ
タ
ル
水
路
と
呼
ん
で
い
ま
し

た
が
、
こ
れ
を
ど
う
に
か
子
供
た
ち
が
自

由
に
入
れ
る
よ
う
に
再
生
で
き
な
い
か
と

動
き
出
し
ま
し
た
。

　

私
の
出
張
授
業
の
中
で
、
子
供
た
ち
に

ホ
タ
ル
水
路
を
ど
う
い
う
ふ
う
に
再
生
し

た
ら
い
い
か
と
い
う
問
い
か
け
を
行
い

ま
し
た
。
そ
し
て
、
一
体
ど
う
い
う
ふ
う

な
川
に
し
た
ら
い
い
の
か
と
い
う
こ
と
を
、

５
、６
年
生
、
１
１
０
人
の
子
供
た
ち
に

川
の
絵
を
描
い
て
も
ら
い
ま
し
た
。
後
日
、

そ
の
絵
を
子
ど
も
た
ち
が
区
長
に
届
け
た

と
こ
ろ
、「
憩
い
の
水
辺
創
出
～
「
み
ん
な

の
夢
水
路
」」
と
し
て
区
の
事
業
と
な
り

ま
し
た
。
王
道
は
な
く
、
い
ろ
い
ろ
な
ア

プ
ロ
ー
チ
で
一
歩
ず
つ
で
も
前
に
進
め
る

こ
と
が
重
要
だ
と
思
い
ま
す
。

　

子
供
た
ち
も
参
加
し
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
を
何
回
か
繰
り
返
し
、
合
意
形
成
し
な

が
ら
、
実
際
に
川
を
再
生
し
て
い
き
ま
し

た
。
そ
し
て
工
事
を
経
て
、
２
０
１
８
年

７
月
21
日
に
川
開
き
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

よ
く
こ
ん
な
と
こ
ろ
が
東
京
の
ど
真
ん
中

に
で
き
た
な
と
思
い
ま
す
。
私
が
夢
に
見

て
い
た
と
い
う
か
、
私
た
ち
大
人
が
夢
に

見
た
、
子
供
た
ち
が
ラ
ン
ド
セ
ル
を
投
げ
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捨
て
て
川
に
ば
し
ゃ
ば
し
ゃ
と
入
っ
て
い

く
風
景
が
本
当
に
で
き
ま
し
た
。

新
た
な
フ
ェ
ー
ズ
へ
～
湧
水
の
再
生
～

　

こ
の
地
域
は
非
常
に
湧
水
が
豊
富
で
し

た
が
、
都
市
化
に
よ
り
地
下
水
位
が
低
下

し
た
た
め
、
現
在
の
水
源
は
井
戸
水
を
ポ

ン
プ
で
く
み
上
げ
て
維
持
し
て
い
ま
す
。

再
生
し
た
遅
野
井
川
の
水
も
ポ
ン
プ
で
く

み
上
げ
ら
れ
た
水
で
す
。

　

あ
る
日
、
杉
並
区
に
雷
が
落
ち
て
停
電
が

発
生
し
、
ポ
ン
プ
が
止
ま
っ
て
し
ま
う
と
い

う
こ
と
が
起
き
ま
し
た
。
そ
う
す
る
と
一
夜

に
し
て
川
の
水
が
す
べ
て
な
く
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
豊
か
な
水
辺
を
再
生
す
る
に

は
、
健
全
な
水
循
環
を
取
り
も
ど
さ
な
く
て

は
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

こ
こ
で
重
要
な
の
は
、
こ
の
健
全
な
水

循
環
の
必
要
性
へ
の
気
づ
き
は
、
子
ど
も

た
ち
の
ゴ
ミ
拾
い
か
ら
始
ま
り
、
一
つ
一

つ
の
課
題
を
解
決
し
て
い
っ
た
先
に
生
ま

れ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
何
で
も
す
ぐ
に

は
物
事
は
進
ま
な
い
と
い
う
の
は
皆
さ
ん

よ
く
ご
存
知
だ
と
思
い
ま
す
が
、
一
つ
ず

つ
課
題
を
解
決
す
る
中
で
、
徐
々
に
地
域

の
課
題
か
ら
水
循
環
の
課
題
へ
と
新
た
な

気
づ
き
と
な
っ
て
つ
な
が
っ
て
い
く
と
い

う
プ
ロ
セ
ス
が
生
ま
れ
て
い
ま
す
。
美
し

い
安
全
な
水
辺
と
い
う
の
は
、
健
全
な
水

循
環
を
再
生
し
な
い
と
で
き
な
い
と
い
う

の
を
実
体
験
し
た
わ
け
で
す
。

　

一
方
で
、
実
は
嬉
し
い
予
兆
が
あ
り
ま

す
。
ち
ょ
う
ど
遅
野
井
川
の
再
生
事
業
が

始
ま
っ
た
こ
ろ
、
突
如
と
し
て
失
わ
れ
て

い
た
湧
水
が
数
日
間
だ
け
復
活
し
ま
し
た
。

そ
の
年
の
長
雨
と
長
期
的
な
地
下
水
位
の

上
昇
が
理
由
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
現
在
は

こ
の
湧
水
を
持
続
的
に
復
活
で
き
な
い
か

と
考
え
、
新
た
な
目
標
に
向
け
た
取
り
組

み
を
開
始
し
て
い
ま
す
。

　

こ
こ
数
年
の
井
荻
小
学
校
で
の
授
業
で

は
、
自
分
の
小
学
校
で
ど
う
い
う
ふ
う
に
、

ど
れ
だ
け
雨
水
を
浸
透
で
き
る
か
考
え
て

も
ら
い
、
そ
れ
を
絵
に
し
て
も
ら
っ
て
い

ま
す
。

　

水
循
環
の
取
組
と
い
う
と
、
何
か
も
の

す
ご
い
壮
大
な
こ
と
を
思
い
浮
か
べ
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
や
る
べ
き
こ
と
は
結

局
、
目
の
前
の
水
辺
を
健
全
で
美
し
い
状

態
で
次
の
世
代
へ
と
残
し
て
い
く
こ
と
だ

と
思
い
ま
す
。
そ
の
取
組
を
１
個
１
個
進

め
る
こ
と
が
、
実
は
健
全
な
水
循
環
の
再

生
に
つ
な
が
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う

の
が
、
私
が
こ
の
10
年
間
の
取
組
で
学
ん

だ
こ
と
で
す
。
美
し
い
水
辺
の
再
生
か
ら
、

健
全
な
水
循
環
へ
。
今
度
は
、
健
全
な
水

循
環
の
再
生
か
ら
、
ま
ち
づ
く
り
と
い
っ

た
、
よ
り
具
体
的
な
空
間
の
提
案
を
し
て

い
く
予
定
で
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
水
循
環
基
本
法

の
具
体
的
な
取
組
は
こ
れ
か
ら
で
す
が
、

や
は
り
、
ま
ず
は
理
念
を
共
有
し
、
そ
し

て
地
域
の
中
で
育
む
こ
と
が
大
切
と
考

え
て
い
ま
す
。
身
近
な
水
辺
か
ら
ま
ち
へ
、

ま
ち
か
ら
流
域
へ
、
流
域
か
ら
水
循
環
へ

と
い
う
こ
と
で
、
や
は
り
身
近
な
水
辺
か

ら
始
め
て
い
く
と
い
う
の
が
、
ひ
と
つ
効

果
的
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
、

身
近
な
水
辺
の
あ
り
方
か
ら
、
目
指
す
べ

き
流
域
像
、
そ
し
て
目
指
す
べ
き
健
全
な

水
循
環
へ
と
い
っ
た
段
階
的
な
目
標
が
現

れ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
プ
ロ
セ
ス

も
重
要
な
の
で
、
プ
ロ
セ
ス
の
デ
ザ
イ
ン

も
し
っ
か
り
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

ま
ず
は
身
近
な
水
へ
の
接
点
や
「
気
づ

き
」
を
形
成
す
る
う
え
で
教
育
の
現
場
は

と
て
も
重
要
で
す
。
水
循
環
基
本
計
画
に

も
教
育
が
非
常
に
重
要
な
項
目
と
し
て
挙

げ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
健
全
な
水
循
環
再

生
に
お
け
る
教
育
の
重
要
性
は
、
今
日
の

話
で
何
と
な
く
わ
か
っ
て
い
た
だ
け
た
か

と
思
い
ま
す
。

　

美
し
い
水
辺
の
再
生
は
健
全
な
水
循

環
再
生
に
向
け
た
入
口
に
な
り
ま
す
。
昔
、

そ
の
地
域
に
あ
っ
た
美
し
い
水
辺
や
健
全

な
水
循
環
は
１
０
０
年
か
け
て
失
わ
れ
ま

し
た
。
よ
っ
て
、
そ
れ
ら
を
再
生
す
る
に

は
恐
ら
く
同
じ
く
ら
い
長
い
時
間
が
か
か

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
個
人
や
地
域
、
そ

し
て
行
政
が
一
体
と
な
っ
て
、
出
来
る
こ

と
か
ら
一
歩
一
歩
進
め
て
い
く
こ
と
が
重

要
な
の
だ
と
思
い
ま
す
。
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雨
の
極
端
化　

～
集
中
豪
雨
と
渇
水
～

　

水
循
環
と
い
う
の
が
な
ぜ
大
切
か
と
い

う
話
で
す
が
、
特
に
今
年
頃
か
ら
「
温
暖

化
型
豪
雨
」
と
い
う
言
葉
が
報
道
で
も
使

わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
今
か
ら
10

年
程
前
に
出
て
き
た
言
葉
と
し
て
は
「
ゲ

リ
ラ
豪
雨
」
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
そ
れ
か

ら
10
年
が
経
過
し
、
明
ら
か
に
温
暖
化
に

よ
る
影
響
等
が
考
え
ら
れ
る
、
い
わ
ゆ
る

命
の
危
険
を
感
じ
る
程
度
の
雨
が
１
年
に

１
回
程
度
発
生
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
甚
大

な
被
害
が
発
生
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
グ
ラ
フ
は
、
福
岡
管
区
気
象
台
の

降
雨
デ
ー
タ
を
も
と
に
、
１
９
０
０
年
か

ら
２
０
１
７
年
ま
で
の
福
岡
市
の
年
降
水

量
の
経
年
変
化
を
示
し
て
い
ま
す
。
中
央

の
赤
い
線
、
１
６
０
０
ミ
リ
を
少
し
超
え

た
と
こ
ろ
が
お
お
よ
そ
福
岡
市
の
平
均
年

間
降
水
量
で
す
。
青
い
折
れ
線
グ
ラ
フ
は
、

各
年
降
水
量
を
結
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
グ

ラ
フ
か
ら
、
降
る
と
き
と
降
ら
な
い
と
き

が
極
端
で
、
福
岡
市
の
場
合
は
、
こ
の
降

ら
な
い
と
き
が
問
題
に
な
る
ケ
ー
ス
が
多

い
で
す
が
、
そ
の
変
動
幅
が
１
０
０
年
前

に
比
べ
て
最
近
は
明
ら
か
に
大
き
く
な
っ

て
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　

降
れ
ば
洪
水
に
な
り
、
降
ら
な
け
れ
ば

渇
水
被
害
が
発
生
し
ま
す
の
で
、
水
循
環

の
中
で
、
こ
の
両
極
端
の
リ
ス
ク
を
回
避

し
て
い
く
取
組
が
必
要
で
す
。
し
か
し
、

ダ
ム
で
貯
め
よ
う
と
思
っ
て
も
、
想
定
し

た
以
上
に
降
っ
て
し
ま
え
ば
、
ダ
ム
の
緊

急
放
流
の
よ
う
に
、
上
流
か
ら
入
っ
て
き

た
雨
を
そ
の
ま
ま
放
流
せ
ざ
る
を
得
な
く

な
り
ま
す
。
で
す
か
ら
、
流
域
に
降
っ
た

雨
を
い
か
に
下
水
や
河
川
に
流
さ
な
い
よ

う
に
す
る
か
を
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。

　

今
、
私
た
ち
は
、
こ
の
よ
う
な
状
況
を

コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
、
洪
水
と
渇
水
の
両
方

の
リ
ス
ク
に
対
応
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
い
う
、
難
し
い
時
代
に
い
る
と

い
え
ま
す
。

水循環セミナー 2019 in 福岡

～都市域における水循環再生の取組～
福岡大学 工学部　渡辺 亮一　教授
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福
岡
は
、「
渇
水
都
市
」
と
呼
ば
れ
る
く

ら
い
、
危
機
的
な
渇
水
に
見
舞
わ
れ
て
い

ま
す
。
第
二
次
大
戦
後
だ
け
で
大
き
な
渇

水
が
３
回
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。
特
に
厳

し
か
っ
た
の
が
昭
和
53
年
か
ら
54
年
、
そ

れ
か
ら
平
成
６
年
と
な
り
ま
す
。

　

福
岡
が
抱
え
る
渇
水
の
リ
ス
ク
を
下

げ
な
が
ら
、
な
お
か
つ
水
害
も
防
ぐ
取
組

は
必
ず
我
々
が
や
る
必
要
が
あ
る
と
い

う
こ
と
で
、
福
岡
大
学
水
循
環
・
生
態
系

再
生
研
究
所
を
設
立
し
て
実
験
に
着
手

し
ま
し
た
。

蓄
雨
に
よ
る
水
害
リ
ス
ク
へ
の
対
応

　

最
近
、「
グ
リ
ー
ン
イ
ン
フ
ラ
」
や
「
グ

リ
ー
ン
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
」
と
い
う
言
葉
を

よ
く
目
に
し
ま
す
。

　
「
グ
リ
ー
ン
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
」
は
非
常

に
素
晴
ら
し
い
取
組
で
す
が
、
簡
潔
な
日

本
語
訳
は
ま
だ
な
い
よ
う
で
す
。
わ
か
り

や
す
く
言
え
ば
、「
生
物
多
様
性
を
維
持

し
、
自
然
の
水
循
環
等
を
活
用
し
な
が
ら
、

災
害
を
減
ら
す
」
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で

し
ょ
う
か
。

　

日
本
に
住
ん
で
い
る
限
り
、
災
害
に
遭

う
こ
と
は
避
け
ら
れ
な
い
と
私
は
思
い
ま

す
。
で
す
か
ら
、
災
害
へ
の
抵
抗
力
を
つ

け
る
と
と
も
に
、
災
害
を
受
け
て
も
、
立

ち
直
る
ス
ピ
ー
ド
が
早
く
な
る
よ
う
な
水

循
環
の
取
組
が
重
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

水
循
環
・
生
態
系
再
生
研
究
所
で
は
、
こ

の
「
グ
リ
ー
ン
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
」
を
実
装

す
る
取
組
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
性
に
つ
い
て
、
例

え
ば
福
岡
大
学
が
あ
る
城
南
区
で
は
、
昭

和
30
年
頃
は
宅
地
が
全
域
の
12
％
、
農
地

が
38
％
、
山
林
が
50
％
で
あ
り
、
雨
が
地

下
に
浸
透
し
や
す
い
土
地
利
用
だ
っ
た
と

言
え
ま
す
。
し
か
し
、
そ
れ
か
ら
約
50
年

経
た
平
成
20
年
頃
は
、
宅
地
が
75
％
、
農

地
が
２
％
、
山
地
が
20
数
％
で
、
水
が
地

下
に
浸
透
す
る
エ
リ
ア
が
激
減
し
て
し
ま

い
ま
し
た
。

　

そ
れ
か
ら
、
洪
水
に
つ
い
て
は
、
都
市

化
の
進
行
に
よ
り
、
川
の
ピ
ー
ク
流
量
が

増
え
る
だ
け
で
な
く
、
雨
が
降
り
始
め
て

か
ら
ピ
ー
ク
に
達
す
る
ま
で
の
時
間
が
短

く
な
り
、
川
だ
け
で
洪
水
を
制
御
し
、
水

害
を
防
ぐ
こ
と
は
限
界
に
来
て
い
る
こ
と

が
わ
か
り
ま
す
。

　

で
は
、
ど
う
し
た
ら
い
い
か
と
い
う
こ

と
で
す
が
、
水
の
循
環
を
う
ま
く
保
つ
た

め
に
は
、
直
接
流
出
を
い
か
に
抑
え
て
い

く
か
が
非
常
に
重
要
で
す
。
２
０
１
４
年

に
施
行
さ
れ
た
「
雨
水
の
利
用
推
進
に
関

す
る
法
律
」
は
、
水
資
源
の
有
効
な
利
用

と
下
水
道
・
河
川
等
へ
の
雨
水
の
集
中
流

出
の
抑
制
を
同
時
に
達
成
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。

　

で
は
、
具
体
的
に
ど
の
程
度
を
目
指
す

の
か
で
す
が
、
一
般
住
宅
で
は
、
敷
地
の

中
で
１
０
０
ミ
リ
、
つ
ま
り
10
セ
ン
チ
の

雨
を
留
め
る
こ
と
を
一
つ
の
目
標
値
と
す

る
こ
と
を
「
蓄
雨
（
ち
く
う
）」
と
い
う
言

葉
を
用
い
て
提
案
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
の
研
究
か
ら
、
ど
の
家
庭
で

も
敷
地
で
も
、
１
０
０
ミ
リ
を
貯
め
て
流

出
を
遅
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
水
害

を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
地
震
等
が
起
こ
っ
た
と
き
に
、

蓄
雨
に
よ
り
貯
め
て
お
い
た
水
を
生
活
用

水
と
し
て
活
用
し
よ
う
と
い
う
こ
と
で

防
災
蓄
雨
、
ふ
だ
ん
の
生
活
の
中
で
そ
れ

を
活
用
し
よ
う
と
い
う
利
水
蓄
雨
、
そ
れ

か
ら
水
害
を
防
ぐ
た
め
の
治
水
蓄
雨
、
更

に
は
自
然
界
に
水
を
戻
す
た
め
の
環
境

蓄
雨
と
、
こ
の
４
つ
の
蓄
雨
を
合
わ
せ
て

１
０
０
ミ
リ
達
成
す
る
と
い
う
こ
と
を
今

目
指
し
て
お
り
、
様
々
な
技
術
開
発
を
進

め
て
い
ま
す
。
こ
れ
が
本
当
に
実
現
す
れ

ば
、
水
の
使
い
方
や
水
循
環
が
か
な
り
変

わ
っ
て
く
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

実
際
に
私
の
自
宅
に
設
け
た
実
験
施
設

で
の
取
組
を
紹
介
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　

私
の
家
に
は
、
42
ト
ン
の
雨
水
が
貯
留

で
き
ま
す
。
こ
の
水
量
は
、
４
人
家
族
で

あ
れ
ば
、
約
２
カ
月
分
の
水
道
水
量
で
す
。

も
し
地
震
が
起
こ
っ
た
時
に
満
水
状
態

で
あ
れ
ば
、
水
道
が
断
水
し
て
も
、
２
カ
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月
間
、
自
前
の
水
源
が
確
保
で
き
ま
す
が
、

実
際
に
は
一
部
が
地
下
に
浸
透
し
ま
す
の

で
詳
し
く
説
明
し
ま
す
。

　

ま
ず
家
の
基
礎
を
く
り
抜
い
て
造
っ
た

生
活
用
水
利
用
タ
ン
ク
で
す
。
こ
の
タ
ン

ク
は
17
ト
ン
の
容
量
が
あ
り
、屋
根
に
降
っ

た
水
を
全
部
流
し
込
ん
で
生
活
に
使
い
ま

す
。
ト
イ
レ
は
１
０
０
％
雨
水
で
流
し
て

お
り
、
洗
濯
、
お
風
呂
に
も
利
用
し
て
い
ま

す
。
こ
の
タ
ン
ク
か
ら
溢
れ
た
分
は
、
庭
の

下
１
メ
ー
ト
ル
の
部
分
に
駐
車
場
を
掘
り

下
げ
て
接
地
し
た
容
量
23
ト
ン
の
樹
脂
製

の
水
害
抑
止
用
タ
ン
ク
に
入
り
ま
す
。

　

し
か
し
、１
日
に
５
０
０
ミ
リ
や
６
０
０

ミ
リ
が
降
る
と
、
や
は
り
水
害
抑
止
用
タ

ン
ク
も
満
水
に
な
り
、
こ
の
タ
ン
ク
を
あ

ふ
れ
た
水
が
浸
透
桝
を
通
じ
て
浸
透
し
ま

す
。
浸
透
が
限
界
に
な
れ
ば
よ
う
や
く
雨

水
管
、
下
水
管
に
出
て
い
き
ま
す
。
設
置
後

７
年
半
が
経
過
し
、
そ
の
間
に
下
水
に
出

た
回
数
は
３
回
程
度
で
し
た
。
九
州
北
部

豪
雨
ク
ラ
ス
の
雨
で
は
下
水
管
に
流
出
し

て
い
き
ま
す
が
、
屋
根
に
雨
が
落
ち
て
か

ら
出
て
い
く
ま
で
に
15
分
以
上
の
時
間
が

か
か
り
ま
す
か
ら
、
貯
め
る
だ
け
で
な
く
、

時
間
を
か
け
て
雨
を
出
す
こ
と
で
、
ピ
ー

ク
時
の
下
水
管
へ
の
負
担
を
減
ら
す
効
果

が
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
ま
す
。

　

水
収
支
は
、
２
０
１
２
年
か
ら

２
０
１
５
年
ま
で
の
４
年
間
で
は
、
使
用

量
が
５
０
９
ト
ン
、
浸
透
量
が
３
４
３
ト

ン
で
、
約
40
％
を
浸
透
さ
せ
て
い
ま
す
。

蓄
雨
の
治
水
・
利
水
・
環
境
効
果

　

蓄
雨
は
、
貯
め
た
も
の
を
使
う
ほ
ど
効

果
が
上
が
り
ま
す
。
例
え
ば
ト
イ
レ
だ
け

に
し
か
使
わ
な
い
な
ら
ば
、
蓄
雨
の
効
果

は
小
さ
く
、
お
風
呂
や
洗
濯
に
使
え
ば
収

支
が
バ
ラ
ン
ス
し
ま
す
。
雨
が
降
る
と
き

に
タ
ン
ク
が
空
い
て
い
れ
ば
、
水
害
を
抑

制
す
る
効
果
が
発
揮
さ
れ
ま
す
。

　

こ
れ
は
タ
ン
ク
の
空
き
率
を
示
し
て

い
ま
す
。
豪
雨
で
は
満
水
に
な
り
ま
す
が
、

そ
れ
で
も
ほ
と
ん
ど
の
場
合
、
貯
め
る
こ

と
が
で
き
ま
す
の
で
、
水
害
を
抑
制
す
る

目
的
は
お
お
よ
そ
達
成
さ
れ
て
い
る
と
言

え
ま
す
。

　

も
う
一
つ
の
目
的
で
あ
る
水
資
源
の
有

効
利
用
に
つ
い
て
も
達
成
で
き
て
お
り
、

し
か
も
40
％
程
度
は
地
下
に
浸
透
さ
せ
て

自
然
に
戻
せ
て
い
る
と
い
う
状
況
に
な
り

ま
す
。

　

浸
透
桝
に
設
置
し
た
セ
ン
サ
ー
の
計
測

に
よ
る
と
、
２
０
０
ト
ン
近
く
の
水
の
う

ち
、
下
水
道
に
流
出
し
た
水
は
わ
ず
か
４

ト
ン
で
す
。
こ
こ
で
紹
介
し
た
方
法
で
は
、

流
出
抑
制
が
な
さ
れ
る
こ
と
を
ご
理
解
い

た
だ
け
れ
ば
あ
り
が
た
い
で
す
。
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利
水
蓄
雨
、
治
水
蓄
雨
、
環
境
蓄
雨
を

全
部
足
し
合
わ
せ
る
と
、
こ
の
実
験
施
設

で
は
お
そ
ら
く
２
０
０
ミ
リ
近
く
の
流
出

抑
制
が
達
成
で
き
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り

ま
し
た
。
ま
た
、
年
間
降
水
量
の
３
分
の

２
よ
り
多
い
量
を
地
下
へ
の
浸
透
や
蒸
発

散
で
循
環
さ
せ
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

現
在
、
ど
れ
ぐ
ら
い
渇
水
に
ど
の
程
度

対
応
で
き
る
か
も
研
究
し
て
い
ま
す
。
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
と
、
例
え
ば
平

成
６
年
の
福
岡
市
の
年
降
水
量
は
８
９
０

ミ
リ
で
、
平
年
の
半
分
程
度
で
し
た
。
し

か
し
、
い
か
に
降
ら
な
い
と
い
っ
て
も
、

年
間
に
８
０
０
ミ
リ
程
度
は
降
っ
て
い
た

の
で
す
。
そ
の
状
況
の
も
と
で
ど
の
程
度

雨
を
使
え
る
の
か
を
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

し
ま
し
た
。

　

平
年
並
み
の
１
６
０
０
ミ
リ
程
度
の
降

水
量
で
は
、
４
人
家
族
の
場
合
、
１
人
１

日
96
リ
ッ
ト
ル
を
使
っ
て
も
、
利
水
用
タ

ン
ク
の
中
の
水
が
空
に
な
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
。
ト
イ
レ
に
26
リ
ッ
ト
ル
、
洗
濯

に
30
リ
ッ
ト
ル
、
風
呂
に
１
人
40
リ
ッ
ト

ル
を
、
毎
日
、
４
人
家
族
で
使
う
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

タ
ン
ク
の
中
に
半
分
の
水
が
あ
る
と

き
に
渇
水
が
始
ま
っ
た
場
合
に
は
、
平
成

６
年
と
同
じ
年
降
水
量
８
９
０
ミ
リ
で

は
、
１
人
１
日
76
リ
ッ
ト
ル
利
用
で
き
る

と
考
え
て
い
ま
す
。
平
年
並
み
の
降
水
量

の
と
き
に
４
人
家
族
が
使
え
る
１
人
１

日
96
リ
ッ
ト
ル
の
内
訳
は
、
ト
イ
レ
に
26

リ
ッ
ト
ル
、
洗
濯
に
30
リ
ッ
ト
ル
、
お
風

呂
に
は
40
リ
ッ
ト
ル
で
す
が
、
渇
水
時
に

は
、
２
日
に
１
回
の
利
用
頻
度
に
す
る
な

ど
し
て
各
々
の
使
用
量
を
半
分
に
抑
え
れ

ば
、
平
成
６
年
の
降
雨
パ
タ
ー
ン
に
当
て

は
め
て
も
、
タ
ン
ク
の
中
の
水
が
空
に
な

ら
な
い
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た
。

　

以
上
、
ま
と
め
ま
す
と
、
通
常
で
は
１

人
１
日
１
０
０
リ
ッ
ト
ル
使
う
こ
と
が
で

き
ま
す
。
一
方
、渇
水
の
と
き
は
、76
リ
ッ

ト
ル
で
、
最
大
で
84
リ
ッ
ト
ル
ま
で
使
っ

て
も
ぎ
り
ぎ
り
運
転
で
き
る
と
い
う
こ
と

に
な
り
ま
す
。

蓄
雨
の
普
及
に
向
け
て

　

本
日
ご
紹
介
し
た
施
設
は
、
丁
寧
な
施

工
が
必
要
で
す
が
、
雨
水
を
水
資
源
と
し

て
有
効
に
活
用
で
き
ま
す
し
、
水
害
も
渇

水
も
防
げ
る
一
石
二
鳥
の
効
果
が
あ
り
ま

す
。
こ
う
し
た
施
設
を
増
や
し
て
い
く
こ

と
が
、
雨
の
極
端
化
へ
の
有
効
な
対
処
法

の
一
つ
と
考
え
て
い
ま
す
。
私
は
こ
の
取

組
を
大
真
面
目
に
や
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、

ご
興
味
を
持
た
れ
た
方
が
お
ら
れ
ま
し
た

ら
、
技
術
的
な
こ
と
も
含
め
て
お
教
え
し

ま
す
の
で
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
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第
二
期　

鳴
瀬
川
流
域
水
循
環
計
画

　

２
０
１
８
年
に
制
定
さ
れ
た
第
二
期
鳴

瀬
川
流
域
水
循
環
計
画
が
５
年
前
に
制
定

さ
れ
た
第
一
期
計
画
と
比
べ
て
特
徴
的
な

の
は
、
気
候
変
動
が
考
慮
さ
れ
て
い
る
こ

と
で
す
。
こ
れ
ま
で
は
、
水
循
環
や
治
水

計
画
に
気
候
変
動
は
あ
ま
り
入
れ
ら
れ
な

か
っ
た
の
で
す
が
、
最
近
は
よ
く
入
れ
ら

れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。
第
二

期
鳴
瀬
川
流
域
水
循
環
計
画
の
も
う
一
つ

の
特
徴
は
、
太
陽
光
発
電
に
よ
る
森
林
伐

採
の
話
題
が
含
ま
れ
て
い
る
点
で
、
太
陽

光
パ
ネ
ル
の
設
置
に
際
し
て
は
水
循
環
に

対
す
る
評
価
を
す
べ
き
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
第
二
期
鳴
瀬
川
流
域
水
循
環
計

画
の
４
章
、
５
章
に
は
、
基
本
理
念
や
将

来
像
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。
目
指
す
将
来

像
と
し
て
、
主
体
が
行
動
せ
よ
と
書
か
れ

て
お
り
、
主
体
が
行
動
す
る
流
域
と
い
う

の
は
、
行
政
が
中
心
に
な
っ
て
行
う
の
で

は
な
く
、
多
様
な
組
織
が
連
携
し
オ
ー
ル

鳴
瀬
川
流
域
で
取
組
み
ま
し
ょ
う
と
書
か

れ
て
い
る
こ
と
は
と
て
も
素
晴
ら
し
い
と

思
い
ま
す
。
ま
た
、
６
章
に
は
、
主
体
と

な
る
県
民
や
事
業
者
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
の
役
割
が

記
述
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

宮
城
県
の
流
域
水
循
環
計
画
で
は
、
清

ら
か
な
流
れ
、
豊
か
な
流
れ
、
安
全
な
流

れ
、
豊
か
な
生
態
系
と
い
う
４
つ
の
項
目

を
設
け
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
指
標
を
設
定
し

て
い
る
の
が
特
徴
的
で
す
。

　

清
ら
か
な
流
れ
は
Ｂ
Ｏ
Ｄ
や
Ｃ
Ｏ
Ｄ
、

豊
か
な
流
れ
は
流
量
、
そ
れ
か
ら
安
全
な

流
れ
は
整
備
率
や
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
な
ど
、

そ
し
て
豊
か
な
生
態
系
は
植
物
環
境
指
標

や
絶
滅
危
惧
種
の
数
を
指
標
に
し
て
い
ま

す
。
表
の
通
り
、
文
字
が
青
色
は
問
題
な

し
、
黒
が
ほ
と
ん
ど
問
題
な
し
、
緑
が
問

題
あ
り
で
、
赤
が
ひ
ど
い
と
い
う
評
価
に

な
っ
て
お
り
ま
す
。

気
候
変
動
の
影
響
～
健
全
を
表
す
も
の
～

　

健
全
な
水
循
環
と
は
何
か
を
改
め
て
考

え
る
と
、
維
持
流
量
や
低
水
流
量
が
確
保

さ
れ
る
こ
と
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、

水循環セミナー 2019 in 仙台

～流域マネジメントへの期待～
東北大学大学院 工学研究科　風間 聡　教授
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一
般
の
方
々
は
、
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
大

河
川
と
い
う
よ
り
は
目
の
前
を
流
れ
る
小

さ
な
川
を
見
て
水
が
無
い
と
認
識
さ
れ
る

こ
と
が
多
い
と
思
い
ま
す
。

　

数
字
的
に
流
量
や
流
出
係
数
や
正
常
流

量
達
成
率
の
よ
う
な
も
の
は
も
ち
ろ
ん
大

事
で
す
が
、
こ
れ
を
測
っ
て
い
る
場
所
と

い
う
の
は
下
流
が
多
く
、
支
川
に
は
流
量

計
は
あ
ま
り
設
置
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
の
で
、

本
当
に
健
全
な
水
循
環
と
い
う
の
を
知
ろ

う
と
す
る
と
、
や
は
り
支
川
に
水
が
あ
る

の
か
ど
う
か
を
調
べ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
こ
れ
を
調
べ
る
の
は
非
常
に

難
し
く
、
危
機
管
理
型
水
位
計
を
あ
ち
こ

ち
に
設
置
す
る
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
の

で
、
住
民
の
方
々
が
見
て
い
る
よ
う
な
小

さ
い
川
の
流
量
を
調
べ
る
の
は
相
当
難
し

い
と
思
い
ま
す
。

　

で
は
ど
う
す
れ
ば
よ
い
の
か
と
考
え
、

結
局
、
そ
の
水
が
な
い
こ
と
に
よ
っ
て
影

響
を
受
け
る
も
の
を
調
べ
る
こ
と
で
、
水

の
有
無
の
状
態
が
把
握
で
き
る
の
で
は
な

い
か
と
考
え
ま
し
た
。

　

水
循
環
が
う
ま
く
い
っ
て
い
れ
ば
、
そ

こ
に
棲
む
べ
き
生
物
は
ち
ゃ
ん
と
棲
ん
で

い
る
は
ず
だ
と
い
う
こ
と
が
何
と
な
く
イ

メ
ー
ジ
で
き
る
と
思
い
ま
す
。
支
川
に
水

位
計
が
設
置
さ
れ
て
い
な
く
て
も
、
例
え

ば
そ
こ
に
虫
が
い
れ
ば
、
ど
う
も
こ
の
３

カ
月
ぐ
ら
い
は
い
い
流
量
の
状
態
だ
っ
た

よ
う
だ
な
ど
と
い
う
の
は
分
か
る
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

指
標
と
な
る
生
物
と
し
て
、
魚
、
昆
虫
、

藻
類
、
バ
イ
カ
モ
な
ど
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

そ
の
中
で
も
、
我
々
大
学
の
研
究
室
で
調

査
す
る
と
き
に
一
番
簡
単
な
の
は
「
虫
」

で
す
。
虫
が
水
循
環
の
健
全
性
の
評
価
に

使
え
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
、

専
門
的
な
お
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

川
の
中
に
は
、
ト
ビ
ケ
ラ
や
カ
ワ
ゲ
ラ
、

ヤ
ゴ
な
ど
い
ろ
い
ろ
な
虫
が
い
ま
す
。
川

の
中
に
い
る
虫
は
、
魚
み
た
い
に
逃
げ
た

り
せ
ず
、
石
に
へ
ば
り
つ
い
て
い
ま
す
か

ら
、
捕
ま
え
や
す
い
で
す
。
い
つ
行
っ
て

も
い
ま
す
し
、
行
く
た
び
に
種
類
が
変
わ

っ
て
い
ま
す
し
、
洪
水
が
あ
る
と
全
く
い

な
く
な
っ
て
い
た
り
な
ど
、
川
の
環
境
の

影
響
を
受
け
や
す
い
け
れ
ど
も
す
ぐ
復
帰

す
る
し
、
数
も
一
定
程
度
と
る
こ
と
が
で

き
る
利
点
が
あ
り
ま
す
。

　

２
０
０
６
年
頃
、
広
瀬
川
や
名
取
川
の

流
域
で
学
生
と
と
も
に
調
査
を
行
い
ま

し
た
。
10
月
に
45
カ
所
で
集
中
観
測
し
て
、

２
週
に
１
回
ぐ
ら
い
行
っ
て
、
同
じ
高
さ

の
と
こ
ろ
で
虫
を
捕
獲
し
て
き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
水
温
の
感
度
が
あ
る
虫
を
調
べ

る
た
め
、
同
じ
よ
う
な
山
の
麓
の
川
を
全

部
調
べ
ま
し
た
。
つ
ま
り
、
ほ
と
ん
ど
流

量
と
か
川
の
状
態
が
ほ
ぼ
同
じ
と
こ
ろ
で
、

虫
の
状
態
を
調
べ
ま
し
た
。
例
え
ば
水
温

で
あ
れ
ば
、
ヒ
ゲ
ナ
ガ
ト
ビ
ケ
ラ
な
ど
は
、

温
度
が
高
く
な
る
と
個
体
密
度
が
変
わ
る
、

水
温
が
違
う
と
い
る
数
が
違
う
と
い
っ
た

こ
と
が
よ
く
分
か
り
ま
す
。

　

こ
の
調
査
結
果
と
世
界
中
で
行
わ
れ
て

い
る
将
来
の
気
候
予
測
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ

ョ
ン
結
果
を
利
用
し
て
川
の
状
態
を
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
し
ま
す
。
一
例
と
し
て
、

Ｒ
Ｃ
Ｐ
と
い
う
温
室
効
果
ガ
ス
を
出
す
シ

ナ
リ
オ
の
場
合
、
カ
ワ
ゲ
ラ
も
ト
ビ
ケ
ラ

も
、
２
０
５
０
年
や
２
１
０
０
年
に
向
け

て
個
体
数
が
右
肩
下
が
り
と
な
る
こ
と
が

分
か
り
ま
す
。
将
来
に
向
か
っ
て
、
こ
う

い
っ
た
虫
が
減
っ
て
い
く
と
い
う
こ
と
は
、

水
温
が
上
が
る
な
り
流
量
が
減
る
こ
と
に
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よ
り
、
水
環
境
が
悪
く
な
る
の
で
は
な
い

か
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
ト
ビ
ケ
ラ
で
あ
れ

ば
、
２
１
０
０
年
頃
に
な
る
と
、
Ｒ
Ｃ
Ｐ

８
・
５
と
い
う
温
室
効
果
ガ
ス
を
多
く
出

す
パ
タ
ー
ン
で
す
と
ほ
と
ん
ど
生
活
で
き

な
く
な
り
、
ほ
ぼ
ゼ
ロ
に
な
っ
て
し
ま
う

こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　

少
し
詳
し
く
お
話
し
さ
せ
て
い
た
だ
く

と
、
将
来
の
水
温
や
流
速
を
使
っ
て
、
虫

の
す
み
や
す
さ
や
す
み
に
く
さ
を
関
係
づ

け
る
た
め
の
モ
デ
ル
を
使
い
ま
し
た
。
こ

こ
で
は
、
将
来
の
気
温
上
昇
を
、
世
界
中

の
８
個
の
モ
デ
ル
と
３
つ
の
温
室
効
果
ガ

ス
を
出
す
と
い
っ
た
シ
ナ
リ
オ
を
使
っ
て

求
め
て
お
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
モ
デ
ル
を
用
い
る
こ
と
で
、

将
来
の
渇
水
流
量
を
調
べ
る
と
い
う
よ
り

か
は
、
１
年
間
も
し
く
は
季
節
の
履
歴
に

よ
っ
て
、
虫
が
い
や
す
い
、
い
る
こ
と
が
で

き
な
い
と
い
っ
た
こ
と
を
知
る
こ
と
に
よ

っ
て
、
健
全
な
水
循
環
が
行
わ
れ
て
い
る

か
ど
う
か
を
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

色
々
な
指
標
が
あ
り
ま
す
が
、
我
々
は

水
生
昆
虫
に
着
目
し
て
名
取
川
で
調
査
し

た
と
こ
ろ
、
水
生
昆
虫
が
非
常
に
す
ば
ら

し
い
水
循
環
を
あ
ら
わ
す
指
標
で
は
な
い

か
と
の
結
論
に
至
っ
て
い
ま
す
。

流
域
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
課
題

　

流
域
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
は
何
か
考
え
る

中
で
、
自
然
環
境
を
よ
く
す
る
よ
う
な
活

動
を
さ
ま
ざ
ま
な
方
々
と
連
携
し
て
取
組

み
ま
し
ょ
う
、
ま
た
そ
の
た
め
に
流
域
水

循
環
計
画
を
つ
く
り
ま
し
ょ
う
と
い
う
こ

と
だ
と
認
識
し
て
い
ま
す
。

　

最
上
川
を
例
に
お
話
を
さ
せ
て
頂
き
ま

す
。
最
上
川
で
は
最
近
５
年
間
ほ
ど
は
洪

水
が
多
く
な
っ
て
お
り
、
流
域
委
員
会
に

は
流
木
が
出
て
こ
な
い
よ
う
、
森
林
の
管

理
を
十
分
に
し
て
ほ
し
い
と
い
う
ご
意
見

を
頂
き
ま
す
。
加
え
て
、
川
に
た
く
さ
ん

い
る
ブ
ラ
ッ
ク
バ
ス
を
何
と
か
し
て
欲
し

い
と
い
っ
た
、
外
来
種
に
対
す
る
要
望
や
、

た
め
池
の
決
壊
リ
ス
ク
、
河
畔
林
を
許
容

し
た
河
川
整
備
の
推
進
と
い
っ
た
ご
要
望

を
頂
き
ま
す
。

　

こ
う
し
た
地
域
か
ら
の
様
々
な
要
望
が

あ
る
な
か
で
、
流
域
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
は

何
だ
ろ
う
と
考
え
た
と
き
、
河
川
で
何
か

し
よ
う
と
す
る
と
川
か
ら
出
て
い
く
こ
と

は
で
き
ま
せ
ん
と
い
う
話
に
な
り
、
セ
ク

シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
（
縦
割
り
）
の
問
題
が
出

て
き
ま
す
。

　

私
は
以
前
に
タ
イ
に
お
り
ま
し
た
と
き

に
す
ご
い
と
感
じ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

そ
れ
は
、
メ
コ
ン
川
委
員
会
と
い
う
国
際

機
関
で
あ
り
、
メ
コ
ン
川
は
６
カ
国
を
流

れ
て
く
る
国
際
河
川
の
た
め
、
流
域
を
開

発
す
る
場
合
に
は
下
流
に
い
ろ
い
ろ
な

影
響
が
出
る
こ
と
か
ら
、
国
際
機
関
を

つ
く
っ
て
川
を
管
理
す
る
権
利
を
委
譲

し
て
お
り
ま
す
。
つ
ま
り
、
各
国
が
や
り

た
い
放
題
や
ら
な
い
よ
う
に
、
そ
の
権

利
を
こ
う
い
っ
た
国
際
機
関
に
預
け
て

し
ま
い
、
川
を
管
理
し
て
い
ま
す
。
上
流

の
中
国
と
ミ
ャ
ン
マ
ー
は
メ
コ
ン
川
委
員

会
に
は
入
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
下
流
の
４

カ
国
が
加
わ
り
、
ダ
ム
建
設
の
権
限
は
こ

の
国
際
機
関
に
委
譲
す
る
こ
と
を
し
て
い

ま
す
。
日
本
に
お
い
て
も
、
色
々
困
難
は

あ
る
と
は
思
い
ま
す
が
、
水
循
環
に
関
係

す
る
も
の
が
一
つ
の
部
局
に
権
限
を
集
中

す
る
よ
う
な
こ
と
が
で
き
る
と
、
更
に
流
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域
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が
推
進
さ
れ
て
い
く
と

思
い
ま
す
。

地
方
の
流
域
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
と
は

　

東
北
地
方
は
、
人
口
減
少
と
高
齢
化
の

最
先
端
地
域
と
言
え
る
か
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
農
業
従
事
者
が
全
国
に
比
べ
て
多

い
一
方
で
、
幾
つ
か
の
工
業
地
帯
も
あ
っ

た
り
と
、
利
水
の
対
立
や
環
境
面
の
い
ろ

ん
な
問
題
が
あ
り
ま
す
。
一
方
で
、
豊
か

な
自
然
も
残
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

令
和
元
年
東
日
本
台
風
の
後
で
行
わ
れ

た
調
査
に
加
わ
ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た

が
、
宮
城
県
内
で
も
北
部
の
河
川
と
南
部

の
河
川
と
で
随
分
と
洪
水
の
状
況
が
違
っ

て
い
ま
し
た
。
上
流
部
の
河
川
で
破
堤
し

た
と
こ
ろ
は
、
ほ
と
ん
ど
が
周
囲
は
水
田

で
、
人
が
住
ん
で
な
い
と
こ
ろ
が
多
い
特

徴
が
あ
り
ま
し
た
。

　

将
来
、
人
が
ど
ん
ど
ん
減
少
す
る
中
で
、

河
川
や
流
域
の
管
理
を
ど
う
し
た
ら
い
い

の
か
、
我
々
は
真
面
目
に
考
え
て
い
か
な

け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
河

川
や
流
域
の
管
理
を
い
つ
ま
で
も
行
政
で

全
て
担
う
こ
と
は
困
難
で
あ
り
、
少
し
づ

つ
民
間
や
他
の
部
局
と
連
携
し
て
い
か
な

け
れ
ば
様
々
な
課
題
に
対
応
で
き
な
い
の

で
は
な
い
か
と
も
考
え
て
い
ま
す
。

　

最
後
と
な
り
ま
す
が
、
土
木
学
会
が
、
提

言
「
22
世
紀
の
国
づ
く
り
」
と
い
う
報
告
書

を
作
成
し
ま
し
た
。
22
世
紀
の
日
本
の
国

土
は
ど
う
し
た
ら
い
い
の
か
、
社
会
資
本

と
人
間
の
生
活
を
ど
う
い
う
ふ
う
に
捉
え

て
い
く
べ
き
か
、
に
つ
い
て
真
剣
に
議
論

し
た
結
果
が
集
約
さ
れ
て
い
ま
す
。
水
循

環
に
つ
い
て
も
触
れ
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、

是
非
と
も
ご
覧
頂
け
れ
ば
幸
い
で
す
。
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2020年２月17日（月）　東京開催

水循環シンポジウム 2020
～多様な連携・広報・人づくりのノウハウを学ぼう～

プログラム	 総合司会：中村 晋一郎　氏 ・ 笹川 みちる　氏

注）プログラム中の所属役職は、2020 年 2 月17 日時点のものです。

３．総括・まとめ 総合司会とコメンテーターにより「連携・広報・人づくり」の３つのテーマを中心に、
 流域マネジメント推進のポイントを総括

１．基調講演 中村 晋一郎　氏　「身近な水辺の再生から流域水循環へ」
 名古屋大学大学院 工学研究科　准教授

２．事例発表・意見交換

コメンテーター ： 笹川 みちる 氏 （NPO 法人雨水まちづくりサポート　理事）

発 表 者 ①  ：  水田 正彦 氏 「大和川の水質改善に向けた取り組み」
  大和信用金庫 総合企画部　次長

発 表 者 ②   ：  栗田 茂樹 氏 「茨城県の森林湖沼環境税について」
  茨城県 県民生活環境部　霞ケ浦浄化対策監
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携

コメンテーター ： 坂本 貴啓 氏 （国立研究開発法人土木研究所自然共生研究センター　専門研究員）

発 表 者 ③  ：  寺田 勝博 氏 「熊本地域の豊かな地下水を次世代へ繋いでいく」
  公益財団法人くまもと地下水財団　事務局長

発 表 者 ④  ：  東元 道明 氏 「”名水百選うちぬき” に育まれた命、”うちぬき文化” を未来につなぐ」
  西条市　参与

広 

報

コメンテーター ： 名畑 恵 氏 （NPO 法人まちの縁側育くみ隊 代表理事 / 錦二丁目エリアマネジメント株式会社 代表取締役）

発 表 者 ⑤  ：  姫氏原 健司 氏 「“OUR（あわ）の水 ” を未来へ紡ぐ人づくり」
  徳島県 県土整備部流域水管理課　課長補佐

発 表 者 ⑥  ：  宍倉 英輝 氏 「水循環健全化に取り組む個人・団体を応援します！～印旛沼再生大賞～」
  千葉県 県土整備部河川環境課　企画班長

人
づ
く
り
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大
和
川
の
水
質
改
善
に
向
け
た
取
組

（
水
田
正
彦
氏
・
大
和
信
用
金
庫
総
合
企
画
部
次
長
）

　

大
和
信
用
金
庫
の
営
業
エ
リ
ア
を
流
れ

る
大
和
川
は
、
奈
良
県
を
源
流
と
し
、
奈

良
盆
地
と
大
阪
平
野
を
経
て
大
阪
湾
に
注

ぐ
一
級
河
川
で
す
。

　

本
日
ご
紹
介
す
る
取
組
の
き
っ
か
け
は
、

こ
の
大
和
川
を
き
れ
い
に
す
る
こ
と
で
地

域
が
よ
く
な
る
の
で
は
な
い
か
、
と
い
う

こ
と
で
し
た
。

　

当
金
庫
で
は
、
平
成
16
年
12
月
に
Ｃ
Ｓ

Ｒ
検
討
委
員
会
と
い
う
も
の
を
設
置
し
ま

し
た
。
地
域
貢
献
に
つ
な
が
る
活
動
が
で

き
な
い
か
、
本
業
の
金
融
以
外
の
分
野
も

含
め
て
、
金
庫
の
職
員
に
よ
る
会
議
形
式

で
検
討
し
て
お
り
ま
し
た
。

　

そ
の
と
き
、
奈
良
県
が
抱
え
て
い
た
課

題
の
一
つ
に
、
大
和
川
の
水
質
が
全
国
一

級
河
川
の
中
で
ワ
ー
ス
ト
ワ
ン
に
な
っ
て

い
る
と
い
っ
た
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。
そ

こ
で
、
次
世
代
の
た
め
に
私
た
ち
が
歴
史

と
環
境
を
大
切
に
す
る
活
動
を
し
て
い
こ

う
と
い
う
こ
と
で
、「
大
和
川
定
期
預
金
」

を
発
売
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
れ

が
き
っ
か
け
と
な
り
、
そ
の
後
、
清
掃
活

動
や
啓
発
の
た
め
の
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
、

ま
た
、
奈
良
県
の
基
金
を
通
じ
た
活
動
支

援
の
取
組
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

大
和
川
定
期
預
金
は
、
お
客
様
に
環
境

や
水
質
へ
の
関
心
を
高
め
て
い
た
だ
く
こ

と
も
期
待
し
て
、
大
和
川
の
水
質
が
基
準

よ
り
も
改
善
さ
れ
た
場
合
に
は
、
金
利
が

そ
の
分
上
乗
せ
さ
れ
る
定
期
預
金
で
す
。

１
回
目
の
募
集
で
は
、
水
質
の
改
善
度
合

い
に
よ
っ
て
、
０
・
２
％
、
０
・
５
％
、
最

大
１
％
、
金
利
を
上
乗
せ
す
る
と
い
う
商

品
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
14
回
募
集
し
、
全
て
募
集
枠

を
超
え
る
預
け
入
れ
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
ま
た
、
大
和
川
の
水
質
も
、
奈
良
県

の
取
組
の
効
果
も
大
き
か
っ
た
の
で
す
が
、

当
初
の
Ｂ
Ｏ
Ｄ
値
６
・
４
ｍ
ｇ
／
Ｌ
か
ら
、

令
和
元
年
で
は
２・
４
ｍ
ｇ
／
Ｌ
と
大
幅

に
改
善
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
和
川
定
期
預
金
の
２
回
目
の
募
集
か

ら
、
募
集
総
額
の
０
・
０
１
％
に
当
た
る

金
額
と
役
職
員
か
ら
の
寄
附
に
よ
っ
て

「
大
和
川
基
金
」
と
い
う
も
の
を
当
金
庫

に
つ
く
り
、
い
ろ
い
ろ
な
イ
ベ
ン
ト
等
に

も
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。「
ふ

る
さ
と
大
和
川
源
流
体
験
ツ
ア
ー
」
も
そ

の
一
つ
で
す
。

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
や
、県
と
の
協
働
で
子
供
向

け
の
イ
ベ
ン
ト
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。
例
え
ば
、
子
供
た
ち
に
、
川
の
源
流

と
下
流
で
水
質
検
査
を
し
て
、生
活
排
水
に

よ
っ
て
ど
れ
だ
け
水
が
汚
れ
て
し
ま
っ
て

い
る
の
か
を
体
験
し
て
も
ら
っ
た
り
、水
生

生
物
観
察
や
川
で
の
水
遊
び
、竹
ク
ラ
フ
ト

な
ど
を
楽
し
ん
で
も
ら
っ
た
り
し
な
が
ら
、

自
然
を
体
験
し
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
奈
良
県
と
連
携
し
、
奈
良
県
が

運
営
す
る
地
域
貢
献
サ
ポ
ー
ト
基
金
に
平

成
23
年
よ
り
こ
れ
ま
で
に
９
回
、
総
額
で

４
２
５
万
円
の
寄
附
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

大
和
川
水
系
の
環
境
改
善
に
取
り
組
む
の

べ
18
団
体
の
支
援
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
今
後
も
、
様
々
な
団
体
が
連
携
し

て
取
組
を
進
め
る
こ
と
で
、
地
域
の
た
め

に
な
る
活
動
を
展
開
し
て
い
き
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

茨
城
県
の
森
林
湖
沼
環
境
税
に
つ
い
て

（
栗
田
茂
樹
氏
・
茨
城
県
県
民
生
活
環
境
部
霞
ケ
浦

浄
化
対
策
監
）

　

茨
城
県
の
森
林
湖
沼
環
境
税
は
、
個

人
・
法
人
の
県
民
税
に
上
乗
せ
し
、
個
人

か
ら
市
町
村
を
経
由
し
て
県
に
１
年
あ
た

り
１
０
０
０
円
、
法
人
か
ら
直
接
県
に
１

年
あ
た
り
法
人
県
民
税
均
等
割
額
の
10
％

を
い
た
だ
い
て
い
る
も
の
で
、
平
成
30
年

度
の
税
収
額
は
17
・
４
億
円
で
す
。
い
た

だ
い
た
貴
重
な
税
金
を
茨
城
県
森
林
湖
沼

環
境
基
金
に
積
み
立
て
て
、
森
林
と
湖
沼

に
関
す
る
各
種
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

平
成
30
年
度
の
支
出
額
は
合
計
約
19
・

５
億
円
で
、
湖
沼
に
多
く
配
分
し
て
い
る

状
況
で
す
。
実
施
し
た
事
業
の
成
果
に
つ

テーマ1  「連携」から学ぶ流域マネジメント

 ⽔田  正彦  氏笹川 みちる  氏  栗田 茂樹  氏
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い
て
は
、
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し
、

ま
た
、
第
三
者
機
関
、
県
議
会
や
環
境
審

議
会
な
ど
に
も
報
告
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

お
り
ま
す
。

　

森
林
湖
沼
環
境
税
を
導
入
し
た
き
っ
か

け
は
、
本
県
が
有
す
る
霞
ヶ
浦
の
水
質
問

題
で
す
。
霞
ヶ
浦
で
は
、
ア
オ
コ
が
発
生

し
、
沿
岸
で
は
異
臭
を
感
じ
る
と
き
も
あ

り
ま
し
た
。
霞
ヶ
浦
は
上
水
道
の
水
源
に

も
な
っ
て
い
ま
す
が
、
県
民
の
皆
様
か
ら

霞
ヶ
浦
の
水
が
ま
ず
い
と
い
う
声
を
い
た

だ
く
こ
と
も
多
く
、
霞
ヶ
浦
の
水
質
浄
化

は
県
と
し
て
非
常
に
大
き
な
課
題
で
し
た
。

　

そ
の
中
で
、
事
業
を
充
実
さ
せ
る
た
め

の
財
源
の
検
討
を
平
成
15
年
頃
か
ら
本
格

的
に
始
め
、
そ
の
後
、
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

な
ど
も
実
施
し
ま
し
た
。
一
方
、
平
成
17

年
頃
に
他
県
で
は
森
林
環
境
税
が
多
く
導

入
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

本
県
の
場
合
、
霞
ヶ
浦
の
流
域
は
県
全

体
の
３
分
の
１
の
面
積
し
か
な
く
、
県
の

南
部
に
偏
っ
て
い
ま
す
。
一
方
で
、
県
の

北
部
に
は
、
阿
武
隈
山
地
に
続
く
山
地
に

森
林
が
広
く
分
布
し
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
、

県
民
全
員
に
ご
協
力
い
た
だ
く
た
め
に
、

森
林
と
湖
沼
の
両
方
に
使
え
る
仕
組
み
と

す
る
方
向
で
ま
と
ま
り
、
そ
の
後
、
市
町

村
長
へ
の
説
明
や
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン

ト
、
県
の
経
済
４
団
体
へ
の
説
明
な
ど
を

踏
ま
え
て
、
平
成
19
年
に
県
議
会
に
ご
承

認
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
は
、
賛
成
の
ご

意
見
が
約
７
割
に
の
ぼ
り
、
霞
ヶ
浦
の
水

質
に
つ
い
て
、
多
く
の
方
々
が
課
題
を
認

識
し
て
お
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。
県
議
会
や
市
町
村
、
そ
れ
か
ら
経

済
団
体
か
ら
も
、
趣
旨
へ
の
ご
理
解
を
い

た
だ
い
て
お
り
、
そ
の
中
の
意
見
と
し
て

は
、
き
ち
ん
と
結
果
を
報
告
す
る
よ
う
に

と
い
っ
た
ご
意
見
を
い
た
だ
い
た
と
聞
い

て
お
り
ま
す
。

　

森
林
湖
沼
環
境
税
の
実
績
で
す
が
、
１

つ
に
は
、
生
活
排
水
対
策
と
い
う
こ
と
で
、

窒
素
や
リ
ン
も
処
理
で
き
る
高
度
処
理
型

浄
化
槽
を
普
及
す
る
た
め
の
補
助
金
や
、

霞
ヶ
浦
周
辺
の
特
産
品
で
あ
る
レ
ン
コ
ン

の
生
産
に
伴
う
肥
料
等
に
よ
る
水
環
境
負

荷
を
軽
減
す
る
た
め
の
施
策
、
県
民
意
識

の
醸
成
、
ア
オ
コ
の
発
生
抑
制
装
置
や
、
河

川
・
湖
内
の
水
を
直
接
浄
化
す
る
施
設
の

設
置
・
運
転
な
ど
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

森
林
湖
沼
環
境
税
は
期
限
つ
き
で
し
て
、

平
成
20
年
か
ら
の
１
期
目
が
５
年
間
、
そ

の
後
の
２
期
目
が
５
年
間
、
３
期
目
が
４

年
間
と
な
っ
て
い
ま
す
。
県
民
の
皆
様
に

は
、
延
長
の
都
度
、
ご
意
見
を
伺
っ
て
お

り
ま
す
け
れ
ど
も
、
税
の
継
続
に
賛
成
の

ご
意
見
が
非
常
に
多
く
、
税
の
認
知
度
に

つ
い
て
も
期
を
経
る
ご
と
に
増
え
て
き
て

い
る
状
況
で
す
。

テ
ー
マ
「
連
携
」　

意
見
交
換

（
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
：
笹
川
み
ち
る
氏
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
雨
水
ま
ち
づ
く
り
サ
ポ
ー
ト
理
事
）

笹
川
—
　
意
見
交
換
に
先
立
ち
、
連
携
と

い
う
テ
ー
マ
と
紹
介
頂
い
た
事
例
に
つ
い

て
、
私
の
思
っ
た
こ
と
を
お
伝
え
し
た
い

と
思
い
ま
す
。
ど
ち
ら
の
事
例
も
資
金
に

関
す
る
取
組
で
す
が
、
実
施
に
至
る
ま
で

に
は
様
々
な
セ
ク
タ
ー
と
の
調
整
や
合
意

形
成
が
な
さ
れ
て
お
り
、
資
金
の
こ
と
も

伺
い
た
い
と
思
い
つ
つ
、
連
携
に
つ
い
て

も
お
話
し
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。

　

今
回
、
参
加
者
の
皆
様
か
ら
予
め
「
連

携
に
つ
い
て
特
に
具
体
的
に
聞
き
た
い
こ

と
」
を
伺
っ
て
い
ま
す
。
皆
様
の
関
心
が

最
も
高
か
っ
た
「
持
続
す
る
た
め
の
ポ
イ

ン
ト
」
に
つ
い
て
水
田
様
と
栗
田
様
よ
り

お
聞
か
せ
下
さ
い
。

水
田
—
　
大
和
川
定
期
預
金
は
、
発
売
当

初
の
評
判
と
い
い
ま
す
か
、
反
響
が
思
っ

た
以
上
に
大
き
か
っ
た
と
い
う
の
が
実
際

の
と
こ
ろ
か
と
思
い
ま
す
。
当
金
庫
と
し

ま
し
て
は
、
私
ど
も
が
で
き
る
こ
と
を
お

客
様
に
伝
え
た
い
と
い
う
こ
と
で
始
め
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
多
く
の
方
々

に
賛
同
い
た
だ
き
、
ま
た
、
既
に
取
組
を

さ
れ
て
い
る
団
体
の
皆
様
か
ら
も
連
携
の

オ
フ
ァ
ー
を
い
た
だ
く
な
ど
、
大
き
な
反

響
が
あ
り
ま
し
た
。
当
金
庫
が
目
指
し
て

い
た
Ｃ
Ｓ
Ｒ
活
動
に
も
大
き
な
影
響
が
生

じ
て
き
ま
し
た
の
で
、
信
用
金
庫
と
し
て
、

金
融
機
関
と
し
て
珍
し
い
取
組
で
は
あ
っ

た
の
で
す
が
、
地
域
と
一
緒
に
で
き
る
活

動
を
継
続
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

栗
田
—
　
予
算
を
大
幅
に
充
実
さ
せ
て
、

そ
れ
ま
で
取
り
組
ん
で
き
た
事
業
を
そ

れ
ぞ
れ
拡
大
・
加
速
さ
せ
て
い
ま
す
。
し

か
し
、「
成
果
が
出
て
い
な
い
の
で
は
な

い
か
」
と
い
う
厳
し
い
ご
意
見
も
い
た
だ

い
て
い
ま
す
。
持
続
へ
の
ご
理
解
を
い
た

だ
く
た
め
に
は
、
成
果
の
示
し
方
と
し
て
、

補
助
金
の
件
数
が
何
件
な
ど
で
は
な
く
、

例
え
ば
、
水
質
が
こ
れ
だ
け
改
善
し
ま
し

た
、
と
い
っ
た
目
に
見
え
る
成
果
を
出
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

先
ほ
ど
触
れ
ま
し
た
が
、
そ
う
い
う
効
果

の
高
い
事
業
に
集
中
し
て
い
く
た
め
、
少

し
か
じ
を
切
り
始
め
た
と
こ
ろ
で
す
。

笹
川
—
　
次
に
、「
人
同
士
の
つ
な
が
り
」

「
制
度
」「
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
」
か
ら
連
携

の
一
番
の
鍵
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
も
の

を
一
つ
選
ん
で
お
話
を
頂
け
ま
す
で
し
ょ

う
か
。

水
田
—
　
私
は
、「
人
同
士
の
つ
な
が
り
」
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を
挙
げ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
連
携
す

る
場
合
は
、
お
互
い
に
目
的
を
共
有
す
る

こ
と
が
最
も
大
事
で
は
な
い
か
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。
本
金
庫
の
取
組
に
つ
い
て
は
、

ま
ず
は
奈
良
県
と
目
的
を
共
有
し
、
ま

た
、
県
と
様
々
な
活
動
を
し
て
お
ら
れ
る

方
々
と
の
つ
な
が
り
が
で
き
て
連
携
が
広

が
っ
て
い
ま
す
。
短
時
間
に
多
く
の
皆
様

と
連
携
す
る
こ
と
は
難
し
い
と
感
じ
ま
す

が
、
や
ろ
う
と
す
る
こ
と
を
少
し
ず
つ
で

も
大
き
く
し
て
い
く
と
き
に
は
、
や
は
り

人
の
つ
な
が
り
が
最
も
大
切
で
は
な
い
か

と
、
私
は
考
え
て
お
り
ま
す
。

栗
田
—
　
私
は
、「
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
」
を

挙
げ
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。水
環
境
保
全

の
た
め
の
行
動
は
、非
常
に
手
間
や
費
用
が

か
か
り
ま
す
。
例
え
ば
、
下
水
道
が
整
備
さ

れ
て
も
、接
続
す
る
た
め
の
費
用
を
負
担
い

た
だ
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。広
く
県
民

の
皆
様
の
ご
協
力
を
い
た
だ
く
た
め
に
い

か
に
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
高
め
る
の
か
、今

も
悩
み
つ
つ
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

笹
川
—
　
最
後
に
、
会
場
よ
り
ご
質
問
を

お
願
い
し
ま
す
。

参
加
者
—
　
一
般
の
方
々
を
巻
き
込
む
た

め
に
は
、
小
さ
な
手
応
え
の
よ
う
な
も
の

を
少
し
ず
つ
積
み
重
ね
る
こ
と
が
必
要
の

よ
う
な
気
が
し
ま
す
。
こ
の
観
点
で
、
短

期
と
長
期
の
目
標
を
ど
の
よ
う
に
設
定
し

て
お
ら
れ
る
の
か
お
聞
か
せ
下
さ
い
。

水
田
—
　
ま
ず
、
短
期
目
標
で
は
、
定
期

預
金
に
ど
れ
だ
け
賛
同
し
て
お
預
け
い
た

だ
け
る
か
と
い
う
、
金
額
の
設
定
か
と
思

い
ま
す
。
そ
の
根
本
に
あ
る
の
は
、
長
期

的
目
標
で
す
。
当
金
庫
も
ト
ッ
プ
を
含
め

て
長
期
的
に
地
域
が
ど
の
よ
う
に
よ
く

な
っ
て
い
く
の
か
を
見
さ
せ
て
い
た
だ
い

て
お
り
、
例
え
ば
水
質
に
つ
い
て
は
相
当

改
善
さ
れ
て
き
た
の
で
は
な
い
か
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

栗
田
—
　
霞
ヶ
浦
は
、
昭
和
40
年
代
前
半

ま
で
は
水
泳
場
が
あ
り
ま
し
た
。
20
年
程

前
か
ら「
泳
げ
る
霞
ヶ
浦
」と
い
う
キ
ャ
ッ

チ
フ
レ
ー
ズ
、
こ
れ
は
も
と
も
と
市
民
団

体
が
つ
く
ら
れ
た
と
思
い
ま
す
が
、
そ
れ

が
県
民
の
皆
様
の
間
に
定
着
し
て
、
１
つ

の
目
標
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
目
標
は
長

期
目
標
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
と
思
い
ま
す

が
、
昔
と
比
べ
て
、
生
活
の
中
で
水
を
き

れ
い
に
し
な
い
と
困
る
こ
と
が
少
な
く

な
っ
て
き
た
と
こ
ろ
も
あ
り
、
今
後
、
県

民
の
皆
様
を
ど
の
よ
う
に
巻
き
込
ん
で
い

く
か
、
本
当
に
難
し
い
課
題
と
感
じ
て
い

ま
す
。

テーマ１ 「連携」での意見交換の様子
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熊
本
地
域
の
豊
か
な
地
下
水
を

次
世
代
へ
繋
い
で
い
く

（
寺
田
勝
博
氏
・
公
益
財
団
法
人
く
ま
も
と
地
下
水

財
団
事
務
局
長
）

　

熊
本
地
域
は
、
東
に
阿
蘇
山
、
西
に
有

明
海
を
臨
む
11
の
市
町
村
で
構
成
さ
れ
て

い
ま
す
。
熊
本
地
域
は
、
１
つ
の
地
下
水

盆
を
共
有
し
、
こ
の
地
域
に
住
む
お
よ
そ

１
０
０
万
人
の
水
道
水
源
を
１
０
０
％
地

下
水
で
賄
う
世
界
的
に
も
ま
れ
な
地
域
で

す
。
阿
蘇
西
麓
に
降
っ
た
雨
は
、
15
年
か
ら

20
年
か
け
て
熊
本
市
内
に
流
れ
て
き
ま
す
。

　

こ
の
豊
か
な
地
下
水
を
保
全
す
る
た
め
、

熊
本
県
と
11
市
町
村
が
行
政
と
し
て
地

下
水
保
全
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
住
民
、

民
間
事
業
者
、
農
業
団
体
、
そ
の
他
各
種

団
体
等
が
自
主
事
業
と
し
て
地
下
水
保
全

に
取
り
組
ん
で
お
ら
れ
ま
す
。
く
ま
も
と

地
下
水
財
団
は
、
そ
の
中
心
的
組
織
と
し

て
、
寄
付
や
会
費
、
負
担
金
等
で
支
援
を

い
た
だ
き
な
が
ら
、
様
々
な
組
織
、
団
体
、

個
人
を
結
び
つ
け
て
協
働
し
、
公
益
事
業

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

具
体
的
に
は
、
地
下
水
環
境
調
査
研
究

事
業
、
地
下
水
質
の
保
全
対
策
事
業
、
地

下
水
の
か
ん
養
推
進
事
業
、
そ
れ
か
ら
採

取
・
使
用
適
正
化
推
進
事
業
を
通
し
た
普

及
・
啓
発
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

熊
本
地
域
の
地
下
水
を
保
全
す
る
た
め

に
は
様
々
な
組
織
や
団
体
、
個
人
、
企
業

が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
、

そ
の
た
め
に
は
や
は
り
普
及
・
啓
発
活
動

が
大
変
重
要
で
す
。

　

地
下
水
保
全
機
能
の
高
い
水
田
を
守
る

た
め
、
田
植
え
や
稲
刈
り
を
体
験
す
る
水

田
オ
ー
ナ
ー
制
度
や
、
お
米
を
食
べ
て
地

下
水
を
育
む
ウ
ォ
ー
タ
ー
オ
フ
セ
ッ
ト
事

業
、
そ
し
て
冬
場
に
農
家
の
方
々
に
田
ん

ぼ
に
水
を
張
っ
て
い
た
だ
く
冬
期
湛
水
事

業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て
、

熊
本
地
域
の
地
下
水
を
知
っ
て
い
た
だ
く

取
組
や
節
水
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
く
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

毎
年
開
催
し
て
い
る
水
の
日
記
念
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
、
民
間
事
業
者
や
団
体
の

地
下
水
保
全
活
動
を
た
た
え
、
表
彰
式
も

行
っ
て
お
り
、
様
々
な
地
下
水
保
全
活
動

の
情
報
共
有
や
普
及
・
啓
発
の
重
要
な
機

会
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
住
民
の
方
々
や
会
員
企
業
、
自

治
体
の
職
員
を
対
象
に
バ
ス
ツ
ア
ー
を
開

催
し
、
水
遺
産
の
鼻
ぐ
り
井
手
や
、
育
水

の
森
の
か
ん
養
林
の
事
業
な
ど
を
見
学
い

た
だ
い
て
、
熊
本
地
域
の
地
下
水
が
ど
こ

か
ら
来
る
の
か
、
ど
う
や
っ
て
生
ま
れ
て

い
る
の
か
を
体
験
を
通
し
て
知
っ
て
い
た

だ
く
取
組
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
県
内
の
高
校
生
た
ち
が
取
り
組

ん
だ
水
に
関
す
る
調
査
研
究
や
保
全
活

動
を
発
信
す
る
と
と
も
に
実
践
し
、
未
来

へ
と
つ
な
い
で
い
く
た
め
、「
水
の
国
高

校
生
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
、
熊
本
の
豊
か
な
地
下
水
を
未
来

へ
と
育
む
宣
言
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

啓
発
活
動
は
継
続
が
必
要
で
、
熊
本
の

水
に
触
れ
て
学
ぶ
子
供
バ
ス
ツ
ア
ー
や
、

子
供
を
会
員
と
す
る
地
下
水
ク
ラ
ブ
な
ど
、

子
供
た
ち
へ
の
地
道
な
啓
発
活
動
に
も
力

を
入
れ
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
熊
本
市
で
第
４

回
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
水
サ
ミ
ッ
ト
が
開
催

さ
れ
ま
す
（
開
催
予
定
日
：
令
和
４
年
４

月
23
日
、
24
日
）。
本
サ
ミ
ッ
ト
は
、
ア
ジ

ア
の
持
続
可
能
な
発
展
に
向
け
て
、
各
国

首
脳
な
ど
が
さ
ま
ざ
ま
な
水
問
題
の
観

点
か
ら
議
論
を
行
う
国
際
会
議
で
す
。
サ

ミ
ッ
ト
に
お
い
て
、
熊
本
の
持
続
可
能
な

地
下
水
保
全
の
取
組
を
世
界
に
発
信
す
る

と
と
も
に
、
熊
本
地
域
の
皆
様
に
地
下
水

の
大
切
さ
へ
の
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
く

機
会
と
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
皆
様

に
も
ぜ
ひ
参
加
を
お
願
い
し
た
い
と
思
っ

て
お
り
ま
す
。

テーマ2  「広報」 から学ぶ流域マネジメント

 寺田 勝博  氏 東元 道明  氏坂本 貴啓  氏
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“
名
水
百
選
う
ち
ぬ
き
”
に
育
ま
れ
た
命
、

“
う
ち
ぬ
き
文
化
”
を
未
来
に
つ
な
ぐ

（
東
元
道
明
氏
・
西
条
市
参
与
）

　
「
う
ち
ぬ
き
」
と
い
う
言
葉
の
由
来
は
、

地
下
に
15
メ
ー
ト
ル
か
ら
30
メ
ー
ト
ル
ぐ

ら
い
管
を
打
ち
込
ん
だ
ら
自
然
に
水
が
出

て
く
る
か
ら
だ
そ
う
で
す
。
西
条
市
の
地

下
水
は
、
水
温
が
約
13
度
、
硬
度
が
20
ぐ

ら
い
の
軟
水
で
す
。

　

西
条
市
は
、
愛
媛
県
の
東
部
に
あ
る
面

積
約
５
１
０
平
方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
市
で

す
。
南
部
を
中
心
に
市
域
の
70
％
が
山
地

で
、
瀬
戸
内
海
に
面
す
る
北
部
は
平
野
で

す
。
山
地
に
は
平
野
部
の
二
、三
倍
の
雨

が
降
り
、
豊
富
で
良
質
な
地
下
水
に
恵
ま

れ
、
古
く
か
ら
「
水
の
都
」
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。

　

東
部
の
西
条
平
野
と
西
部
の
周
桑
平

野
に
、
巨
大
な
地
下
水
の
帯
水
層
が
あ
り
、

自
噴
地
帯
を
形
成
し
て
湧
水
も
至
る
と
こ

ろ
に
存
在
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
地
下

水
と
環
境
、
人
、
産
業
と
の
深
い
関
わ
り

か
ら
「
う
ち
ぬ
き
文
化
」
と
い
う
も
の
が

で
き
、
継
承
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
う
ち
ぬ

き
文
化
は
、
西
条
市
の
ま
ち
づ
く
り
の
基

盤
に
も
な
っ
て
い
ま
す
。

　

過
去
か
ら
現
在
へ
と
続
く
人
と
水
の
つ

な
が
り
を
検
証
し
、
未
来
に
つ
な
げ
て
い

く
こ
と
が
行
政
の
役
割
だ
と
思
い
ま
す
。

人
と
水
の
研
究
を
テ
ー
マ
と
し
た
、
バ
ー

チ
ャ
ル
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の「
水
の
歴
史
館
」

を
平
成
18
年
６
月
に
西
条
市
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
立
ち
上
げ
ま
し
た
。
そ
の
中
で
、

隔
年
実
施
し
て
お
り
ま
す
地
下
水
の
水
位

や
水
質
の
調
査
結
果
を
、
市
民
の
皆
様
に

見
え
る
形
で
公
表
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
調
査
と
は
別
に
、
平
成
19
年
か
ら

４
年
間
か
け
て
地
下
水
調
査
を
行
い
、
地

下
水
涵
養
域
や
水
収
支
を
解
析
し
て
い
ま

す
。
そ
の
調
査
を
も
と
に
、
市
民
や
事
業

者
を
対
象
に
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
フ
ォ
ー
ラ

ム
を
６
回
開
催
し
て
い
ま
す
。
本
年
も
全

国
水
環
境
保
全
市
町
村
連
絡
協
議
会
が
実

施
す
る
名
水
サ
ミ
ッ
ト
を
７
月
に
開
催
す

る
予
定
に
し
て
お
り
ま
す
（
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
ィ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の
観
点
か
ら

名
水
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
は
中
止
）。

　

こ
の
ほ
か
、
28
カ
所
の
公
民
館
で
市
民

の
皆
様
を
対
象
に
開
催
す
る
市
政
懇
談
会

等
や
各
種
団
体
が
行
う
会
議
な
ど
で
地
下

水
の
現
状
や
保
全
に
関
す
る
説
明
を
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
平
成
28
年
度
に

は
、
国
土
交
通
省
が
実
施
す
る
地
下
水
の

見
え
る
化
調
査
の
パ
イ
ロ
ッ
ト
地
域
に
指

定
さ
れ
て
、
そ
の
調
査
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
調
査
結
果
を
も
と
に
平
成
29
年

８
月
に
地
下
水
保
全
管
理
計
画
を
策
定
し
、

「
地
域
公
水
」
と
い
う
考
え
の
も
と
で
保

全
を
し
て
い
く
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

地
下
水
保
全
管
理
計
画
は
、
平
成
20
年

度
に
立
ち
上
げ
た
地
下
水
法
シ
ス
テ
ム
研

究
会
で
作
成
さ
れ
ま
し
た
。
本
研
究
会
は
、

現
在
、
最
終
目
的
で
あ
る
現
行
の
地
下
水

保
全
条
例
の
改
正
に
向
け
た
検
討
を
行
っ

て
い
ま
す
。
ま
た
こ
れ
と
は
別
に
、
平
成

30
年
11
月
に
地
下
水
保
全
協
議
会
を
設
置

し
、
市
民
と
事
業
者
と
行
政
と
が
対
等
な

立
場
で
保
全
対
策
を
考
え
て
お
り
、
本
日

の
セ
ミ
ナ
ー
の
直
前
に
第
６
回
目
の
協
議

会
を
開
催
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

テ
ー
マ
「
広
報
」　

意
見
交
換

（
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
：
坂
本
貴
啓
氏
・
土
木
研
究
所

自
然
共
生
研
究
セ
ン
タ
ー
専
門
研
究
員
）

坂
本
—
　
地
下
水
は
、
河
川
と
異
な
り
目

に
す
る
機
会
が
非
常
に
少
な
い
と
思
い
ま

す
。
そ
の
目
に
見
え
な
い
も
の
を
い
か
に
、

あ
れ
で
も
か
、
こ
れ
で
も
か
と
い
う
ぐ
ら

い
見
え
る
化
を
し
て
い
く
と
い
う
意
味
で
、

広
報
は
重
要
な
役
割
を
期
待
さ
れ
て
い
る

と
思
い
ま
す
。
こ
の
視
点
か
ら
、
先
ほ
ど
ご

紹
介
い
た
だ
い
た
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
や
冊

子
、
見
学
会
な
ど
、
様
々
な
媒
体
と
と
も
に
、

調
査
に
も
非
常
に
力
も
入
れ
ら
れ
て
お
り
、

広
報
と
調
査
の
両
輪
で
進
め
る
こ
と
が
重

要
な
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
し
た
。

　

そ
れ
で
は
、
ま
ず
、
普
及
・
啓
発
や
広

報
を
効
果
的
に
行
う
た
め
に
は
ど
の
よ
う

な
こ
と
に
留
意
す
べ
き
か
、
特
に
ど
の
よ

う
な
層
を
対
象
に
す
べ
き
か
、
寺
田
様
と

東
元
様
に
伺
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

寺
田
—
　
個
人
の
方
々
に
は
、
様
々
な
機

会
を
捉
え
て
熊
本
の
地
下
水
が
生
ま
れ
る

仕
組
み
や
、
ど
こ
か
ら
来
る
の
か
な
ど
を

理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
の
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
や
地
下
水
循
環
モ
デ
ル
な
ど

を
ご
覧
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、
テ

レ
ビ
で
も
歌
と
映
像
を
視
聴
い
た
だ
い
て

い
ま
す
が
、
効
果
を
定
量
的
に
把
握
す
る
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こ
と
は
難
し
い
と
感
じ
て
い
ま
す
。
中
高

年
層
の
方
々
は
、
地
下
水
の
こ
と
は
よ
く

ご
存
じ
で
す
が
、
若
年
層
は
「
水
は
水
道

か
ら
出
る
も
の
だ
」
と
い
っ
た
感
覚
を
お

持
ち
の
方
も
多
い
よ
う
で
す
の
で
、
高
校

生
フ
ォ
ー
ラ
ム
や
子
供
会
、
バ
ス
ツ
ア
ー

と
い
っ
た
様
々
な
取
組
を
通
し
て
知
っ
て

い
た
だ
き
、
体
験
し
て
い
た
だ
く
機
会
を

設
け
て
い
ま
す
。

東
元
—
　
地
下
水
法
シ
ス
テ
ム
研
究
会
の

皆
様
が
当
初
の
テ
ー
マ
と
し
て
挙
げ
て

い
る
の
が
「
当
た
り
前
か
ら
の
脱
却
、
挑

戦
」
で
す
。
私
を
含
め
中
高
年
層
の
西
条

市
民
は
、
地
下
水
が
あ
っ
て
当
た
り
前
と

い
う
感
覚
で
す
の
で
、
小
学
生
や
中
学
生

を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
出
前
講
座
を
行
っ
て

い
ま
す
。
子
供
達
が
ま
ず
気
づ
い
て
動
き

出
し
た
ら
、
多
分
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、
お
ば

あ
ち
ゃ
ん
が
賛
同
す
る
と
思
い
ま
す
。
最

後
に
、
将
来
に
影
響
力
を
持
つ
お
父
さ
ん
、

お
母
さ
ん
が
動
く
、
と
い
う
よ
う
な
構
造

を
つ
く
っ
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

坂
本
—
　
広
報
の
媒
体
と
し
て
は
子
供
が

最
強
か
も
し
れ
ま
せ
ん
ね
。
流
域
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
を
進
め
る
際
に
は
、
子
供
を
主
な

対
象
に
広
報
す
る
こ
と
が
大
事
な
ポ
イ
ン

ト
と
感
じ
ま
し
た
。

　

次
に
、
広
報
で
工
夫
し
て
お
ら
れ
る
こ

と
を
伺
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

東
元
—
　
今
後
開
催
す
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

な
ど
で
は
、
小
中
高
校
生
に
参
加
し
て
も

ら
う
な
ど
、
次
世
代
に
つ
な
が
る
展
開
に

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

寺
田
—
　
お
金
を
か
け
ず
に
広
報
す
る
こ

と
は
難
し
い
で
す
が
、
そ
れ
を
目
指
し
た

取
組
を
し
て
い
ま
す
。
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
な

ど
で
は
、
例
え
ば
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
に
絡
め
て
地

下
水
や
水
の
利
用
の
持
続
性
と
い
っ
た
話

題
や
、
熊
本
地
震
に
よ
る
地
下
水
へ
の
影

響
と
い
っ
た
話
題
を
提
供
し
た
り
し
ま
し

た
。
ま
た
、
熊
本
市
内
に
水
道
町
と
い
う
地

名
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
の
水
道
町
で
、
地
下

水
を
育
む
農
産
物
を
利
用
し
て
つ
く
っ
た

水
道
町
カ
レ
ー
を
テ
ー
マ
に
し
た
企
画
を

開
催
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
イ
ベ
ン

ト
を
開
催
し
、
新
聞
や
テ
レ
ビ
で
報
道
し

て
い
た
だ
い
て
認
知
度
を
上
げ
て
い
く
と

い
っ
た
こ
と
も
含
め
て
考
え
て
い
ま
す
。

坂
本
—
　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
そ

れ
で
は
、
会
場
か
ら
ご
意
見
や
ご
質
問
を

い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

参
加
者
—
　
熊
本
地
域
と
西
条
市
の
取
組

は
大
変
参
考
に
な
り
ま
し
た
。
広
報
の
対

象
と
し
て
は
、
次
世
代
を
担
う
若
者
に
加

え
、
家
庭
の
お
財
布
を
握
っ
て
い
る
主
婦

な
ど
も
非
常
に
重
要
か
と
考
え
て
お
り

ま
す
。
今
日
の
話
題
に
は
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
イ
ベ
ン
ト
に
来
ら
れ
な
か
っ
た

方
々
へ
の
ア
ピ
ー
ル
は
ど
の
よ
う
に
さ
れ

て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。
私
ど
も
は
、
お

金
を
か
け
ず
必
死
に
記
者
発
表
資
料
を
作

成
し
、
な
る
べ
く
多
く
の
報
道
機
関
に
取

り
上
げ
て
も
ら
う
よ
う
に
努
力
し
て
い
る

の
で
す
が
、
も
し
そ
の
辺
で
ご
教
授
い
た

だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

東
元
—
　
地
下
水
保
全
協
議
会
を
開
催
す

る
と
き
に
は
報
道
機
関
に
も
案
内
し
て
い

ま
す
。
た
だ
、
取
材
に
来
ら
れ
な
い
報
道
機

関
の
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
の
で
、
結

果
を
、
概
要
で
も
い
い
の
で
、
先
ほ
ど
言
い

ま
し
た
水
の
歴
史
館
、バ
ー
チ
ャ
ル
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
載
せ
て
、
市

民
の
皆
様
と
と
も
に
報
道
機
関
に
も
情
報

を
伝
え
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

寺
田
—
　
く
ま
も
と
地
下
水
財
団
で
発
行

し
て
い
る
会
報
誌
を
一
つ
の
重
要
な
広
報

手
段
と
位
置
づ
け
、
地
域
で
の
様
々
な
活

動
や
イ
ベ
ン
ト
の
内
容
を
載
せ
て
、
全
会

員
や
関
係
者
の
方
々
に
配
る
と
と
も
に
、

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
紹
介
し
て
い
ま
す
。

テーマ 2 「広報」での意見交換の様子
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“
Ｏ
Ｕ
Ｒ
（
あ
わ
）
の
水
”
を

未
来
へ
紡
ぐ
人
づ
く
り

（
姫
氏
原
健
司
氏
・
徳
島
県
県
土
整
備
部
流
域
水
管

理
課
課
長
補
佐
）

　

徳
島
県
で
は
、
水
に
か
か
わ
る
さ
ま
ざ

ま
な
問
題
に
取
り
組
む
た
め
、
平
成
29
年

4
月
に
徳
島
県
治
水
及
び
利
水
等
流
域
に

お
け
る
水
管
理
条
例
と
い
う
条
例
を
施
行

し
、
そ
の
条
例
に
基
づ
い
て
策
定
し
た
徳

島
流
域
水
管
理
計
画
（
令
和
2
年
1
月
に

流
域
水
循
環
計
画
と
し
て
認
定
）
の
も
と
、

流
域
全
体
で
総
合
的
な
水
管
理
に
取
り
組

ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
こ
の
条
例
や
計

画
で
は
、
人
づ
く
り
が
重
要
で
あ
る
と
の

考
え
の
も
と
、
治
水
、
利
水
、
水
循
環
及

び
環
境
、
災
害
対
応
と
並
ん
で
、
施
策
の

5
本
柱
の
1
つ
に
水
教
育
を
掲
げ
、
ま
た
、

基
本
理
念
の
1
つ
に
も
水
教
育
の
視
点
を

導
入
す
る
な
ど
、
人
づ
く
り
に
も
力
を
入

れ
て
い
ま
す
。

　

人
づ
く
り
は
、
次
世
代
を
担
う
子
供
た

ち
へ
の
教
育
が
基
本
で
あ
る
と
考
え
ら
れ

ま
す
。
そ
こ
で
、
本
県
で
は
教
育
大
綱
の

中
に
「
水
教
育
」
と
い
う
言
葉
を
明
記
し
、

し
っ
か
り
と
位
置
づ
け
て
い
ま
す
。
子
供

と
川
を
つ
な
ぐ
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
河

川
に
お
け
る
環
境
教
育
の
取
り
組
み
と
し

て
、
小
中
学
生
を
対
象
に
川
の
役
割
や
水

辺
の
生
き
物
な
ど
の
学
習
や
、
パ
ッ
ク
テ

ス
ト
に
よ
る
水
質
検
査
や
透
視
度
測
定
、

ま
た
、
学
校
近
く
の
川
の
水
生
生
物
調
査

な
ど
、
環
境
学
習
、
フ
ィ
ー
ル
ド
講
座
を

平
成
22
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
ま
す
。
年

間
お
よ
そ
15
校
、
約
5
0
0
人
が
学
習

し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
現
在
、
水
教
育

に
関
す
る
教
材
と
し
て
、
小
中
学
生
を
対

象
と
し
た
副
読
本
の
作
成
に
も
取
り
組
ん

で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

次
に
、
先
ほ
ど
紹
介
し
ま
し
た
条
例
で

は
、
県
民
一
人
一
人
が
出
水
期
前
に
水
害

に
対
す
る
備
え
を
改
め
て
認
識
で
き
る
よ

う
、
6
月
5
日
を
徳
島
県
水
防
の
日
と
定

め
て
い
ま
す
。
こ
の
6
月
5
日
は
、
過
去

30
年
間
の
四
国
地
方
の
平
年
の
梅
雨
入
り

日
で
し
て
、
梅
雨
入
り
前
に
水
防
の
意
識

を
高
め
て
も
ら
い
た
い
と
の
願
い
を
込
め

て
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
水
防
の
日

の
関
連
行
事
と
し
て
、
小
学
生
を
対
象
に

治
水
や
水
防
な
ど
に
関
す
る
体
験
学
習
を

通
じ
て
、
水
防
へ
の
認
識
を
高
め
て
も
ら

う
学
習
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
今
年
度

は
7
校
で
実
施
し
、
排
水
ポ
ン
プ
車
を
動

か
し
た
り
、
地
元
水
防
団
な
ど
の
ご
協
力

を
い
た
だ
き
な
が
ら
ロ
ー
プ
ワ
ー
ク
な
ど

の
水
防
技
術
を
体
験
し
た
り
し
て
も
ら
い

ま
し
た
。
ま
た
、
小
中
学
生
を
対
象
に
水

防
に
関
す
る
ポ
ス
タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
を
実

施
し
て
お
り
、
水
害
や
、
そ
の
防
止
対
策

を
テ
ー
マ
と
し
て
、
水
防
に
関
す
る
標
語

も
記
載
し
て
い
た
だ
く
な
ど
、
子
供
た
ち

に
水
の
恐
ろ
し
さ
を
考
え
て
も
ら
う
き
っ

か
け
づ
く
り
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

次
に
、
水
管
理
を
リ
ー
ド
す
る
人
づ
く

り
と
し
て
、
既
に
実
施
さ
れ
て
い
る
取
組

に
着
目
し
、
そ
こ
で
活
動
し
て
い
る
方
々

の
活
動
の
輪
を
広
げ
、
参
加
者
を
増
や
す

こ
と
で
人
を
育
て
て
い
け
れ
ば
と
考
え
て

お
り
ま
す
。
そ
の
一
環
と
し
て
、
利
水
サ

ポ
ー
ト
団
体
の
認
定
を
行
っ
て
い
ま
す
。

利
水
サ
ポ
ー
ト
団
体
は
、
条
例
で
位
置
づ

け
た
新
た
な
組
織
で
、
国
や
県
な
ど
の
行

政
機
関
と
連
携
し
、
節
水
や
渇
水
対
策
に

取
り
組
ん
で
い
た
だ
け
る
企
業
や
団
体
な

ど
を
認
定
し
、
そ
の
活
動
を
県
と
し
て
も

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
イ
ベ
ン
ト
等
で
広
く
紹

介
す
る
な
ど
、
企
業
名
や
団
体
名
な
ど
を

P
R
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
を
通
じ
て
活

動
を
支
援
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
再
生

水
を
使
っ
た
打
ち
水
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
を

行
政
と
共
同
で
実
施
し
て
い
た
だ
い
て
い

る
団
体
や
、
企
業
の
研
修
と
し
て
節
水
に

積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
い
て
い
る

企
業
な
ど
、9
団
体
が
認
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
の
水
管
理
の
推
進
に
関
し
て

顕
著
な
功
績
が
あ
っ
た
個
人
ま
た
は
団
体

を
表
彰
し
、
功
績
を
た
た
え
、
広
く
紹
介
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
水
管
理
の
取
組
に
対
す

る
県
民
意
識
の
高
揚
を
図
っ
て
い
ま
す
。

テーマ3  「人づくり」 から学ぶ流域マネジメント
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水
循
環
健
全
化
に
取
り
組
む

個
人
・
団
体
を
応
援
し
ま
す
！

～
印
旛
沼
再
生
大
賞
～

（
宍
倉
英
輝
氏
・
千
葉
県
県
土
整
備
部
河
川
環
境
課
）

　

印
旛
沼
は
、
千
葉
県
の
北
西
部
に
位
置

す
る
千
葉
県
最
大
の
湖
沼
で
す
。
利
根
川

水
系
の
一
角
を
成
し
、
流
域
面
積
は
県
全

体
の
約
１
割
に
当
た
る
５
４
０
平
方
キ
ロ

で
す
。
印
旛
沼
は
、
千
葉
県
に
と
っ
て
か

け
が
え
の
な
い
水
源
で
あ
り
、
水
道
用
水

は
も
と
よ
り
、
企
業
へ
の
工
業
用
水
、
ま

た
は
流
域
へ
の
農
業
用
水
に
も
利
用
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
印
旛
沼
で
は
、
内
水
面
漁
業
も

盛
ん
で
す
。
か
つ
て
は
ウ
ナ
ギ
の
産
地
で

し
た
が
、
現
在
で
は
佃
煮
用
の
小
魚
が
漁

獲
量
の
大
半
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

か
つ
て
印
旛
沼
流
域
に
は
多
種
多
様
な

在
来
魚
類
が
生
息
し
て
い
ま
し
た
が
、
流

域
の
急
激
な
開
発
や
人
口
の
増
加
等
に
よ

り
、
水
質
の
悪
化
や
、
外
来
生
物
の
侵
入

な
ど
、
流
域
の
水
環
境
に
多
く
の
問
題
が

生
じ
て
い
る
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
背
景
の
も
と
、
平
成
13
年

に
印
旛
沼
流
域
水
循
環
健
全
化
会
議
が
設

立
さ
れ
ま
し
た
。
健
全
化
会
議
の
中
で
は
、

印
旛
沼
方
式
と
呼
ば
れ
る
次
の
５
つ
の
行

動
原
則
を
定
め
て
い
ま
す
。

一 

、
水
循
環
の
視
点
及
び
流
域
全
体
の

視
点
で
総
合
的
な
問
題
解
決
を
図
っ

て
い
き
ま
す
。

二
、 

流
域
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
特
性
を
踏

ま
え
た
取
組
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

三
、 

み
た
め
し
方
式
ー
文
字
通
り
、
見

て
試
す
と
い
う
意
味
で
す
ー
に

よ
り
、
計
画
の
実
行
状
況
や
目
標

達
成
状
況
を
常
に
確
認
し
な
が
ら

計
画
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

四
、 

住
民
、
市
民
団
体
、
企
業
、
行
政
等

が
と
も
に
手
を
携
え
、
計
画
を
実

行
し
て
い
き
ま
す
。

五
、 

住
民
、
市
民
団
体
、
利
水
者
、
企
業
、

調
査
関
係
機
関
、
行
政
機
関
、
流

域
市
町
、
印
旛
沼
に
か
か
わ
る
多

様
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー
が
協
力

し
て
連
携
し
な
が
ら
計
画
を
推
進

し
ま
す
。

　　

印
旛
沼
流
域
の
再
生
の
た
め
に
は
、印
旛

沼
に
関
わ
る
様
々
な
関
係
者
の
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
を
維
持
し
な
が
ら
、持
続
的
に
取
り

組
ん
で
い
く
こ
と
が
重
要
と
の
認
識
の
も

と
、印
旛
沼
流
域
の
水
循
環
の
健
全
化
の
推

進
に
功
績
が
あ
る
個
人
及
び
団
体
を
表
彰

す
る
印
旛
沼
・
流
域
再
生
大
賞
の
制
度
を

平
成
24
年
度
に
創
設
し
ま
し
た
。

　

表
彰
の
対
象
は
、
水
環
境
の
保
全
・
再

生
や
流
域
の
自
然
環
境
の
保
全
・
再
生
と

い
っ
た
環
境
分
野
だ
け
で
な
く
、
水
資
源

の
保
全
・
活
用
、
流
域
の
防
災
や
災
害
対

策
、
さ
ら
に
は
、
水
文
化
ま
た
は
環
境
教

育
な
ど
、
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
大
賞
が
、
受
賞
者
の
皆
様
に
と
っ

て
、
ご
自
身
の
取
組
が
印
旛
沼
流
域
に
も

大
変
有
益
で
あ
る
こ
と
に
気
づ
く
機
会

と
な
り
、
取
組
の
継
続
や
更
な
る
発
展
に

つ
な
が
る
よ
う
期
待
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

受
賞
者
の
皆
様
の
取
組
が
他
の
方
々
の
取

組
に
も
活
か
さ
れ
る
こ
と
で
、
印
旛
沼
流

域
全
体
で
取
組
の
裾
野
が
広
が
り
、
質
が

向
上
す
る
こ
と
も
期
待
し
て
お
り
ま
す
。

テ
ー
マ
「
人
づ
く
り
」　

意
見
交
換

（
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
：
名
畑
恵
氏
・
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ま

ち
の
縁
側
育
く
み
隊 

代
表
理
事 

／ 

錦
二
丁
目
エ
リ

ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
株
式
会
社 

代
表
取
締
役
）

名
畑
—
　
私
は
ふ
だ
ん
地
域
づ
く
り
に
関

わ
り
、
行
政
と
市
民
な
ど
様
々
な
方
々
の

つ
な
ぎ
役
と
い
う
役
割
を
し
て
い
ま
す
。

姫
氏
原
様
と
宍
倉
様
の
熱
い
思
い
を
伺
い
、

自
分
た
ち
の
地
域
を
守
り
、
育
む
人
を
ど

れ
だ
け
育
て
る
こ
と
が
で
き
る
か
と
い
う

各
地
に
共
通
す
る
課
題
へ
の
ヒ
ン
ト
を
た

く
さ
ん
い
た
だ
い
た
と
思
い
ま
す
。

　

特
に
、
現
在
は
、
地
震
、
雷
、
火
事
、
水

害
な
ど
様
々
な
リ
ス
ク
に
対
応
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
能
力
が

問
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
、

本
日
ご
参
加
の
皆
様
全
員
に
か
か
わ
り
の

あ
る
お
話
を
し
て
い
た
だ
い
た
の
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。

　

そ
れ
で
は
、「
印
旛
沼
・
流
域
再
生
大

賞
で
特
に
興
味
が
あ
る
こ
と
は
？
」
と
い

う
質
問
で
参
加
者
か
ら
の
回
答
が
最
も
多

か
っ
た
「
反
応
・
効
果
」
に
つ
い
て
教
え

て
頂
け
ま
す
で
し
ょ
う
か
。

宍
倉
—
　
今
回
の
選
考
で
は
、
か
な
り
苦

慮
致
し
ま
し
た
。
あ
る
候
補
者
は
、
数
年

間
に
４
０
０
件
も
ブ
ロ
グ
を
定
期
的
に
更

新
し
て
お
ら
れ
、
事
務
局
で
全
て
読
ま
せ
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て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
私
ど
も
も
知
ら
な

い
資
料
や
数
値
を
、
と
て
も
わ
か
り
や
す

く
説
明
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
が
分

か
り
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
貴
重
な
資
料
や
情
報
も
、

広
く
県
民
の
皆
様
に
も
知
っ
て
い
た
だ
く

と
い
う
こ
と
も
、
１
つ
の
大
き
な
効
果
だ

と
思
い
ま
す
。
今
後
も
様
々
な
ご
意
見
を

伺
い
な
が
ら
、
継
続
さ
せ
て
い
き
た
い
と

考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

名
畑
—
　
個
人
、
団
体
に
も
応
援
す
る
と

い
う
仕
組
み
が
面
白
い
と
思
い
ま
し
た
。

選
考
の
過
程
は
や
や
苦
労
が
あ
る
よ
う
で

す
が
、
そ
の
あ
た
り
を
も
う
少
し
詳
し
く

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

宍
倉
—
　
選
考
の
際
に
は
、
事
前
に
、
各

選
考
委
員
に
資
料
を
全
て
読
ん
で
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
。
そ
の
基
礎
資
料
を
も
と

に
、
審
査
会
に
諮
り
ま
す
。
約
２
時
間
を

か
け
て
選
考
委
員
に
議
論
頂
き
ま
し
た

が
、
今
年
度
は
、
ま
と
ま
る
こ
と
が
で
き

ず
、
最
後
は
投
票
し
て
い
た
だ
い
て
、
上

位
３
組
の
個
人
及
び
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団
体
の
方
に

受
賞
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

名
畑
—
　
で
は
、「
徳
島
県
の
発
表
で
特

に
興
味
が
あ
る
の
は
？
」
と
い
う
質
問
で

同
じ
く
参
加
者
の
関
心
が
最
も
高
か
っ
た

「
反
応
・
効
果
」
に
つ
い
て
お
願
い
し
ま
す
。

姫
氏
原
—
　
徳
島
県
で
は
、
平
成
29
年
に

施
行
し
た
条
例
に
基
づ
い
て
、
様
々
な
施

策
を
進
め
て
い
ま
す
。
そ
の
う
ち
、
人
づ

く
り
に
つ
い
て
は
、
先
ほ
ど
説
明
さ
せ
て

い
た
だ
い
た
顕
彰
制
度
に
よ
り
、
こ
れ
ま

で
19
名
の
団
体
や
個
人
を
顕
彰
さ
せ
て
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
顕
彰
さ
れ
た
方
々
が
、
そ
の
後
ど

の
様
な
活
動
を
さ
れ
て
い
る
の
か
、
先
日
、

昨
年
表
彰
さ
れ
た
方
の
ご
自
宅
に
伺
い

ま
し
た
。
こ
の
方
は
、
水
防
活
動
に
長
年

携
わ
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
が
、
現
在
は
水

防
団
の
団
長
を
退
い
て
お
ら
れ
ま
す
。
し

か
し
、「
私
も
こ
ん
な
表
彰
を
し
て
い
た

だ
い
た
し
、
団
長
の
任
は
お
り
た
け
れ
ど
、

こ
れ
か
ら
も
ど
ん
ど
ん
や
っ
て
い
か
な
い

か
ん
と
思
う
」
と
い
う
お
言
葉
を
い
た
だ

き
、
こ
の
顕
彰
制
度
の
効
果
が
あ
っ
た
の

か
と
自
負
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

人
づ
く
り
が
他
の
施
策
に
比
べ
て
難
し

い
の
は
、
継
続
性
が
よ
り
強
く
求
め
ら
れ

る
と
こ
ろ
か
と
思
い
ま
す
。
行
政
側
の
人

づ
く
り
と
住
民
側
の
自
主
的
な
人
づ
く
り

が
両
方
合
わ
さ
っ
て
初
め
て
人
が
つ
く
ら

れ
て
い
く
と
感
じ
て
い
ま
す
。
行
政
側
は
、

人
事
異
動
等
が
あ
り
ま
す
の
で
、
継
続
性

が
一
層
求
め
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。

　

名
畑
—
　
本
日
の
テ
ー
マ
か
ら
、
人
づ
く

り
に
は
４
つ
の
フ
ェ
ー
ズ
が
あ
る
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
し
た
。

　

１
つ
目
は
、
体
験
や
学
習
、
表
現
を
通

じ
た
気
づ
き
か
と
思
い
ま
す
。
２
つ
目
は
、

素
晴
し
い
活
動
が
称
賛
さ
れ
、
地
域
の
中

で
互
い
に
交
流
す
る
こ
と
で
皆
さ
ん
が

勇
気
づ
け
ら
れ
る
こ
と
で
す
。
３
つ
目
は
、

見
試
し
、
最
近
の
言
葉
で
す
と
社
会
実
験

で
物
事
を
変
え
て
い
く
こ
と
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
す
。
４
つ
目
は
、
キ
ー
パ
ー
ソ

ン
を
育
成
し
、
人
が
人
を
呼
ぶ
と
い
う
状

態
か
と
思
い
ま
す
。
先
ほ
ど
の
広
報
の
話

と
も
つ
な
が
る
の
で
す
が
、
空
中
戦
の
よ

う
に
報
道
機
関
の
方
々
に
お
願
い
す
る
方

法
が
あ
り
ま
す
。
同
時
に
、
地
上
戦
も
と

て
も
大
事
で
、
人
が
人
を
呼
ぶ
、
人
が
人

を
育
て
て
い
く
と
き
に
、
キ
ー
パ
ー
ソ
ン

が
ど
う
い
う
学
び
を
す
れ
ば
、
ど
ん
ど
ん

人
が
広
が
っ
て
い
く
か
と
い
う
こ
と
も
重

要
な
課
題
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

テーマ３ 「人づくり」での意見交換の様子
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中
村
—
　
ご
発
表
い
た
だ
い
た
皆
様
、
ま

た
、
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
の
皆
様
、
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

本
日
の
ご
発
表
と
ご
議
論
を
ま
と
め
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

連
携
の
テ
ー
マ
で
は
、
大
和
信
用
金
庫

の
水
田
様
か
ら
、
大
和
川
定
期
預
金
と
大

和
川
基
金
に
よ
る
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
行
政
と
連

携
し
た
次
世
代
の
育
成
に
向
け
た
取
組
を

紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
茨
城
県

の
栗
田
様
か
ら
は
、
森
林
湖
沼
環
境
税
と

森
林
湖
沼
環
境
基
金
に
よ
る
霞
ヶ
浦
の
水

質
改
善
に
向
け
た
取
組
を
紹
介
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

い
ず
れ
の
取
組
も
地
域
の
多
く
の
方
々

か
ら
支
持
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
理
由

と
し
て
、
大
和
信
用
金
庫
や
茨
城
県
が
短

期
的
な
視
野
だ
け
で
な
く
長
期
的
な
視
野

で
地
域
を
良
く
し
た
い
と
い
う
思
い
で
取

り
組
ま
れ
て
い
る
こ
と
、
ま
た
そ
れ
に
加

え
て
、
地
域
の
方
々
の
水
問
題
へ
の
関
心

が
高
か
っ
た
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

連
携
に
限
ら
ず
水
循
環
の
取
組
全
体
に

関
す
る
こ
と
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
当
初

は
勢
い
良
く
進
ん
で
も
、
次
第
に
理
解
や

協
力
を
得
る
こ
と
が
難
し
く
な
っ
て
く
る

こ
と
が
あ
る
と
の
お
話
も
い
た
だ
き
ま
し

た
。
い
か
に
理
解
や
協
力
を
息
長
く
い
た

だ
け
る
か
が
重
要
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。

　

広
報
の
テ
ー
マ
で
は
、
く
ま
も
と
地
下

水
財
団
の
寺
田
様
か
ら
、
く
ま
も
と
地
下

水
会
議
、
地
下
水
を
育
む
バ
ス
ツ
ア
ー
、

子
供
向
け
の
会
誌
等
の
取
組
、
西
条
市
の

東
元
様
か
ら
は
、
地
下
水
の
研
究
調
査
に

基
づ
い
て
市
民
会
議
を
開
催
し
た
り
、
地

下
水
保
全
協
議
会
の
運
営
を
し
た
り
と
い

う
こ
と
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　

見
え
な
い
地
下
水
を
い
か
に
理
解
し
て

い
た
だ
く
か
は
永
遠
の
テ
ー
マ
の
よ
う
な

気
が
し
ま
す
。
広
報
も
教
育
も
効
果
が
見

え
づ
ら
い
こ
と
も
課
題
と
し
て
挙
げ
ら
れ

て
い
ま
す
。
そ
の
観
点
で
、
西
条
市
の
地

下
水
法
シ
ス
テ
ム
研
究
会
が
掲
げ
ら
れ
た

「
当
た
り
前
か
ら
の
脱
却
」
と
い
う
言
葉

は
、
非
常
に
印
象
的
で
し
た
。

　

熊
本
地
域
で
は
、
熊
本
地
震
が
水
の
大

切
さ
に
気
付
く
き
っ
か
け
と
な
っ
た
こ
と

が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
確
か
に
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
や
地
震
と
い
っ
た
人
々
の
関
心
が
高
い

ト
ピ
ッ
ク
と
水
を
組
み
合
わ
せ
て
広
報

す
る
こ
と
は
重
要
と
感
じ
ま
し
た
。
た
だ
、

水
は
、
危
機
に
陥
っ
て
は
じ
め
て
話
題
に

な
る
こ
と
が
多
く
、
普
段
は
世
の
中
の
注

目
を
浴
び
る
こ
と
が
少
な
い
と
い
う
傾
向

が
あ
り
、
地
域
の
取
組
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ

ブ
を
高
め
る
う
え
で
大
き
な
課
題
で
は
な

い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

人
づ
く
り
の
テ
ー
マ
で
は
、
徳
島
県
の

姫
氏
原
様
か
ら
、
と
く
し
ま
流
域
水
管
理

計
画
に
基
づ
く
水
教
育
や
利
水
サ
ポ
ー
ト

団
体
の
認
定
に
つ
い
て
ご
紹
介
い
た
だ
き
、

千
葉
県
の
宍
倉
様
か
ら
印
旛
沼
再
生
大
賞

に
つ
い
て
ご
紹
介
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

水
循
環
を
守
る
人
材
づ
く
り
は
、
生
活

圏
と
水
源
と
の
距
離
に
影
響
さ
れ
る
の
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
特
に
大
都
市
圏

で
は
、
普
段
使
う
水
が
ど
こ
か
ら
来
て
い

る
の
か
分
か
り
に
く
く
な
っ
て
い
る
こ
と

も
あ
り
、
水
へ
の
関
心
が
高
く
な
い
傾
向

が
あ
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
子
供
た
ち
に

働
き
か
け
る
際
に
は
、
こ
の
点
に
留
意
す

る
こ
と
も
重
要
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

最
後
に
、
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
の
皆
様
よ

り
、
全
体
を
通
し
て
一
言
ず
つ
コ
メ
ン
ト

を
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

笹
川
—
　
現
在
は
水
と
私
た
ち
の
生
活
が

遠
く
な
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
の
ご

指
摘
が
あ
り
ま
し
た
。
今
回
の
テ
ー
マ
で

あ
る
連
携
や
広
報
、
人
づ
く
り
で
は
、
水

と
私
た
ち
の
生
活
の
接
点
を
様
々
な
切
り

口
で
つ
く
っ
て
い
く
こ
と
が
１
つ
の
鍵
な

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

一
方
で
、私
た
ち
は
毎
日
必
ず
水
を
使
っ

て
い
ま
す
の
で
、
接
点
や
切
り
口
は
必
ず

見
つ
け
ら
れ
る
も
の
だ
と
も
思
っ
て
い
ま

す
。
日
本
で
は
ほ
ぼ
全
て
の
方
が
雨
を
経

験
し
ま
す
の
で
、
雨
も
接
点
や
切
り
口
の

１
つ
に
な
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

水循環シンポジウム 2020　まとめ
総括・進行：中村 晋一郎　（名古屋大学大学院 工学研究科　准教授）
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本
日
紹
介
い
た
だ
い
た
事
例
が
、
い
ず

れ
も
皆
様
が
中
心
と
な
っ
て
試
行
錯
誤
し
、

工
夫
し
て
企
画
か
ら
実
施
ま
で
行
わ
れ
た

こ
と
に
強
い
印
象
を
受
け
ま
し
た
。
最
近

は
様
々
な
ツ
ー
ル
や
媒
体
が
普
及
し
て

お
り
、
例
え
ば
広
報
で
も
様
々
な
方
法
が

考
え
ら
れ
る
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
は
、

世
の
中
の
流
れ
の
つ
く
り
方
も
ま
す
ま
す

変
化
し
て
い
く
の
で
は
な
い
か
と
い
う
可

能
性
を
感
じ
ま
し
た
。

坂
本
—
　
水
循
環
の
広
報
に
つ
い
て
、
感

じ
ま
し
た
こ
と
を
３
点
述
べ
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

　

１
点
目
は
、
見
え
な
い
も
の
を
「
見
え

る
化
」
す
る
こ
と
の
重
要
性
で
す
。
特
に

地
下
水
な
ど
目
に
見
え
な
い
も
の
を
広
報

す
る
際
に
は
、「
見
え
る
化
」
を
意
識
す
れ

ば
、
広
報
の
具
体
的
な
イ
メ
ー
ジ
が
湧
く

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
し
た
。
２
点
目

は
、
説
得
力
の
あ
る
デ
ー
タ
の
重
要
性
で

す
。
常
に
正
確
な
内
容
を
伝
え
る
た
め
に

は
、
地
道
で
時
間
と
費
用
が
か
か
り
ま
す

が
、
徹
底
し
た
調
査
を
継
続
し
、
デ
ー
タ

を
蓄
積
・
分
析
し
て
い
く
こ
と
が
大
事
だ

と
思
い
ま
す
。
そ
し
て
３
点
目
は
、
広
報

の
効
果
に
つ
い
て
で
す
。
長
年
取
り
組
ん

で
こ
ら
れ
た
地
域
で
は
、
普
及
・
啓
発
活

動
に
参
加
さ
れ
た
子
供
さ
ん
が
成
長
し
、

社
会
人
に
な
っ
て
お
ら
れ
る
こ
と
も
結

構
あ
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な

方
々
を
対
象
に
追
跡
調
査
の
よ
う
な
も
の

が
で
き
れ
ば
、
広
報
の
効
果
に
つ
い
て
興

味
深
い
結
果
が
得
ら
れ
る
か
も
し
れ
な
い

と
思
い
ま
し
た
。

名
畑
—
　
都
市
に
生
活
し
て
い
る
私
た
ち

は
水
源
地
域
に
感
謝
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
の
で
す
が
、
私
た
ち
の
多
く
は
恩
恵
を

受
け
て
い
る
こ
と
す
ら
知
ら
な
い
の
で
は

な
い
か
と
思
い
ま
す
。
本
日
の
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
に
参
加
し
、
水
源
地
域
を
知
る
こ
と

の
重
要
性
を
改
め
て
認
識
し
ま
し
た
。

　

私
は
、
ま
ち
に
縁
側
の
よ
う
な
居
場
所

を
つ
く
っ
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
を
回
復
さ

せ
る
「
ま
ち
の
縁
側
育
く
み
隊
」
と
い
う

活
動
を
し
て
い
ま
す
。
千
曲
川
が
氾
濫
し

た
長
野
で
は
、
現
在
も
ま
だ
復
興
の
最
中

に
あ
る
地
域
で
、
ま
ち
の
縁
側
活
動
を
し

て
い
る
市
民
活
動
家
た
ち
が
活
躍
し
、
ま

た
、
避
難
所
も
「
ま
ち
の
縁
側
ぬ
く
ぬ
く

亭
」
と
い
う
も
の
を
開
設
し
て
い
る
そ

う
で
す
。
地
域
で
日
常
的
に
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ー
を
育
む
こ
と
で
、
非
日
常
時
に
優

れ
た
対
応
能
力
が
発
揮
さ
れ
る
と
思
い
ま

す
。
皆
様
に
は
、
ど
の
地
域
に
も
問
題
解

決
能
力
が
潜
在
し
て
い
る
こ
と
を
ご
理
解

い
た
だ
き
、
地
域
の
力
を
信
頼
し
て
く
だ

さ
れ
ば
有
り
難
い
と
切
に
願
っ
て
い
ま
す
。

シンポジウム終了後の集合写真
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「健全な水循環」に関するロゴマークについて

「水の日」記念行事の「水を考えるつどい」（平成 27 年 8 月 1 日開催）において、
「健全な水循環」に関するロゴマークの発表が行われた。

●応募総数 1,457 作品の中から審査の結果、最優秀賞 1編、優秀賞 4編が決定

●主催 : 内閣官房水循環政策本部事務局、水の週間実行委員会

〈ロゴマークに込めた作者の想い〉 

永遠の循環を表す無限（∞）のマークと、雫のフォルム、
そして水に対する親しみと身近さを表す笑顔を組み合わせました。
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あとがき
水に関係する６省庁による「健全な水循環系構築に関する関
係省庁連絡会議」が設置されたのは平成10年のことでした。健
全な水循環への問題意識や関心の高まりは、それ以前から始
まっていたと考えられます。

それからおよそ20年経った今日、水循環基本法の施行、水循
環基本計画の策定を経て、流域の総合的かつ一体的な管理を実
施していく「流域マネジメント」の重要性が認識され、少しずつで
はありますが、健全な水循環の維持又は回復へ向けて全国で活
動が進められています。
このような機運の高まりを受け、私たちの役割である流域マネ
ジメントに関する情報発信や広報活動は、ますます重要となって
います。そこで、流域マネジメントの良い事例を多くの方々に知っ
ていただき、少しでも流域マネジメントに取り組む方々の役に立
ちたいとの思いから、『流域マネジメントの事例集』を一昨年7月、
昨年10月に作成したところ、幸い多くの方々にご活用いただいて
います。
このたび、流域マネジメントに取り組む際の重要なポイントの

１つである「多様な主体の連携」をテーマに8地域の事例を紹介
するとともに、昨年度開催した水循環シンポジウムと水循環セミ
ナーのエッセンスをまとめた『流域マネジメントの事例集　多様
な主体による連携体制編』を作成しました。

この事例集に収められている活動の一つ一つには物語があり、
一人一人の思いが詰まっています。その思いが皆様に伝わり、皆
様が流域マネジメントの活動を始めたり発展させたりするきっか
けとなればと願っております。

令和２年６月には、さらなる取組の推進に向け、新たな水循環
基本計画が策定されたところです。
今後、流域マネジメントに取り組む仲間の輪が日本中に広がる

とともに、流域水循環計画の策定の機運が全国にくまなく広がっ
ていくことを期待しています。

最後に、各事例に取り組まれている地方公共団体、水循環セミ
ナーの講師、水循環シンポジウムの発表者及びコーディネー
ターの皆様方には、本書の作成にあたり多大なご支援をいただ
きました。この場を借りて御礼申し上げます。

2020年11月
内閣官房水循環政策本部事務局
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2020 年 11 月
内閣官房水循環政策本部事務局
TEL 03-5253-8389（直通）
E-mail  hqt-mizujyunkan@mlit.go.jp

本書の内容はウェブサイトでもご覧いただけます。
http://www.cas.go.jp/jp/seisaku/mizu_junkan/index.html

本書や流域マネジメントの取組について、
ご意見をお寄せください。
E-mail  hqt-mizujyunkan@mlit.go.jp

写　真

表紙　 [ 表・裏 ] 「江津湖」（熊本県熊本市）
提供 : 熊本市

表紙［裏］「豊科 南穂高お菜洗い」（長野県安曇野市）
提供 :	安曇野市

p.4、p.5「江津湖」（熊本県熊本市）
提供 : 熊本市

p.14 「下水道の更生工法による長寿命化」
提供 : 国土交通省

p.14 「令和元年東日本台風による千曲川での被害」
　　　（長野県長野市）
提供 : 国土交通省

p.14 「水田湛水」（福井県大野市）
提供 : 大野市

p.15  「ぐんまウォーターフェアにおける利き水体験の様子」
　　　（群馬県太田市）
提供 : 群馬県

p.26、p.27 「江津湖」（熊本県熊本市）
提供 : 熊本市

あとがき 「西原の棚田水」（熊本県阿蘇郡西原村）
提供 : 熊本県








